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オペレーターズガ
イド
安全性、使用およびメンテナンスに関する情報が
記載されています

警告

本書は説明書原本の
翻訳版です

このオペレーターズガイドをよくお読みください。重要な安全情報が記載されています。
推奨されるオペレーターの最少年齢：16才以上
このオペレーターズガイドは、常に車両に保管してください。
このOHRVに搭載された蒸発ガス関連部品の取り外しまたは改造は、違法行為となりま
す。
違反した場合、カリフォルニア州法または連邦法によって民事罰または刑罰が科せられる
場合があります。

OUTLANDER X MRシリーズ



警警告告
運運転転ににはは危危険険がが伴伴いいまますす。。十十分分なな注注意意をを払払わわなないい場場合合、、転転回回、、傾傾斜斜地地ででのの
運運転転、、障障害害物物上上のの走走行行ななどどのの日日常常的的なな操操作作ででああっっててもも、、衝衝突突やや横横転転をを起起ここ
ししややすすくくななりりまますす。。
安安全全ののたためめ、、ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドおおよよびび車車両両上上ののララベベルルにに示示さされれてて
いいるるすすべべててのの警警告告をを読読みみ、、ここれれららにに従従っっててくくだだささいい。。ここれれららのの警警告告にに従従わわ
なないい場場合合、、重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを招招くくおおそそれれががあありりまますす。。
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドはは、、常常にに車車両両にに保保管管ししててくくだだささいい。。

警警告告
本本オオペペレレーータターーズズガガイイドド、、安安全全講講習習ビビデデオオおおよよびび製製品品にに貼貼付付さされれてていいるる警警
告告ララベベルルにに記記載載のの安安全全注注意意事事項項やや指指示示をを無無視視すするるとと、、死死亡亡事事故故やや負負傷傷のの原原
因因ととななるる場場合合ががあありりまますす。。

警警告告
ここのの車車両両はは、、運運転転経経験験ののああるる他他のの車車両両のの性性能能をを超超ええてていいるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。新新ししいい車車両両にに慣慣れれるるままでで十十分分にに時時間間ををかかけけててくくだだささいい。。

米米国国カカリリフフォォルルニニアア州州規規制制｢｢PPRROOPPOOSSIITTIIOONN 6655｣｣にに基基
づづくく警警告告警警告告

警警告告
オオフフロローードド車車両両のの操操作作やや保保守守、、メメンンテテナナンンススはは、、エエンンジジンンのの排排気気やや一一酸酸化化
炭炭素素、、フフタタララーートト、、そそれれにに鉛鉛ななどどのの化化学学物物質質のの暴暴露露をを受受けけるる可可能能性性ががああ
りり、、ここれれららははカカリリフフォォルルニニアア州州法法でで発発ががんん性性やや催催奇奇性性、、そそのの他他のの生生殖殖にに関関
すするる危危害害のの原原因因ととななるるここととがが知知らられれてていいまますす。。そそののよよううなな可可能能性性をを最最小小限限
にに抑抑ええるるたためめにに、、必必要要時時以以外外ははエエンンジジンンののアアイイドドリリンンググををせせずず、、通通気気性性のの
よよいい場場所所でで整整備備をを行行いい、、整整備備時時ははググロローーブブをを着着用用すするるかか頻頻繁繁にに手手をを洗洗ううよよ
ううににししててくくだだささいい。。詳詳細細はは、、
wwwwww..pp6655wwaarrnniinnggss..ccaa..ggoovv//pprroodduuccttss//ppaasssseennggeerr--vveehhiiccllee

TM®で示される以下の商標は、BRPまたはその関連会社が所有しています。
以下の商標は、Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社に帰属
します。
法域によっては、商標が登録されていない場合があります。
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止されています。
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Deutsch
Dieses Handbuch ist möglicherweise in Ihrer Landessprache
verfügbar. Bitte wenden Sie sich an Ihren Händler oder besuchen Sie:
www.operatorsguides.brp.com

English
This guide may be available in your language. Check with your dealer or
go to: www.operatorsguides.brp.com

Español
Es posible que este manual esté disponible en su idioma. Consulte a su
distribuidor o visite: www.operatorsguides.brp.com

Français
Ce guide peut être disponible dans votre langue. Vérifier avec votre
concessionnaire ou aller à: www.operatorsguides.brp.com

.

www.operatorsguides.brp.com

Nederlands
Deze handleiding kan beschikbaar zijn in uw taal. Vraag het aan uw dealer
of ga naar: www.operatorsguides.brp.com

Norsk
Denne boken kan finnes tilgjengelig på ditt eget språk. Kontakt din
forhandler eller gå til: www.operatorsguides.brp.com

Português
Este manual pode estar disponível em seu idioma. Fale com sua
concessionária ou visite o site: www.operatorsguides.brp.com

Suomi
Käyttöohjekirja voi olla saatavissa omalla kielelläsi. Tarkista jälleenmyyjältä
tai käy osoitteessa: www.operatorsguides.brp.com

Svenska
Denna bok kan finnas tillgänglig på ditt språk. Kontakta din återförsäljare
eller gå till: www.operatorsguides.brp.com

www.operatorsguides.brp.com

Italiano
Questa guida potrebbe essere disponibile nella propria lingua. Contattare
il concessionario o consultare:

Русский
Воспользуйтесь руководством на вашем языке. Узнайте
о его наличии у дилера или на странице по адресу
www.operatorsguides.brp.com

www.operatorsguides.brp.com
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対象モデル

Outlander 850 X mr

Outlander 1000R X mr

カナダの製品代理店は、Bombardier Recreational Products Inc. (BRP) です。

米国内では、製品の流通とサービスは BRP US Inc. が行います。

欧州経済圏（欧州連合加盟国プラス英国、ノルウェー、アイスランドおよびリ
ヒテンシュタイン）、独立国家共同体（ウクライナおよびトルクメニスタンを
含む）、ならびにトルコでは、製品の流通とサービスはBRP European
Distribution S.A. およびBRPのその他の関連会社または子会社が行います。

製品の流通とサービスは、Bombardier Recreational Products Inc. (BRP)または
提携機関が行います。

オペレーターズガイド
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一一般般情情報報
新しいCan-Am® ATV車をご購入いただきありがとうございます。本製品は、
BRP の限定保証および、お客様が必要とされる部品、アクセサリー、そして
サービスを用意している 認定Can-Am Off-Roadディーラーのネットワークに
よって支えられています。

納入時に、お客様には保証範囲をお知らせし、新しい車両がご満足いただける
ものであることを保証するために納入前チェックリスト(Predelivery Check
List)にお客様からご署名を頂いております。

ディーラーはお客様の満足を提供いたします。全般的なサービス情報をご希望
の場合は、最寄りのディーラーまでお問い合わせください。

乗乗車車前前にに確確認認すすべべききこことと
ご自身や同乗者の事故のリスクを減らすために、このオペレーターズガイドを
読んでから車両を運転してください。

また、車両に貼付されているすべての警告ラベルを読み、以下のサイトにある
安全講習ビデオをご覧ください。
hhttttppss::////ccaann--aamm..bbrrpp..ccoomm//ooffff rrooaadd//ssaaffeettyy

または以下のQRコードを使用してください。

この車両はオフロード専用車です。主に一般的なレクリエーションでの使用を
意図したものですが、多目的用としても利用できます。

オペレーターズガイドの警告に従わないと、重傷や死亡事故につながる恐れが
あります。

推推奨奨年年齢齢
この車両のカテゴリーはSです。必ず推奨年齢に従ってください。
– 16才未満の人は、絶対にこの車両を運転しないでください。

トトレレーーニニンンググココーースス
適切な説明を受けることなく本車両を絶対に運転しないでください。トトレレーーニニ
ンンググココーーススをを受受講講ししててくくだだささいい。。どの運転者もはじめは経験豊富な認定イン
ストラクターからの指導を受ける必要があります。

ATVの安全性に関する詳細および受講可能なトレーニングについては、
Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

米国内の場合は米国特殊車両協会（SVIA）（電話：1 800 887–2887）、カナダ
の場合はカナダ安全評議会（CSC）（電話：1 613 739–1535）にお問い合わせ
ください。
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安安全全メメッッセセーージジ
本ガイドに記載されている安全に関するメッセージの種類、特長および本ガイ
ドでどのように使用されているかは以下で説明されています。

安全警告記号 は、人が負傷する恐れがあることを示しています。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな恐恐れれががああるる
ここととをを示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、中中度度ままたたはは軽軽度度のの負負傷傷をを招招くく恐恐れれががああるるここととをを
示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、車車両両のの構構成成部部品品ななどどにに重重大大なな損損傷傷をを招招くく恐恐れれがが
ああるるここととをを示示ししまますす。。

ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドににつついいてて
このオペレーターズガイドは、新しい車両の所有者・運転者に、あらゆる制
御、メンテナンス、安全な操作に関する指示を的確に説明するようデザインさ
れています。これは、製品を正しく使用するうえで欠かせないものです。

本オペレーターズガイドは車両内に保管し、メンテナンスやトラブルシュー
ティングの際、また他の人に指導する際に参照してください。

また本ガイドは各種言語に翻訳されております。内容に不一致が生じた場合
は、英語版の内容が正しいものと見なされます。

オペレーターズガイドの閲覧やコピーを希望する場合は、次のウェブサイトに
アクセスしてください。

wwwwww..ooppeerraattoorrssgguuiiddeess..bbrrpp..ccoomm

本書に記載されている情報は、発行時点で正しいものです。ただし、BRPは、
それ以前に製造された製品に同様の改善を施す義務を負うことなく、製品を継
続的に改善する方針を維持します。その後の変更により、製造された製品と本
ガイドにおける説明および／または仕様との間に差異が生じる場合もありま
す。BRPは何らの義務を負うことなく、製品の仕様、設計、機能、型式、装置
などをいつでも変更し、あるいは製造を終了する権利を留保します。

車両を売却するときは、このオペレーターズガイドを必ず車両内に入れておい
てください。

一般情報
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一般情報
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一一般般的的なな注注意意
一一酸酸化化炭炭素素中中毒毒のの回回避避
すべてのエンジン排気は、致命的なガスである一酸化炭素を含みます。一酸化
炭素を吸うと頭痛、めまい、眠気、吐き気、錯乱や時には死亡に至ることがあ
ります。

一酸化炭素は、全くエンジン排気を見たり、その匂いを感じないとしても存在
する恐れがある、無色、無臭、無味のガスです。一酸化炭素は極めて早く致死
濃度に高まることがあり、あっという間に悪影響を受けて、自身を守れなくな
ります。また、閉じた場所や換気が悪い場所では、一酸化炭素の致死濃度が数
時間あるいは数日も長引くことがあります。一酸化炭素中毒の徴候を感じた
ら、すぐにその場所を離れ、新鮮な空気を得て、治療を求めてください。

一酸化炭素による重傷または死を防ぐには：
– ガレージ、カーポートや納屋などの換気が悪い、または部分的に閉じられた
エリアで車両を絶対に運用しないでください。扇風機や窓およびドアを開け
たりしてエンジン排気を通気しようとしも、一酸化炭素が危険なレベルに速
く達する場合があります。

– 窓やドアなどの開口を通してエンジン排気が建物に吸い込まれる恐れがある
場所では、決して屋外で車両を運転しないでください。

ガガソソリリンンにによよるる火火事事やや他他のの危危険険のの回回避避
ガソリンは可燃性が高く、非常に爆発性があります。燃料の蒸気は拡散し、エ
ンジンから遠く離れた火の粉や炎によって引火することもあります。火事や爆
発の危険性を低減させるために、以下の指示に従ってください：

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き起こす場合があります。
– 決して、口によりガソリンをサイフォンしないでください。
– ガソリンを飲み込んだり、ガソリンが目に入ったり、ガソリンの蒸気を吸い
込んだ場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

– ガソリンが体にかかった場合は、石鹸と水で洗い、衣服を着替えてくださ
い。

高高温温部部分分にによよるる火火傷傷のの回回避避
ブレーキローターや排気用コンポーネントなど、特定のコンポーネントは運転
中に高温になります。火傷を防止するために、運転中や運転直後はこれらにコ
ンポーネントに触らないでください。

アアククセセササリリーーとと改改造造
BRPが認定したアクセサリーの改造や追加は、車両のハンドリング性能に影響
する場合があります。改造が行われた後は安全のため、車両に慣れる時間を
とって、運転挙動に適応する方法を理解することが重要です。

BRPによって車両専用に認定されていない装置の取り付けや、許可されていな
い改造は行わないでください。これらの改造や装置はBRPによってテストされ
ておらず、危険が生じる場合があります。たとえば、
– 操作不能になったり衝突したりするリスクが高まります
– オーバーヒートや短絡が生じ、火災ややけどのリスクが高まります。
– 車両の保護機能に影響します。
– 車両輸送中のトレーラーの挙動に影響します。
– 輸送中に路上で物品が紛失するリスクがあります。
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また、その車両の走行が違法になることもあります。

所所有有すするる車車両両にに適適ししたたアアククセセササリリーーににつついいててはは、、最最寄寄りりののBBRRPP認認定定デディィーー
ララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

一般的な注意
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安安全全上上のの特特別別なな警警告告
ここのの車車両両はは玩玩具具ののよよううなな車車両両ででははななくく、、運運転転にに危危険険をを伴伴ううももののでですす。。
– この車両は、バイクや乗用車などの他の車両とは異なる動きをします。十分
な注意を払わない場合、転回、傾斜地での運転、障害物上の走行などの日常
的な操作であっても、衝突や横転を起こしやすくなります。

以以下下のの指指示示にに従従わわなないい場場合合、、重重傷傷ままたたはは死死亡亡事事故故につながる可能性がありま
す。
– このオペレーターズガイドと製品に貼付されているすべての警告ラベルをよ
く読み、記載されている操作手順に従ってください。安全講習ビデオをよく
見てから車両を運転してください。

– 必ず推奨年齢に従ってください。16才未満の人は、絶対にこの車両を運転
しないでください。

– 使用が認められた適切なサイズのヘルメットや必要とされる他の保護具を着
用せずにこの車両に絶対に乗らないでください。詳細は、車両の走行のセク
ションの保護具を参照してください。

– 必ず車両の安全な動作状態を点検、確認してから走行してください。日常点
検のセクションを参照してください。このオペレーターズガイドに記載のメ
ンテナンススケジュールに必ず従ってください。メンテナンスのセクション
を参照してください。

– 1-UPモデルでは、同乗者を収容するために改造したり、ラックを使用して
同乗者を運んだりしないでください。

– この車両で同乗者を運ばないでください。同乗者は車両バランスや操舵機能
に影響を与え、操作不能になる恐れがあります。

– この車両のタイヤは、舗装された道路での使用に適してしていません。
– この車両を歩道、車道、駐車場、通りなどの舗装面で運転しないでくださ
い。

– この車両は、舗装面を走行するように設計されていません。車両を舗装面で
短時間だけ使用しなければならない場合は、ステアリング、アクセルペダル
およびブレーキの急な操作を避けてください。速度を落としてください。

– この車両は、一般道や高速道路を走行するように設計されていません（大半
の場合は違法行為となります）。一般道や高速道路でこの車両を走行する
と、他の車両との衝突を引き起こす可能性があります。

– 疲れているときや病気のとき、薬物やアルコールを使用した後は絶対にこの
ATVを操作しないでください。これは同乗者にも適用する必要があります
（該当する場合）。そのような状態は、状況に対する反応時間や判断力に大
きな影響を与え大変危険です。ATVは必ず慎重に運転してください。

– 絶対にウイリーやジャンプなどのスタント操作を行わないでください。
– 過剰な速度で運転しないでください。必ず地形、視認性、運転条件、および
ご自分の経験に適した速度で走行してください。

– 必ずゆっくり走行し、不慣れな地形上を運転するときは十分注意してくださ
い。この車両を運転するときは、地形条件の変化を見逃さないように必ず注
意してください。

– 極度に粗い、滑りやすい、または緩んだ土地でこの車両を運転する場合、そ
のような土地での操作に必要なスキルを学び、練習するまでは絶対に運転し
ないでください。そのような類の土地では、特に注意を払ってください。

– 走行技術のセクションで説明されている転回時の正しい手順に必ず従ってく
ださい。

– 車両や運転者にとって勾配が急すぎる斜面では、絶対にこの車両を運転しな
いでください。
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– 走行技術のセクションで説明されている登坂時の正しい手順に必ず従ってく
ださい。斜面を上る前に、地形をよく確認してください。表面が極度に滑り
やすいまたは緩んだ斜面は、絶対に上らないでください。

– 走行技術のセクションで説明されている斜面でのブレーキ操作および降坂時
の正しい手順に必ず従ってください。斜面を下る前に、地形をよく確認して
ください。

– 走行技術のセクションで説明されている斜面を横切るときの正しい手順に必
ず従ってください。表面が極度に滑りやすいまたは緩んだ斜面は避けてくだ
さい。

– 登坂時にエンストしたり後方に倒れた場合は、必ず正しい手順に従ってくだ
さい。エンストを避けるには、登坂時に低速ギヤを使用して一定の速度を保
つようにしてください。登坂時にエンストしたり後方に倒れた場合は、走行
技術のセクションで説明されている走行技術に関する手順に従ってくださ
い。

– 新しい土地で運転する前に、障害物がないか必ず確認してください。大きな
岩や倒木などの大きな障害物上を走行しようとしないでください。障害物上
を運転するときは、走行技術のサブセクションで説明されている正しい手順
に必ず従ってください。

– スリップまたは横滑りしているときは十分注意してください。水平で滑らか
な場所で低速で練習し、スリップまたは横滑り時の安全操作を学ぶようにし
てください。氷など極度に滑りやすい路面ではゆっくり進み、制御不能なス
リップの発生を抑えるために十分に気を付けてください。

– 後進するときは、車両後ろ側に障害物や人がいないことを必ず確認してくだ
さい。後進しても安全なときは、ゆっくり進んでください。

– 運転者、他のすべての貨物および追加されたアクセサリーを含めた状態で、
この車両の規定積載量を絶対に超えないようにしてください。荷物は均等に
載せてしっかり固定してください。速度を下げて、このガイドにある荷物の
運搬やトレーラーの牽引に関する指示に従ってください。制動距離を長めに
取ってください。

– この車両はジャンプするために設計されたものではありません。ジャンプな
どの動きの際に発生する大きな衝撃エネルギーを車両が十分に吸収できない
ため、そのエネルギーが運転者に伝わると危険なことになります。ウイリー
を行うと、車両がひっくり返って自身が下敷きになる可能性があります。
ジャンプおよびウイリーの両操作は危険であるため、どのようなときも避け
る必要があります。

– 水深が深いまたは水の流れが速い場所では絶対に運転しないでください。水
面は、ホイール上面よりも下になければなりません。ブレーキが濡れている
場合は制動能力が低下することを忘れないでください。水、沼地または雪か
ら出た後はブレーキのテストを行ってください。必要に応じて、ブレーキを
数回かけてパッドを乾燥させます。

– 制動距離は、天候や地形条件、ブレーキシステムやタイヤの条件、車両速度
や姿勢、および牽引物を含む車両の負荷（ただしこれらに限定されません）
の影響を受けやすいことを、必ず覚えておいてください。これらの条件に応
じて走行を加減するようにしてください。

– 後進する場合、BRPはATVに座るよう推奨しています。立ち上がらないでく
ださい。体が前方に移動してスロットルレバーに体重がかかり、思わぬ加速
が生じて制御不能になる場合があります。

– 操作装置類が正常に機能しない場合は、絶対に車両を運転しないでくださ
い。

安全上の特別な警告
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– 必ず適切なタイヤ空気圧を維持してください。タイヤを交換するときは、推
奨されているサイズとタイプのタイヤだけを使用してください。タイヤの情
報については、このガイドの技術仕様のセクションを参照してください。

– 自身の技量や状況にとって速すぎる速度で走行すると負傷する場合がありま
す。安全に運転を継続できる程度のスロットルを開けるようにしてくださ
い。統計から、事故や負傷は高速での転回時によく起きていることが示され
ています。この車両が重いことを忘れないでください。車両が転倒すると、
車両重量が重く、運転者が脱出できず、負傷する場合があります。

– アクセサリーを不適切に取り付けたり使用することでこの車両を改造しない
でください。BRPが使用を認めたアクセサリーのみを使用してください。

– 運転者、他のすべての貨物および追加されたアクセサリーを含めた状態で、
この車両の規定積載量を絶対に超えないようにしてください。荷物は均等に
載せてしっかり固定してください。速度を下げて、このマニュアルにある荷
物の運搬やトレーラーのけん引に関する指示に従ってください。制動距離を
長めに取ってください。

安全上の特別な警告
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運運転転にに関関すするる警警告告
下記の警告と様式は米国消費者製品安全委員会によって要求されているもので
あり、すべてのATVのオペレーターズガイドに掲載する必要があります。

下記の図は参考用です。使用されているモデルは異なる場合があります。

正正ししいい説説明明をを受受けけずずにに車車両両をを運運転転ししたた場場合合
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
適適切切なな説説明明をを受受けけるるここととななくくここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
運運転転者者がが各各種種のの状状況況やや地地形形ににおおけけるるここのの車車両両のの正正ししいい運運転転方方法法をを知知ららなないい
場場合合、、事事故故のの危危険険がが非非常常にに高高くくななりりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
初初心心者者やや経経験験のの浅浅いい運運転転者者ははトトレレーーニニンンググココーーススをを受受講講すするる必必要要ががあありりまま
すす。。そそのの後後、、ココーーススでで学学んんだだ技技術術ややオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていい
るる運運転転技技術術をを定定期期的的にに練練習習すするる必必要要ががあありりまますす。。
トトレレーーニニンンググココーーススにに関関すするる詳詳細細はは、、認認定定CCaann--AAmmデディィーーララーーににおお問問いい合合
わわせせくくだだささいい。。
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推推奨奨年年齢齢
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
ここのの車車両両のの推推奨奨年年齢齢にに従従わわなないい。。
起起ここるる事事象象
ここのの推推奨奨年年齢齢にに従従わわなないいとと、、未未成成年年がが重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡すするる可可能能性性ががああ
りりまますす。。
未未成成年年ががここのの車車両両のの推推奨奨年年齢齢範範囲囲内内ででああっっててもも、、ここのの車車両両をを安安全全にに運運転転すす
るるののにに必必要要なな技技量量、、能能力力、、ままたたはは判判断断力力をを有有ししてておおららずず、、重重大大なな事事故故にに巻巻
きき込込ままれれるる場場合合ももあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
1166才才未未満満のの人人ははここのの車車両両をを運運転転ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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同同乗乗者者をを乗乗せせたた運運転転
警警告告

11--UUPPモモデデルルののみみ

考考ええらられれるる危危険険
ここのの車車両両でで同同乗乗者者をを運運ぶぶ。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両ののババラランンススをを取取っってて制制御御すするる運運転転者者のの能能力力がが大大幅幅にに低低下下ししまますす。。
事事故故をを起起ここしし、、自自身身やや同同乗乗者者がが負負傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
絶絶対対にに同同乗乗者者をを運運ばばなないいででくくだだささいい。。運運転転者者のの動動ききをを制制限限すするるここととののなないい
長長いいシシーートトででああっっててもも、、同同乗乗者者をを運運ぶぶたためめにに設設計計さされれたたももののででははあありりまませせ
んん。。

運転に関する警告
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路路面面上上ででのの車車両両
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
舗舗装装面面ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
タタイイヤヤはは、、オオフフロローードド専専用用ととししてて設設計計さされれてていいまますす（（舗舗装装路路でで使使用用すするるたた
めめののももののででははあありりまませせんん））。。
舗舗装装面面ははここのの車車両両ののハハンンドドリリンンググ特特性性やや制制御御にに大大ききなな影影響響をを与与ええ、、車車両両のの
操操作作がが不不能能ににななるる場場合合ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここのの車車両両をを歩歩道道、、車車道道、、駐駐車車場場、、通通りりななどどのの舗舗装装面面でで運運転転ししなないいででくくだだささ
いい。。

公公道道、、一一般般道道、、ままたたはは高高速速道道路路ででのの走走行行
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
公公道道、、一一般般道道、、ままたたはは高高速速道道路路をを走走行行すするる。。
起起ここるる事事象象
他他のの車車両両とと衝衝突突すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
土土やや砂砂利利ががああるる場場合合ででもも、、ここのの車車両両をを公公道道、、一一般般道道ままたたはは高高速速道道路路上上でで絶絶
対対にに運運転転ししなないいででくくだだささいい。。ここのの車車両両をを公公道道、、一一般般道道、、ままたたはは高高速速道道路路でで
走走行行すするるここととはは、、多多くくのの州州でで違違法法ととさされれてていいまますす。。

運転に関する警告
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保保護護具具未未着着用用ででのの運運転転
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
使使用用がが認認めめらられれたたヘヘルルメメッットト、、ゴゴーーググルルおおよよびび保保護護具具をを着着用用すするるここととななくく
ここのの車車をを走走行行ささせせるる。。
起起ここるる事事象象
–– 使使用用がが認認めめらられれたたヘヘルルメメッットトをを着着用用せせずずにに走走行行すするるとと、、事事故故のの際際にに頭頭部部
にに重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡すするる可可能能性性がが高高ままりりまますす。。

–– ゴゴーーググルルをを着着用用せせずずにに走走行行すするるとと事事故故をを起起ここししたたりり、、事事故故のの際際にに重重傷傷をを
負負うう可可能能性性がが高高ままりりまますす。。

–– 保保護護具具をを着着用用せせずずにに走走行行すするるとと、、事事故故のの際際にに重重傷傷をを負負うう可可能能性性がが高高ままりり
まますす。。

危危険険のの回回避避方方法法
正正ししくく装装着着ででききるる認認めめらられれたたヘヘルルメメッットトをを着着用用ししててくくだだささいい。。ままたた、、次次のの
ももののをを着着用用ししててくくだだささいい：：
–– 目目のの保保護護具具（（ゴゴーーググルルややフフェェイイススシシーールルドド））
–– 硬硬質質ののチチンンガガーードド
–– ググロローーブブととブブーーツツ
–– 長長袖袖シシャャツツままたたははジジャャケケッットト
–– ロロンンググパパンンツツ

運転に関する警告
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薬薬物物ややアアルルココーールル
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
薬薬をを服服用用ししたたりりアアルルココーールルをを摂摂取取ししたた状状態態ででここのの車車両両をを使使用用すするる。。
起起ここるる事事象象
判判断断力力にに深深刻刻なな影影響響をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。
状状況況にに対対すするる反反応応ががよよりり遅遅くくななるる可可能能性性ががあありりまますす。。
ババラランンススとと認認識識力力にに影影響響をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。
事事故故をを起起ここししたたりり死死亡亡すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
運運転転者者はは、、薬薬をを服服用用ししたたりりアアルルココーールルをを摂摂取取ししたたりりししたた状状態態ででここのの車車両両をを
絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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ススピピーードドのの出出ししすすぎぎ
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
過過剰剰なな速速度度ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
車車両両がが制制御御不不能能ににななるる可可能能性性がが高高ままりり、、事事故故をを起起ここすすここととががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
必必ずず地地形形、、視視認認性性、、運運転転条条件件、、おおよよびび自自身身のの経経験験にに適適ししたた速速度度でで走走行行ししてて
くくだだささいい。。

ウウイイリリーーややジジャャンンププななどどののススタタンントト操操作作
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
ウウイイリリーーややジジャャンンププななどどののススタタンントト操操作作をを行行うう。。
起起ここるる事事象象
転転覆覆ななどどのの事事故故をを起起ここすす可可能能性性がが高高ままりりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ウウイイリリーーややジジャャンンププななどどののススタタンントト操操作作をを絶絶対対にに行行わわなないいででくくだだささいい。。目目
立立ととううととすするる行行動動ははおお止止めめくくだだささいい。。

運転に関する警告
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車車両両のの点点検検
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
車車両両のの点点検検をを行行わわずずにに運運転転すするる。。
車車両両をを正正ししくく維維持持ししなないい。。
起起ここるる事事象象
事事故故をを起起ここししたたりり装装置置がが損損傷傷すするる可可能能性性がが高高ままりりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
走走行行前前にに必必ずず車車両両をを点点検検しし、、車車両両がが安安全全なな運運転転状状態態ににああるるここととをを確確認認ししてて
くくだだささいい。。
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載ののメメンンテテナナンンススススケケジジュューールルにに必必ずず従従っっ
ててくくだだささいい。。

凍凍結結ししたた水水路路
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
凍凍結結ししたた水水路路上上でで走走行行すするる。。
起起ここるる事事象象
氷氷のの上上ででブブレレーーキキををかかけけるるとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまま
すす。。
危危険険のの回回避避方方法法
車車両両ととそそのの荷荷重重、、おおよよびび動動くく車車両両にによよっってて生生じじるる力力をを支支ええるるののにに氷氷がが十十分分
厚厚くく安安定定ししてていいるるここととをを確確認認すするるままでではは、、凍凍結結面面上上ででここのの車車両両をを走走行行ささせせ
なないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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車車両両ででのの適適切切なな姿姿勢勢
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
運運転転中中にに運運転転者者がが手手ををハハンンドドルルババーーかからら放放ししたたりり、、足足ををフフッットトレレスストトかからら
放放すす。。
起起ここるる事事象象
一一方方のの手手やや足足をを放放すすだだけけででもも、、車車両両のの制制御御能能力力がが低低下下ししたたりり、、ババラランンススをを
崩崩ししてて車車両両かからら落落下下すするる可可能能性性ががあありりまますす。。フフッットトレレスストトかからら足足をを放放すす
とと、、足足がが後後輪輪にに当当たたりり、、負負傷傷ししたたりり事事故故をを起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
運運転転者者はは常常にに両両手手ででハハンンドドルルババーーををつつかかままななけけれればばななりりまませせんん。。車車両両のの運運
転転中中はは、、両両足足ををフフッットトレレスストトにに乗乗せせるる必必要要ががあありりまますす。。

運転に関する警告
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不不慣慣れれなな地地形形
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不慣慣れれなな地地形形でで車車両両をを運運転転すするるととききにに十十分分なな注注意意をを払払わわなないい。。
起起ここるる事事象象
反反応応すするるののにに十十分分なな時時間間ががなないい状状態態でで隠隠れれたた岩岩、、隆隆起起部部、、ままたたはは穴穴にに出出くく
わわすすここととががあありりまますす。。
車車両両がが転転覆覆ししたたりり操操作作不不能能ににななっったたりりすするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ゆゆっっくくりり走走行行しし、、不不慣慣れれなな地地形形上上をを運運転転すするるととききはは十十分分注注意意ししててくくだだささ
いい。。
車車両両をを運運転転すするるととききはは、、地地形形条条件件のの変変化化をを見見逃逃ささなないいよよううにに必必ずず注注意意ししてて
くくだだささいい。。

運転に関する警告
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極極度度にに粗粗いい、、滑滑りりややすすいい、、ままたたはは緩緩んんだだ地地形形でではは十十分分にに注注意意しし
ててくくだだささいい

警警告告

考考ええらられれるる危危険険
極極度度にに粗粗いい、、滑滑りりややすすいい、、ままたたはは緩緩んんだだ土土地地でで運運転転すするるととききにに十十分分なな注注意意
をを払払わわなないい。。
起起ここるる事事象象
トトララククシショョンンのの喪喪失失ままたたはは車車両両がが制制御御不不能能なな状状態態をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががああ
りりまますす。。ここれれにによよりり、、転転覆覆ななどどのの事事故故をを起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
極極度度にに粗粗いい、、滑滑りりややすすいい、、ままたたはは緩緩んんだだ土土地地ででここのの車車両両をを運運転転すするる場場合合、、
そそののよよううなな土土地地ででのの操操作作にに必必要要ななススキキルルをを学学びび、、練練習習すするるままでではは絶絶対対にに運運
転転ししなないいででくくだだささいい。。
そそののよよううなな類類のの土土地地でではは、、特特にに注注意意をを払払っっててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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不不適適切切なな転転回回
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな転転回回。。
起起ここるる事事象象
車車両両がが操操作作不不能能ととななりり、、衝衝突突やや転転覆覆をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの転転回回手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。低低速速
でで転転回回のの練練習習をを行行っっててかからら高高速速でで転転回回すするるよよううににししててくくだだささいい。。
過過剰剰なな速速度度でで転転回回ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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勾勾配配がが急急なな斜斜面面
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
勾勾配配がが急急なな斜斜面面ででのの運運転転。。
起起ここるる事事象象
勾勾配配がが急急なな斜斜面面でではは、、水水平平面面やや軽軽微微なな斜斜面面にに比比べべてて車車両両ががよよりり簡簡単単にに転転覆覆
すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
車車両両やや運運転転者者ににととっってて勾勾配配がが急急すすぎぎるる斜斜面面でではは、、絶絶対対ににここのの車車両両をを運運転転しし
なないいででくくだだささいい。。
軽軽微微なな斜斜面面でで練練習習ししててかからら急急なな斜斜面面でで運運転転ししててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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登登坂坂走走行行
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな登登坂坂走走行行。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの登登坂坂手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。
斜斜面面をを上上るる前前にに、、必必ずず地地形形ををよよくく確確認認ししててくくだだささいい。。
表表面面がが極極度度にに滑滑りりややすすいいままたたはは緩緩んんだだ斜斜面面はは、、絶絶対対にに上上ららなないいででくくだだささ
いい。。
体体重重をを前前方方へへ移移動動ししててくくだだささいい。。
ススロロッットトルルをを突突然然開開いいたたりり、、突突然然ギギヤヤチチェェンンジジをを行行わわなないいででくくだだささいい。。車車
両両がが後後方方ににひひっっくくりり返返るる可可能能性性ががあありりまますす。。
傾傾斜斜地地のの頂頂上上をを高高速速でで走走りり抜抜けけなないいででくくだだささいい。。斜斜面面のの向向ここうう側側にに障障害害物物
やや急急なな落落ちち込込みみががああっったたりり、、他他のの車車両両やや人人ががいいるる可可能能性性ががあありりまますす。。

運転に関する警告
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降降坂坂走走行行
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな降降坂坂走走行行。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの降降坂坂手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。

注注記記：：
降降坂坂時時ののブブレレーーキキ操操作作ににはは特特殊殊なな技技術術がが必必要要でですす。。

斜斜面面をを下下るる前前にに、、必必ずず地地形形ををよよくく確確認認ししててくくだだささいい。。
体体重重をを後後方方へへ移移動動ししててくくだだささいい。。
絶絶対対にに高高速速でで斜斜面面をを下下ららなないいででくくだだささいい。。
車車両両がが片片側側ににききつつくく傾傾くくよよううなな傾傾斜斜ののああるる斜斜面面をを下下るるののはは避避けけててくくだだささ
いい。。ででききるる限限りり斜斜面面をを真真っっ直直ぐぐ降降りりててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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斜斜面面のの横横断断ままたたはは斜斜面面ででのの転転回回
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな斜斜面面のの横横断断ままたたはは斜斜面面ででのの転転回回。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
オオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる転転回回技技術術をを水水平平面面でで習習得得すするるままでで
はは、、斜斜面面でで車車両両のの転転回回をを絶絶対対にに行行わわなないいででくくだだささいい。。斜斜面面でで転転回回すするるとときき
はは十十分分気気ををつつけけててくくだだささいい。。
可可能能なな場場合合はは、、勾勾配配がが急急なな斜斜面面をを横横切切るるののはは避避けけててくくだだささいい。。
斜斜面面をを横横切切るるととききはは：：
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの正正ししいい手手順順にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。
表表面面がが極極度度にに滑滑りりややすすいいままたたはは緩緩んんだだ斜斜面面はは避避けけててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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登登坂坂中中ののエエンンスストト、、後後方方へへのの転転倒倒、、ままたたはは降降車車
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
登登坂坂中中ののエエンンスストト、、後後方方へへのの転転倒倒、、ままたたはは不不適適切切なな降降車車。。
起起ここるる事事象象
車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
登登坂坂時時にに低低速速ギギヤヤをを使使用用ししてて一一定定のの速速度度をを保保つつよよううににししててくくだだささいい。。
前前進進速速度度をを失失っったた場場合合：：
–– 運運転転者者はは、、体体重重をを斜斜面面のの上上方方向向にに維維持持ししててくくだだささいい。。ススロロッットトルルをを突突然然
開開いいたたりり、、突突然然ギギヤヤチチェェンンジジをを行行わわなないいででくくだだささいい。。車車両両がが後後方方ににひひっっ
くくりり返返るる可可能能性性ががあありりまますす。。

–– ブブレレーーキキををかかけけまますす。。
–– 停停止止ししたたららパパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけまますす。。
–– 斜斜面面上上でで車車両両がが真真っっ直直ぐぐ上上をを向向いいてていいるる場場合合はは、、斜斜面面のの上上側側かからら降降車車しし
まますす。。

後後方方にに倒倒れれかかけけてていいるる場場合合：：
–– 運運転転者者はは、、体体重重をを斜斜面面のの上上方方向向にに維維持持ししててくくだだささいい。。ススロロッットトルルをを突突然然
開開いいたたりり、、突突然然ギギヤヤチチェェンンジジをを行行わわなないいででくくだだささいい。。車車両両がが後後方方ににひひっっ
くくりり返返るる可可能能性性ががあありりまますす。。

–– 後後方方ににひひっっくくりり返返ろろううととししてていいるる間間はは、、絶絶対対ににリリアアブブレレーーキキををかかけけなないい
ででくくだだささいい。。

–– フフロロンントトブブレレーーキキをを徐徐々々ににかかけけまますす。。
–– 完完全全にに停停止止ししたたらら、、リリアアブブレレーーキキををかかけけててパパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけまま
すす。。

–– 斜斜面面上上でで車車両両がが真真っっ直直ぐぐ上上をを向向いいてていいるる場場合合はは、、斜斜面面のの上上側側かからら降降車車しし
まますす。。

–– 車車両両のの周周りりをを回回っってて乗乗車車しし、、ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていい
るる手手順順にに従従いいまますす。。

運転に関する警告
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障障害害物物をを乗乗りり越越ええてて走走行行すするる
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
障障害害物物のの上上をを誤誤っったた方方法法でで運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
操操作作不不能能ににななっったたりり衝衝突突ししたたりりすするる可可能能性性ががあありりまますす。。
車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
新新ししいい土土地地でで運運転転すするる前前にに、、障障害害物物ががなないいかか確確認認ししててくくだだささいい。。
大大ききなな岩岩やや倒倒木木ななどどのの大大ききなな障障害害物物上上をを走走行行ししよよううととししなないいででくくだだささいい。。
障障害害物物上上をを走走るるととききはは、、ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載のの正正ししいい手手順順にに
必必ずず従従っっててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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横横滑滑りりややススラライイデディィンンググ
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
誤誤っったた方方法法ででススリリッッププやや横横滑滑りりををすするる。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両のの制制御御をを失失うう場場合合ががあありりまますす。。
ままたた、、突突然然トトララククシショョンンがが回回復復ししてて車車両両がが転転覆覆すするる場場合合ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
水水平平でで滑滑ららかかなな場場所所でで低低速速でで練練習習しし、、ススリリッッププままたたはは横横滑滑りり時時のの安安全全操操作作
をを学学ぶぶよよううににししててくくだだささいい。。
氷氷ななどど極極度度にに滑滑りりややすすいい路路面面ででははゆゆっっくくりり進進みみ、、制制御御不不能能ななススリリッッププやや横横
滑滑りりのの発発生生をを抑抑ええるるたためめにに十十分分にに気気をを付付けけててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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水水深深がが深深いいままたたはは水水のの流流れれがが速速いい場場合合
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
水水深深がが深深いいままたたはは水水のの流流れれがが速速いい場場所所ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
タタイイヤヤがが浮浮いいててトトララククシショョンンやや制制御御をを失失いい、、事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががああ
りりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
水水深深がが深深いいままたたはは水水のの流流れれがが速速いい場場所所ででははここのの車車両両をを絶絶対対にに運運転転ししなないいでで
くくだだささいい。。
水水たたままりりをを横横切切ろろううととすするる前前にに、、水水深深やや流流れれをを確確認認ししててくくだだささいい。。水水面面
はは、、ホホイイーールル上上面面よよりりもも下下ににななけけれればばななりりまませせんん。。
ブブレレーーキキがが濡濡れれてていいるる場場合合はは制制動動能能力力がが低低下下すするるここととをを忘忘れれなないいででくくだだささ
いい。。水水かからら出出たた後後ははブブレレーーキキののテテスストトをを行行っっててくくだだささいい。。必必要要にに応応じじてて、、
ブブレレーーキキをを数数回回かかけけててパパッッドドをを乾乾燥燥ささせせまますす。。

運転に関する警告
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リリババーーススででのの運運転転
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
誤誤っったた方方法法でで後後進進すするる。。
起起ここるる事事象象
車車両両後後方方のの障障害害物物やや人人ににぶぶつつかかりり、、重重傷傷をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
リリババーーススギギヤヤをを選選択択ししたたととききにに、、車車両両後後方方のの障障害害物物やや人人ががなないいここととをを確確認認
ししててくくだだささいい。。後後進進ししててもも安安全全ななととききはは、、ゆゆっっくくりり進進んんででくくだだささいい。。

タタイイヤヤ空空気気圧圧
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切ななタタイイヤヤをを使使用用ししてて、、ままたたははタタイイヤヤ空空気気圧圧がが不不適適切切ももししくくはは不不均均等等
なな状状態態ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両にに不不適適切切ななタタイイヤヤをを使使用用すするる、、ままたたははタタイイヤヤ空空気気圧圧がが不不適適切切ももしし
くくはは不不均均等等なな状状態態ででここのの車車両両をを運運転転すするるとと、、制制御御不不能能ににななっったたりり、、タタイイヤヤ
がが破破裂裂ししたたりり、、タタイイヤヤががリリムムのの周周りりをを動動いいたたりり、、事事故故のの危危険険がが高高ままるる場場合合
ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
オオペペレレーータターーズズガガイイドドのの中中ででここのの車車両両向向けけにに規規定定さされれてていいるるササイイズズおおよよびび
タタイイププののタタイイヤヤをを必必ずず使使用用ししててくくだだささいい。。
ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる適適切切ななタタイイヤヤ空空気気圧圧をを必必ずず維維
持持ししててくくだだささいい。。
損損傷傷ししてていいるるホホイイーールルままたたははタタイイヤヤはは交交換換ししててくくだだささいい。。

運転に関する警告
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不不適適切切なな改改造造
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
不不適適切切なな改改造造ををししたた状状態態ででここのの車車両両をを運運転転すするる。。
起起ここるる事事象象
ここのの車車両両ににアアククセセササリリーーをを不不適適切切にに取取りり付付けけたたりり、、不不適適切切なな改改造造をを行行うう
とと、、ハハンンドドリリンンググ性性能能にに変変化化がが生生じじてて場場合合にによよっっててはは事事故故をを引引きき起起ここすすここ
ととががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
アアククセセササリリーーをを不不適適切切にに取取りり付付けけたたりり使使用用すするるここととででここのの車車両両をを改改造造ししなな
いいででくくだだささいい。。ここのの車車両両にに加加ええらられれるる部部品品ややアアククセセササリリーーははすすべべてて、、BBRRPP
がが認認めめたたももののででななくくててははななららずず、、指指示示にに従従っってて取取りり付付けけおおよよびび使使用用さされれなな
けけれればばななりりまませせんん。。質質問問ががああるる場場合合はは、、CCaann--AAmmデディィーーララーーににおお問問いい合合わわ
せせくくだだささいい。。
11--UUPPモモデデルルにに市市販販のの同同乗乗席席をを取取りり付付けけたたりり、、ララッッククをを使使用用ししてて同同乗乗者者をを運運
んんだだりりししなないいででくくだだささいい。。
速速度度やや性性能能をを向向上上すするるたためめのの車車両両のの改改造造はは、、所所有有すするる車車両両のの限限定定保保証証のの条条
件件にに違違反反すするる場場合合ががあありりまますす。。ままたた、、エエンンジジンンややエエキキゾゾーースストトココンンポポーーネネ
ンントトのの取取りり外外ししはは、、ほほととんんどどのの法法律律のの下下でで違違法法ととななりりまますす。。

運転に関する警告
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荷荷物物のの搭搭載載、、運運搬搬、、牽牽引引
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
ここのの車車両両へへのの過過積積載載、、不不適適切切なな荷荷物物のの運運搬搬ままたたはは牽牽引引。。
起起ここるる事事象象
車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに変変化化がが生生じじてて事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまま
すす。。
危危険険のの回回避避方方法法
運運転転者者、、他他のの貨貨物物おおよよびび追追加加さされれたたアアククセセササリリーーをを含含めめたた状状態態でで、、ここのの車車
両両のの規規定定積積載載量量をを絶絶対対にに超超ええなないいよよううににししててくくだだささいい。。
荷荷物物はは均均等等にに載載せせててししっっかかりり固固定定ししててくくだだささいい。。
荷荷物物をを運運搬搬ししたたりりトトレレーーララーーをを牽牽引引すするるととききはは速速度度をを下下げげててくくだだささいい。。制制
動動距距離離をを長長めめにに取取っっててくくだだささいい。。
オオペペレレーータターーズズガガイイドドにに記記載載さされれてていいるる荷荷物物のの運運搬搬ままたたははトトレレーーララーーのの牽牽
引引にに関関すするる指指示示にに必必ずず従従っっててくくだだささいい。。

可可燃燃物物ままたたはは危危険険物物のの運運搬搬
警警告告

考考ええらられれるる危危険険
可可燃燃物物ままたたはは危危険険物物のの運運搬搬でで爆爆発発をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががああるる。。
起起ここるる事事象象
重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
危危険険のの回回避避方方法法
可可燃燃物物ままたたはは危危険険物物をを運運搬搬ししなないいででくくだだささいい。。

運転に関する警告
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走走行行前前点点検検
警警告告

走走行行前前にに、、必必ずず走走行行前前点点検検をを実実施施しし、、運運転転中中にに発発生生すするる恐恐れれののああるる問問題題をを
発発見見ししまますす。。乗乗車車前前のの点点検検にによよりり、、問問題題ににななるる前前ににココンンポポーーネネンントトのの摩摩耗耗
やや劣劣化化をを確確認認ででききまますす。。発発見見ししたた問問題題にに対対処処ししてて、、故故障障ままたたはは事事故故ののリリスス
ククをを低低減減ししててくくだだささいい。。

この車両を使用する前に、オペレーターは下記の走行前点検用チェックリスト
を使用して必ず点検を行ってください：

走走行行前前点点検検用用チチェェッッククリリスストト
エエンンジジンン始始動動前前ににすすべべききこことと（（キキーーははOOFFFFのの状状態態））

点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ✔✔

エンジンオイル エンジンオイルのレベルを点検します。

クーラント クーラントレベルの点検

ブレーキ液 ブレーキオイルレベルを点検します。

漏れ: 車両の下に漏れがないか点検します。

スロットルレバー
スロットルレバーを数回作動させて自由に動くか点
検します。レバーを放したときは、レバーがアイド
リング位置に復帰しなければなりません。

ブレーキロックレ
バー

ブレーキロックレバーをかけて、正常に機能するか
確認します

エンジンエアフィ
ルター エンジンエアフィルターを点検し、清掃します。

CVTエアフィルタ
ー CVTエアフィルターを点検し、清掃します。

エキゾーストシス
テム

まだ行われていない場合は、排気システム周辺エリ
アを清掃します（特に、前回の運転で車両が沼地、
湿地、または枯草や落ち葉がある場所で使用された
場合）。

ラジエーター ラジエーターが汚れていないか点検します。

シート

後方および上方に数回引いて、運転席が所定位置に
正しく固定されたことを確認します。取り付け中に
独特のスナップ音が聞こえても、適切にラッチされ
ていることを確認するために、必ずそれを後ろに引
き上げてください。
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点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ✔✔

グローブボックス
（装備されている
場合）

グローブボックスが所定位置にあって正しく固定さ
れているか点検します。

タイヤ
タイヤの空気圧と状態を確認します。タイヤ圧と最
大荷重ラベルを参照し、積載量に基づいて調整しま
す。

ホイール

損傷や異常な遊びがないかホイールを点検し、ラグ
ナットが締め付けられていることを確認します。ホ
イールビードロックを締め付けます（装備されてい
る場合）。トルク仕様については、メンテナンスの
手順のセクションのホイールおよびタイヤを参照し
てください。

ドライブシャフト
ベローズ

ドライブシャフトベローとプロテクターの状態を点
検します。

カーゴ

荷物を運搬する場合は積載量を守ってください。カ
ーゴラックへの搭載を参照してください。
荷物がラックに適切に固定されていることを確認し
ます。

トレーラーや他の装置を牽引する場合：
– ヒッチおよびトレーラーボールの状態を点検し
ます。

– ヒッチに貼付されているラベルに記載の最大垂
直荷重および最大牽引荷重を順守してくださ
い。技術仕様を参照してください。

– トレーラーがヒッチに正しく固定されているこ
とを確認します。

ストレージコンパ
ートメント

リアストレージコンパートメントが正しく固定され
ているか点検します。

シャーシおよびサ
スペンション

車両の下を確認してシャーシやサスペンションコン
ポーネントに異物の付着がないか点検し、異物を取
り除きます。

エエンンジジンン始始動動前前ににすすべべききこことと（（キキーーははオオンンのの状状態態））

点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ✔✔

デジタル表示

（キーをオンにして最初の数秒の間に）デジタルデ
ィスプレイのインジケーターランプの動作を点検し
ます。

デジタルディスプレイ上にメッセージがないか点検
します。

走行前点検
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点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ✔✔

ライト

ヘッドライトとテールライトの動作および汚れが付
着していないか点検します。

ロービームとハイビームの動作を点検します。

ブレーキライトの動作を点検します。

燃料レベル 燃料レベルを確認します。

Horn（ホーン） ホーンの機能を確認します（装備されている場合
）。

エエンンジジンン始始動動後後ににすすべべききこことと

点点検検項項目目 実実施施すするる点点検検 ✔✔

ステアリング ステアリングホイールを左右にいっぱいまで回し、
支障なく動作することを確認します。

シフトレバー シフトレバー（P、R、N、HおよびL）の動作を点
検します。

2WD/4WDセレク
ター 2WD/4WDセレクターの動作を点検します。

ブレーキ

ゆっくりと数フィート前進し、ブレーキレバーおよ
びブレーキペダルを別々に作動します。ブレーキが
十分にかかる必要があります。レバーとペダルを放
すと、それらが完全に元の位置に戻らなければなり
ません。

エンジンストップ
スイッチ

エンジンストップスイッチが正常に動作するか確認
します。

RF D.E.S.S.ポス
ト

D.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストから引いてエンジン
を停止することで、D.E.S.S. ポストが正常に動作し
ているか点検します。

走行前点検
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車車両両のの搭搭乗乗
この車両を楽しく快適に乗るために、従うべきいくつかの基本的ルールとヒン
トがあります。これらのルールとヒントは、常識的なものであったりユーザー
にとって初めての内容である場合があります。

時間を取って、このオペレーターズガイドおよび製品上のすべての警告ラベル
を読み、安全講習ビデオ（https://can-am.brp.com/off-road/safety）をご覧くだ
さい。乗る前にこの車両について知っておくべきことが十分に説明されていま
す。

初心者または経験のある運転者かどうかに関わらず、個人の安全のために、こ
の車両の操作装置と機能について知っておくことが重要です。また、正しい走
行方法を知ることも同じように重要です。

本製品は、オフロード専用の高性能ATVです。経験の浅い運転者は危険を見落
とし、さまざまな地形条件で見られるこのATV特有の動作に驚く可能性があり
ます。

このオペレーターズガイドの情報がすべてではありません。地元当局、ATVク
ラブ、認定ATVトレーニング団体で詳細情報を取得して、トレーニングを受け
ること、または正規Can-Am Off-Roadディーラーに相談することを強く推奨し
ます。

製品に貼付されている警告ラベルに記載の推奨年齢に従うことを推奨します。
ユーザーがこの車両の推奨年齢範囲内であっても、この車両を安全に運転する
のに必要な技量、能力、または判断力を有しておらず、重大な事故に巻き込ま
れる場合もあります。

認知機能障害や身体的障害を持つ方は、転覆や衝突の危険にさらされることが
多く、負傷や死亡事故を引き起こす恐れがあります。

どの車両も同じものではありません。各車両は、異なる性能特性、コントロー
ル類、および特徴を備えています。乗り心地と操作性も異なっています。

オフロード条件で走り出す前に、操作装置や車両の一般的な動きを十分熟知し
てください。危険がなく各操作の応答を感じることができる適した場所で、運
転の練習を行ってください。練習は低速で行います。高速での走行は、十分な
経験、知識、および適した走行条件が必要となります。

走行条件は場所ごとに異なります。それぞれの場所は天候条件の影響を受け、
時間や季節によって激しく変化する場合があります。

砂地での走行は、雪上や森林、沼地での走行とは異なります。それぞれの場合
では、非常に高い認識力とスキルが必要な場合があります。適切な判断を心掛
けてください。常に注意を払いながら走行してください。立ち往生したり負傷
する可能性のある危険を不用意に負わないようにしてください。

車両はどこでも安全に走行すると思い込まないでください。穴、くぼみ、バン
ク、柔らかいまたは硬い「地面」などの不規則性による突然の地形の変化に
よって、車両が転倒したり不安定になる場合があります。このような状況を避
けるために、速度を下げて必ず前方の地形を確認してください。車両が転倒や
横転を始めた場合、倒れる方向とは反対の方向に直ちに降りるのが最善の方法
です。

車両の「12ヶ月安全点検」を受けていただくことをお勧めします。詳細につい
ては、認定Can-Am Off-roadディーラーに相談してください。可能な限り、認
定Can-Am Off-roadディーラーでシーズン前点検を受けていただくようお勧め
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します。認定Can-Am Off-roadディーラーを訪ねると、ご自身の車両が安全
キャンペーンの対象になっているかどうかを確認できます。安全に関するサー
ビスキャンペーンのお知らせが届いた場合は、できるだけ早く認定Can-Am
Off-roadディーラーにお問い合わせいただくようお勧めします。

必要とするアクセサリーが入手できるかどうかについては、正規Can-Am
Off-roadディーラーにご相談ください。

ラライイデディィンンググギギアア
実際の天候条件を確かめて、適切な服装を決めてください。予想される最も寒
い天候に適した衣服を着用してください。肌の上に防寒用下着を着用すると、
断熱性が高くなります。運転者は、使用が認められたヘルメット、ゴーグル、
ブーツ、グローブ、長袖のシャツおよび長ズボンなど、適切な保護具と衣服を
常に着用することが重要です。このような衣服によって、走行中に遭遇する軽
微な危険から保護されます。運転者は、車両に巻き込まれたり、木の枝や背の
低い木々に引っ掛かる恐れのある、スカーフなどのだぶついた衣類を着用しな
いでください。条件によっては、曇り止めゴーグルやサングラスが必要になる
場合があります。ゴーグルやサングラスで利用できるさまざまな色のレンズ
は、地形の違いを見分けるのに役立ちます。サングラスは日中だけ着用してく
ださい。

同同乗乗者者をを乗乗せせたた運運転転
この車両は、運転者1人だけを乗せるように設計されています。同乗者を乗せ
ようとして同乗席を取り付けたりラックを使用しないでください。

車両の搭乗
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レレククリリエエーーシショョンン走走行行
他の人の権利や限度を考慮してください。他の種類のオフロード用途のために
指定されている場所からは離れてください。これには、スノーモービルのトレ
イル、乗馬コース、スキーのクロスカントリーのコース、マウンテンバイクの
トレイルなどがあります。トレイル上に誰もいないと想定しないでください。
常にトレイルの右側を維持し、トレイルの片方からもう片方へとジグザグに進
まないでください。他のトレイル使用者が前方に現れた場合は、停止するか脇
へ寄せる準備をしてください。

地域の4輪バギークラブにご参加ください。このようなクラブでは、地図やア
ドバイスが提供され、走行できる場所の情報を入手することができます。近隣
にクラブがない場合は、クラブの立ち上げにご協力ください。グループでの走
行やクラブの活動は楽しいものであり、社会経験が得られます。

他のライダーからの安全離隔距離を保ってください。速度、地形条件、天候、
車両の機械的状態の判断、および自分自身が周りの人に対して持っている「判
断の信用」は、適切な安全離隔距離をより良く判断するための助けとなりま
す。他の原動機付き車両のように、この車両は「急には」止まれません。制動
距離を長めに取ってください。2-UPモデルでは、走行時に同乗者がいると車両
のハンドリング性能、安定性および制動距離に影響する場合があります。同乗
者を乗せて走行しているときは、安全に速度を下げてください。

走行する前に、どこに行くか、帰る予定時間を誰かに伝えましょう。

走行時間の長さに応じて、補助用のツール、飲食品、および非常用装置を搭載
してください。ガソリンやオイルを補給できる場所も確認してください。遭遇
しうる状況に対処するための準備を行ってください。

救急箱 モンキーレンチ

携帯電話 ナイフ

摩擦テープ 懐中電灯

ロープ 色付きレンズのゴーグル

予備の照明用バルブ トレールマップ

付属の車載工具 軽食

泥泥地地ででのの走走行行
この車両は泥地での走行専用に設計されています。ATVをトレイルで走行して
いる場合を除き、低速ギヤを使用する必要があります。

この車両は、粗い地形や極度の条件に対応するように製造されていますが、
誤って使用すると、特定のコンポーネントの回復不能な摩耗や故障を引き起こ
す場合があります。

スロットルを大きく開けて非常に深い泥地を走行しているときに、急にハンド
ルを切ったりいっぱいまでハンドルを切ったりしないでください。

点検およびメンテナンススケジュールを厳守する必要があります。

車両の搭乗
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環環境境
この車両の長所の 1つは、ほとんどの地域から距離のある、人里離れた場所へ
と向かえることです。しかし、自然そして他の人の楽しむ権利を常に大切する
必要があります。環境保護指定区域には乗り入れないでください。森林ででき
る作物や低木の上での走行、木の伐採、フェンスの取り壊し、ホイールのスピ
ン、地形の破壊はしないでください。「そっと」走るようにしてください。

ごみや異物などがこの車両のエキゾーストやエンジンの他の高温箇所の近くに
堆積して着火し、それが乾燥した草に落下した場合、火事が発生する可能性が
あります。ごみや異物が堆積するような湿地帯、湿原、背の高い草がある所で
の走行は避けてください。これらの場所で走行する場合は、エンジンおよび高
温箇所を点検し、ごみや異物を取り除いてください。詳細は、車両のお手入れ
を参照してください。

野生動物を追いかけることは、多くの地域で違法とされています。野生動物
は、原動機付き車両に追いかけられた後に、極度の疲労で命を落とすこともあ
ります。トレイル上で動物に出くわした場合は、車両を停止して、注意しなが
ら静かに見守ってください。これは、人生の中の良い思い出の 1 つとなるで
しょう。

「持ち込んだ物は持ち帰る」というルールを守ってください。ごみを散らかさ
ないでください。許可を得ていない限り、キャンプファイヤーは行わないでく
ださい。行う場合は、乾燥した地域から離れた場所でのみ行ってください。ト
レイル上で自身が生み出す危険が、後日であっても他人や自分自身を負傷させ
る場合があります。

農地を大切にしてください。私有地を走る前に、土地の所有者の許可を必ず得
てください。穀物、家畜、土地の境界線を大切にしてください。

最後に、小川や湖、川を汚さないでください。車両の排気ガス量が変わるた
め、エンジンやエキゾーストシステムを改造したり、それらのコンポーネント
を取り外したりしないでください。

設設計計上上のの制制限限
車両は同クラスの中でも非常に丈夫なものですが、軽量の車両として定義され
ており、その運転も特定の目的に制限されています。

車両の一部に荷重を追加すると、重力的安定性や性能に変化が生じます。

オオフフロローードドででのの運運転転
オフロードでの運転特性は危険なものです。車両走行のために特に整備されて
いない地形には、地面を構成する物質、形状、険しさが予測できない内在的な
危険が存在します。地形自体が連続する危険な要素を呈しており、この地形を
走破しようとするオペレーターは、このことを承知の上で受け入れなければな
りません。

車両をオフロードで走らせるオペレーターは、最も安全な経路を選択し目の前
の地形から目を離さないよう、常に最大限の注意を払う必要があります。この
車両に適用される走行時の指示に十分慣れていない人にこの車両を運転させた
り、険しく不安定な地形で運転するのは絶対に止めてください。

車両の搭乗
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走走行行技技術術
このガイドの情報がすべてではありません。認定されたトレーニングコースの
指示に従い、知識やスキルを向上させてください。

配慮、注意、経験および運転技術は、車両を運転する際の危険に対する最も良
い予防策となります。

トレイル上のすべての標識を厳守してください。標識は、自身や他の人を手助
けするために設置されています。

オフロード運転では、速度ではなく、パワーとトラクションが重要になりま
す。視認性や自身の能力に見合わない速い速度での運転はせず、取り得る安全
なルートを選択してください。

傾斜、そして岩や切り株などの障害物に突然の変化がないか、目の前の地形を
常に確認してください。これらのものにより安定性を損ない、転倒や横転を引
き起こす可能性があります。

また、傾斜やバンクの反対側の地形条件を知っておくことも、賢明な考えで
す。対応や降下が不可能な急激な落ち込みもよくあります。

障害物や一部の地形に車両が安全に対処できることにわずかでも疑いがあると
きは、必ず別のルートを選択してください。

必ず正しい運転を心掛けて、曲がり道や坂道、粗い地形を走行しているときに
車両が転覆しないようにしてください。

乗乗車車姿姿勢勢
正常操作を維持するため、両手をハンドルバーに置き、すべての操作装置類に
簡単に手が届くようにすることを強く推奨します。これは、フットペグ上の足
についても言えることです。足が負傷する可能性を最小限に抑えるため、足は
常にフットペグト上に置いてください。つま先を外側に向けたり転回時の補助
として足を伸ばしたりしないでください。そのようにすると、足が障害物に当
たったりからんだりして、足がホイールに当たる場合があります。

この車両にはサスペンションがあるものの、不快に感じる「連続した凹凸」の
ような粗い地形条件があって、背中に振動が伝わり背中を痛める可能性もあり
ます。かがんだ姿勢で「構えたり」走行することも頻繁に求められます。速度
を下げ、足を固定して衝撃エネルギーの一部を吸収できるようにしてくださ
い。

道道路路のの横横断断
道路を横断しなければならない場合は、両側をよく見て接近して来る人や車な
どがないか確認し、道路の向こう側にある到達位置を決めます。その位置に向

車両の搭乗
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かって真っ直ぐ走行してください。急な針路の変更や急加速はしないでくださ
い。横転する状況を引き起こす場合があります。歩道や自転車用レーンは人や
自転車用に特別に指定されたものであるため、それらの上を走行しないでくだ
さい。

旋旋回回
低速で転回の練習を行ってから高速で転回するようにしてください。

両手をハンドルバーに、足をフットペグに置いてください。

転回中は、一定の速度を維持するか若干加速してください。

横転のリスクを減らすために：
– 転回時には注意してください。
– 速度や環境に対してハンドルバーを大きく回しすぎたり、速く回しすぎ
たりしないでください。状況に応じて操舵操作を調整してください。

– カーブにさしかかったら速度を下げてください。曲がっているときは、
急ブレーキをかけないでください。

– 曲がっているときは、たとえ停止した状態からであっても急加速しない
でください。

– ドーナツターン、スリップ、横滑り、フィッシュテール、ジャンプなどのス
タント操作を行わないでください。車両がスリップまたは横滑りし始めた場
合は、スリップまたは横滑りの方向に操舵してください。ブレーキを強くか
けないでください。ホイールがロックします。

– 舗装面は避けてください。この車両は舗装面を走行するように設計されてい
ないため、舗装面では横転する恐れがあります。舗装面で走行しなければな
らない場合は、ゆっくり曲がり、低速で進み、急加速や急ブレーキを避けて
ください。

転回中にステアリング、スロットル、またはブレーキを急に操作しないでくだ
さい。

警警告告
過過剰剰なな速速度度でで転転回回ししよよううととししなないいででくくだだささいい。。

横滑りやスリップが発生した場合は、再度コントロールが得られるまでハンド
ルバーを滑っている方向に回すと役に立つ場合があります。急ブレーキをかけ
てホイールをロックさせないでください。

車両の搭乗
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警警告告
ここのの車車両両ののタタイイヤヤはは、、舗舗装装さされれたた道道路路ででのの使使用用にに適適ししててししてていいまませせんん。。まま
たた、、ここのの車車両両ににははリリアアデディィフファァレレンンシシャャルルがが装装備備さされれてていいまませせんん（（リリアアホホ
イイーールルはは常常時時同同じじススピピーードドでで回回っってていいまますす））。。そそののたためめ、、舗舗装装さされれたた道道はは
車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能やや制制御御にに大大ききなな影影響響をを与与ええまますす。。

ブブレレーーキキ
ブレーキをかけるときは、必ず両手をハンドルバーに、足をフットペグに置い
てください。

ブレーキの練習を行って、ブレーキの応答に慣れるようにします。
– 最初は低速で練習してから、速度を上げていきます。
– 直線のコースでさまざまな速度で走り、さまざまな制動力をかけることで、
ブレーキの練習を行います。

– 非常ブレーキの練習を行います。最適なブレーキは、直線コースにおいて、
高い力をかけてホイールがロックしない状態のときに得られます。

制動距離は車両速度、負荷、および路面のタイプによって異なることを忘れな
いでください。また、タイヤおよびブレーキの状態は重要な役割を果たしま
す。

注注記記：：
前進の場合、ブレーキをかけると車重がフロントホイールに移動します。より
高い停止効率を得るために、ブレーキシステムはより多くの制動力をフロント
ホイールに分配します。これは、強くブレーキをかけたときの車両のハンドリ
ング性能や操舵制御に影響します。ブレーキをかけるときはこのことを考慮し
てください。

後後進進走走行行
後進走行の際は、車両後ろ側の経路に人や障害物がないことを確認してくださ
い。ゆっくりと進み、急旋回は避けてください。

後進する場合、当社はATVに座るよう推奨しています。立ち上がらないでくだ
さい。運転者の体重が前方に移動してスロットルレバーにかかると、不意に加
速するおそれがあります。

警警告告
AATTVVをを後後退退ささせせてていいるるととききにに突突然然加加速速すするるとと、、操操作作不不能能ににななるる恐恐れれががあありり
まますす。。

障障害害物物
「トレイル」上の障害物は、注意して乗り越える必要があります。障害物に
は、ぐらついた岩、倒木、滑りやすい路面、フェンス、ポスト、盛り土、およ
びくぼみなどがあります。

可能なかぎり、これらを避けるようにしてください。障害物には、乗り越える
のに大きすぎるまたは危険すぎるため、避けなければならない場合があること
を覚えておいてください。
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小さな岩や倒木は、それらに対して直角の方向から近づくことで安全に乗り越
えることができます。

ひざを曲げた状態でフットレストの上に立つようにしてください。勢いを失わ
ないように速度を調整して、急に加速しないでください。

ハンドルバーをしっかり握ってください。体重を後方に移動して進んでくださ
い。

車両のフロントホイールを地面から浮かせようとしないでください。障害物は
滑りやすく、乗り越えているときに移動する可能性があることに気を付けてく
ださい。

登登坂坂走走行行

登坂走行の前に、下記の内容を念頭に置いてください。

登坂走行は、経験のある運転者だけが行ってください。

傾斜の緩やかな場所から発進します。

上り坂に対して真っ直ぐ進み、体重は坂の頂上側に維持します。

足はフットレストの上に置き、ATVを低速ギヤに入れてから加速して、登坂を
始めます。

一定の速度を保つよう心掛け、スロットルは控えめにして加速は避けます。

急な傾斜や地形の変化、または1つのホイールが障害物に乗った状態は、車両
前方が浮いた状態になるため安定性に大きな影響を与え、転倒する危険が高ま
ります。

また、斜面が急すぎて安全に停止できない、または上るのに失敗した後で回復
できない場合もあります。

急な傾斜は避けるようにしてください。注意しないと、登坂時に転倒する可能
性があります。

斜面が急すぎて進めないまたは車両が後退し始めた場合は、横滑りしないよう
注意しながらブレーキをかけ、パーキングブレーキをかけます。左側に降車し
て「K」ターンを行います（ブレーキレバーに手をかけた状態で車両の横（車
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両よりも頂上側）に立ち、後進方向にゆっくり歩きながらハンドルを切って、
車両後方が頂上側を向いてから降坂します）。

必ず車両よりも頂上側に降りて、車両に近づきすぎないようにしてハンドル
バーを回しながら歩いてください。

転倒し始めた場合は、車両をつかもうとせず離れてください。

高速で頂上を走り抜けないでください。急な落ち込みや障害物などがある場合
があります。

車車両両のの挙挙動動
構成によって、この車両は非常に優れた登坂能力を備えているために、トラク
ションを失う前に転倒する可能性があります。例えば、坂道の頂上がある程度
侵食されて、先端が急激に盛り上がっているという地形状況に遭遇するのはよ
くあることです。車両はそのような状況にすばやく対応できるものの、動作し
ている間に車両前部が車両のバランスが後方に移るポイントまで達すると、転
倒する可能性があります。

搭載している物が原因で車両前部が想定よりも高い位置になると、同じような
状況が発生する場合があります。転倒の可能性が発生した場合は、別のルート
を通ってください。斜面を横方向に走行する際の危険に注意してください。後
述の斜面の横断のセクションを参照してください。

降降坂坂走走行行

体重を後方に保ち、座った状態を維持します。スリップしないようにブレーキ
を徐々にかけます。エンジン圧縮の状態またはニュートラルに入れた状態で、
斜面を「惰性」で下らないでください。

滑りやすい下り坂に対処しながら下ると、車両が滑り下りるようになります。
着実な速度を維持して、若干加速するなどして、コントロールを得るようにし
てください。急な傾斜は避けるようにしてください。注意しないと、降坂時に
転倒する可能性があります。
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車車両両のの挙挙動動
この車両は、安全に下ることができる斜面よりも急な斜面を上ることができま
す。そのため、上る前に、斜面を下るための安全な経路があることを確認する
のが重要です。

斜斜面面のの横横断断
斜面の横断は、車両バランスが大きく変化することがあるため、最最もも危危険険なな走
行の1つとされています。可能な場合は避けるようにしてください。しかし、
斜面を横断する必要がある場合は、必ず体重を斜面の上側に維持し、車両が転
倒し始めた場合に降車する体制を整えておくことが重要です。

車両の片側が反対側よりも高い状態で、片側がさらに高くなって横転を引き超
すような障害物やくぼみはすべて避けてください。

警警告告
止止ままろろううととししたたりり、、立立ちち往往生生ししてていいるる車車両両をを救救出出ししよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

警警告告
液液体体リリザザーーババーーをを載載せせてて運運搬搬すするるととききはは注注意意ししててくくだだささいい。。リリザザーーババーーにに
よよっってて下下方方向向にに引引かかれれてて横横転転ののリリススククがが高高ままりり、、斜斜面面をを横横断断ししてていいるるとときき
のの車車両両のの安安定定性性にに影影響響をを及及ぼぼししまますす。。

急急なな落落ちち込込みみ

警警告告
急急なな落落ちち込込みみのの上上ででのの走走行行はは避避けけてて後後退退しし、、回回避避ルルーートトをを選選択択ししててくくだだささ
いい。。

通常は、フロントまたはリアホイールのいずれかが急な落ち込みの上に差しか
かって車両の「底」が当たると、車両は停止します。落ち込みが急で深い場合
は、車両が先端から落下したり転倒したりします。

水水たたままりりのの横横断断
水たまりは独特の危険物となり得ます。水たまりが深すぎると、車両が「浮い
て」転覆する場合があります。水たまりを横切ろうとする前に、水深や流れを
確認してください。

水面はタイヤよりも下になければなりません。
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水たまりおよび水たまりのバンクの双方において、岩、草、丸太などの滑りや
すい面に気を付けてください。トラクションを喪失する場合があります。高速
の状態で水たまりに入らないでください。水は制動力の役割を果たすため、自
身が車両から投げ出されて地面に落下する可能性があります。

水による制動は、車両の制動能力に影響します。車両が水たまり、泥または雪
から離れた後は、ブレーキを数回かけて乾燥させてください。制動距離を長め
に取ってください。

水たまりの近くでは、泥や沼地に遭遇する場合があります。突然の「穴」や深
さの変化に備えてください。同様に、特に植物などに覆われた岩や丸太などの
危険物に注意してください。

氷氷のの上上ででのの走走行行
経路に凍結した水路がある場合、自身、車両およびその荷重を含む総重量を支
えるのに氷が十分厚く安定していることを確認してください。水がないか特に
注意して見張ってください。水は氷の厚さが変化している確かな証拠です。

氷は車両の制御にも影響します。速度を下げて、スロットルを「ふかしたり」
しないでください。アクセルをふかしてもタイヤがスピンするだけであり、車
両が転倒する可能性があります。

急ブレーキは避けてください。急ブレーキは、制御不能な横滑りや車両の転倒
を引き起こす可能性があります。

急ブレーキは避けてください。急ブレーキによって制御できない横滑りが生
じ、車両が転倒したり、同乗者（2-UPモデルの場合）が投げ出される可能性が
あります。

泥は車両の運転や制御を妨げる可能性があるため、どのようなときでも避けて
ください。

雪雪でで覆覆わわれれたた路路面面ででのの走走行行
日常点検を行うときは、雪や氷の場所に特に注意してください。雪や氷が溜
まっていると、テールランプやリフレクターの視認性が阻害され、通気口が詰
まり、ラジエーターやファンを妨げ、コントロールレバー、スイッチおよびブ
レーキペダルの動きと干渉する場合があります。ATVを始動する前に、ステア
リング、スロットル、ブレーキレバーおよびペダルコントロールの自由な動き
が干渉されていないか確認してください。

雪で覆われた走行路上をATVが走るとき、通常はタイヤのグリップが下がり、
運転者からの入力操作に対する車両の応答が異なってきます。グリップが低い
面では、ステアリングの応答に切れがなく不正確で、制動距離が長くなり加速
性も鈍くなります。速度を下げて、スロットルを「ふかしたり」しないでくだ
さい。アクセルをふかしてもタイヤがスピンするだけであり、オーバーステア
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リングにより車両の横滑りが発生する可能性があります。強いブレーキは避け
てください。ブレーキが強いと、車両が真っ直ぐ滑る可能性があります。もう
一度言いますが、操作を予測して安全に速度を下げ、スピンして制御を失う前
に、時間と距離に余裕を持って車両全体のコントロールを維持するのが最善の
方法です。

ATVを緩い雪で覆われた面の上で走行させると、動いている車両の後方乱気流
に雪塵が巻き込まれ、むき出しになっているコンポーネント（ブレーキディス
クのような可動部品など）に雪が接触、堆積し、溶けるようになります。水、
雪、または氷は、ATVのブレーキシステムの応答時間に影響を与える場合があ
ります。車速を下げる必要がないときであっても、ブレーキを頻繁にかけて氷
や雪の堆積を防止し、ブレーキパッドやディスクを乾燥させてください。その
ようにする一方で、リスクが低い走行状態においてグリップレベルのテストを
行い、入力操作に対する車両の応答の仕方を理解するようにしてください。ブ
レーキペダル、フットレスト、フロアボード、ブレーキおよびスロットルレ
バーに雪や氷が付着していない状態を維持してください。シート、ハンドグ
リップ、ヘッドライト、テールライトおよびリフレクターの雪を頻繁に拭き落
としてください。

積雪によって、岩や木の株などの障害物が隠れることがあります。それらが濡
れた状態であれば、車両の身動きが取れなくなったり、ぬかるんだ雪の中で完
全にトラクションを失ったりして、走行性能が完全に阻害される場合がありま
す。遠い先を見て、そのような障害物の存在を示している場合がある目視可能
な手がかりに、常に注意してください。疑わしい場合は避けるようにしてくだ
さい。氷がATV、乗員、および積載された荷物を安全に支えられることが確認
されるまでは、凍った水路上を走行しないでください。氷がスノーモービルを
支えるのに十分な厚さであっても、同じ重量のATVを支えることができない場
合がありますので注意してください。これは、スノーモービルのトラックやス
キーに比べて、4つのタイヤの場合は荷重がかかる接触面積が小さくなるため
です。

快適性を最大限して霜焼けにならないようにするには、走行時の天候に適した
衣服やATV乗車時の保護具を必ず着用してください。

運転が終わるたびに車体およびすべての可動部品（ブレーキ、ステアリングコ
ンポーネント、ドライブライン、操作装置類、ラジエーターファンなど）に堆
積している雪や氷を除去するのは良い習慣です。水気のある雪は停止している
間に氷に戻るため、次の走行前点検のときに取り除くのがより困難になりま
す。

雪の中で走行しているときは、ブレーキによる停止能力が低下する場合があり
ます。安全に速度を下げて、制動距離を長く取ってください。雪が付着してい
ると、ブレーキコンポーネントや操作装置類の上に氷ができたり雪が堆積する
場合があります。ブレーキを頻繁にかけて氷や雪の堆積を防いでください。

砂砂地地ででのの走走行行
砂地および砂丘での走行は、独特の走りを味わえるものですが、守るべき基本
的な注意事項があります。

濡れた深いまたは細かな砂は、トラクションを喪失させ、車両が横滑りした
り、落ちたり、「身動きがとれない」状態になる恐れがあります。
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こうした状況が発生した場合は、硬い土台となるものを探してください。もう
一度言いますが、速度を下げて状況に注意を払うことが最善の方法です。

砂丘を走行する際は、車両にアンテナタイプの安全フラグを装備しておくとよ
いでしょう。これにより、付近の砂丘にいる他の人から自身の位置がより見え
やすくなります。

別の人の安全フラグが目の前に見える場合は、慎重に走行を続けてください。

アンテナタイプの安全フラグは、自身の体に引っ掛かったり跳ね返ることがあ
るため、突き出た低い枝や障害物がある場所では使用しないでください。

走行時に同乗者がいると、車両のハンドリング性能および安定性に影響する場
合があることを忘れないでください。

緩緩いい石石地地ででのの走走行行
緩い石地や砂利上での走行は、氷の上での走行と非常によく似ています。緩い
石地や砂利は車両の操舵に影響し、特に高速時に横滑りや転倒を引き起こす
（その結果、運転者が投げ出される）可能性があります。

もう一度言いますが、速度を下げて状況に注意を払うことが最善の方法です。

また、制動距離に影響する場合もあります。アクセルを「ふかしたり」横滑り
を起こしたりすると、緩んだ石を、後方にある他の人の走路に向けて飛ばして
しまうことになりますので、覚えておいてください。こうしたことを意図的に
行わないでください。
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荷荷物物のの運運搬搬とと作作業業のの実実施施
車車両両をを使使用用ししたた作作業業
車両は、除雪や木材の牽引、荷物の運搬に至るさまざまな軽作業を行うのに役
立ちます。認定Can-Am Off-roadディーラーでさまざまなアクセサリーを入手
することができます。考えられる負傷を防止するため、アクセサリーに付属の
説明書や警告に従ってください。車両の最大積載重を必ず守ってください。過
積載は車両のコンポーネントに過剰な応力をかけるため、故障を引き起こす可
能性があります。重い荷物を引いたり持ち上げたり、または車両を手で押す
際、無理をしないようにしてください。

警警告告
車車両両かからら離離れれるる前前にに、、取取りり付付けけたた機機器器類類をを必必ずず地地面面にに下下ろろししててくくだだささいい。。

荷荷物物のの運運搬搬
車両に積まれた荷物は、車両のハンドリング性能、安定性、および制動距離に
影響します。

運転者、同乗者、荷物およびアクセサリーの重量、ならびにトレーラー垂直荷
重を含む車両の許容積載量を超えないでください。技術仕様を参照してくださ
い。

貨物が固定され、適切に搭載され、正常操作やライトの邪魔になっていないこ
とを必ず確認してください。

「荷物」が滑ったり落下して事故を起こす可能性があることに注意してくださ
い。

荷物を横に突き出して載せるのは避けてください。茂みやその他の障害物に
引っ掛かったり挟まれたりする恐れがあります。

貨物を運搬したりトレーラーを牽引しているときは、地形に合わせて安全に速
度を下げます。

制動距離を長めに取ってください。

できるだけ積荷を低くしてリヤラックに固定し、重心が高くなることによる影
響を抑えます。

警警告告
ララッッククにに荷荷物物をを搭搭載載ししてて車車両両をを使使用用すするるとと、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能、、安安
定定性性おおよよびび制制動動距距離離にに影影響響ししまますす。。そそののたためめ、、正正ししいい積積載載おおよよびび重重量量配配分分
がが重重要要でですす。。絶絶対対にに不不適適切切にに過過負負荷荷、、牽牽引引ままたたはは荷荷物物をを積積んんだだりりししなないいでで
くくだだささいい。。車車両両をを運運転転すするる前前にに、、荷荷物物ががララッッククにに適適切切にに載載せせらられれ、、安安全全にに
固固定定さされれてていいるるここととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。荷荷物物をを運運搬搬ししたたりりトトレレーー
ララーーをを牽牽引引すするるととききはは、、地地形形条条件件にに応応じじてて安安全全にに速速度度をを下下げげてて、、傾傾斜斜やや粗粗
いい地地形形はは避避けけててくくだだささいい。。特特にに、、傾傾斜斜面面上上ででああっったたりり同同乗乗者者（（22--UUPPモモデデルル
のの場場合合））ががいいるるととききはは、、制制動動距距離離をを長長めめにに取取っっててくくだだささいい。。ススリリッッププやや横横
滑滑りりがが発発生生ししなないいよようう注注意意ししててくくだだささいい。。ででききるるだだけけ積積荷荷をを低低くくししててララッッ
ククにに固固定定しし、、重重心心がが高高くくななるるここととにによよるる影影響響をを抑抑ええまますす。。ここここでで示示ししたた推推
奨奨事事項項にに従従わわなないいとと、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに変変化化がが生生じじてて事事故故をを引引きき
起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。
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最大積載量表

許容総積載量 189 kg
（417 lb）

運転者、荷物およびアクセサリーの重量、
ならびにトレーラー牽引荷重を含む。

リアカーゴエ
リア 90 kg

均等に搭載された状態
リアラック、リアストレージボックス、リ
アグローブボックス（装備されている場合
）およびトレーラー垂直荷重を含む。

適切な車両総積載量の例
車両総積載量 オペレーター 荷物の積載量 アクセサリー ヒッチ荷重

189 kg
（417 lb）

86 kg
（190 lb）

70 kg
（154 lb） 10 kg 23 kg

（51 lb）

カカーーゴゴララッッククへへのの搭搭載載
荷物はできるだけ低く積んでください – 荷物が高いと車両の重心が高くなり、
安定性が低下します。荷物はできるだけラック上に均等に置いてください。

カーゴラックでは荷物を固定してください。車両の他の部分に荷物を固定しな
いでください。正しく固定されていないと、荷物が滑ったり落下したりして乗
員や居合わせた人に当たる可能性があります。また、走行中にずれて、車両の
ハンドリング性能に影響することもあります。

高い位置にある物はオペレーターの視認性に影響し、事故の際に発射物のよう
な動きをする場合があります。横に突き出した荷物は、茂みや木の枝などの障
害物に引っ掛かったり挟まれたりする恐れがあります。荷物がブレーキライト
を覆ったり邪魔したりしないようにしてください。荷物がカーゴラックから突
き出ていないこと、および荷物が視界を遮っておらず、車両の操作装置と干渉
していないことを確認してください。

注注意意
カカーーゴゴララッッククのの容容量量をを超超ええなないいででくくだだささいい。。技技術術仕仕様様をを参参照照ししててくくだだささ
いい。。

貨貨物物ののけけんん引引
貨物をバンパーに取り付けて牽引しないでください。車両の転倒を引き起こす
可能性があります。貨物をけん引するには、トレーラーヒッチ（取り付けられ
ている場合）のみを使用してください。

緊急事態の場合、リカバリーフックを使用して立ち往生した車両を正常な状態
に戻してください。リカバリーフックのセクションを参照してください。
チェーンやケーブルを使用して貨物をけん引するときは:
– 発進する前にたるみがなく、けん引中は張力を保つようにしてください。
– ブレーキは徐々にかけるようにしてください。貨物の慣性によって衝撃が発
生することがあります。

荷物の運搬と作業の実施
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警警告告
たたるるみみにによよりり、、チチェェーーンンややケケーーブブルルがが破破断断ししたたりり反反発発ししたたりりすするるここととががああ
りりまますす。。

貨物をけん引するときは、最大けん引荷重を守ってください。トレーラーの牽
引のセクションを参照してください。
別の車両をけん引するときは、別の人に被けん引車を運転してもらうようにし
てください。被けん引車に乗っている人は、車両のブレーキをかけたり、制御
不能にならないようにステアリングホイールを操作する必要があります。

貨物をけん引しているときは速度を下げて、徐々に曲がってください。

斜面や粗い地形を避けてください。

険しい傾斜は避けてください。

特に斜面では制動距離を長めにとってください。

スリップや横滑りが発生しないよう注意してください。

トトレレーーララーーのの牽牽引引
注注意意

トトレレーーララーーををけけんん引引すするるににああたたりり、、BBRRPP認認定定ののリリアアヒヒッッチチがが車車両両にに正正ししくく
取取りり付付けけらられれてていいるる必必要要ががあありりまますす。。

トレーラーを装備した車両の運転は、特に傾斜のあるスロープにおいて転倒す
るリスクが非常に高くなります。車両の後ろでトレーラーを使用する場合は、
そのヒッチが車両側のヒッチに対応していることを確認してください。トレー
ラーが車両とともに水平になっていることを確認します。（一部の場合、車両
側ヒッチに専用のエクステンションの取り付けが必要になる場合がありま
す。）セキュリティーチェーンやケーブルを使用して、トレーラーを車両に固
定します。

トレーラーをけん引しているときは速度を下げて、徐々に曲がってください。
斜面や粗い地形を避けてください。険しい傾斜は避けてください。特に、傾斜
面上であったり同乗者（2-UPモデルの場合）がいるときは、制動距離を長めに
取ってください。スリップや横滑りが発生しないよう注意してください。

トレーラーに対して貨物を不適切に搭載すると、制御不能になる可能性があり
ます。

牽引荷重や（ヒッチにかかる）垂直荷重を超えないでください。技術仕様を参
照してください。

タングにいくらかの重量がかかっていることを確認してください。

貨物がトレーラーに安全に固定され、荷重が均等に分散された状態であること
を必ず確認してください。均等に分散されてバランスの取れたトレーラーであ
れば、運転も楽になります。

荷物の運搬と作業の実施
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トレーラーのけん引時は、シフトレバーを必ずL（ローレンジ）にしてくださ
い – さらに、トルクを高めにすることで、ローレンジでの運転がリアタイヤへ
の荷重の増加を補助することになります。

停止または駐車するときは、車両およびトレーラーのホイールをブロックして
動かないようにします。

貨物を積載したトレーラーを切り離すときは注意してください。貨物が自分自
身や他の人の上に倒れる場合があります。

トレーラーけん引するときは、ヒッチ上のラベルに示されている最大けん引荷
重を順守してください。

最大牽引荷重はトレーラー重量を含みます。

警警告告
車車両両とと牽牽引引さされれるる車車両両のの間間ののエエリリアアににはは近近づづかかなないいででくくだだささいい。。

警警告告
搭搭載載さされれてていいるるままたたはは牽牽引引さされれてていいるる機機械械ままたたははトトレレーーララーーののオオペペレレーー
タターーズズガガイイドドにに記記載載のの説説明明をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。連連結結さされれたた車車両両--機機械械、、まま
たたはは車車両両--トトレレーーララーーをを操操作作すするる場場合合はは、、必必ずずすすべべててのの説説明明をを遵遵守守ししててくくだだ
ささいい。。

荷物の運搬と作業の実施
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重重要要なな製製品品ララベベルル
（（カカナナダダ//米米国国））

セセーーフフテティィハハンンググタタググ
この車両には、重要な安全情報が記載されている下げ札およびラベルが付いて
います。

この車両に乗る人は、必ずこの情報をよく読み理解した上で乗車してくださ
い。
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安安全全ララベベルル
車両にあるすべての警告ラベルを読んで理解してください。

これらのラベルは、オペレーターまたはその場に居合わせる人の安全のため
に、車両に貼ってあります。

車両に貼付されている警告ラベルは、車両に常設されるべきものと考えてくだ
さい。

ラベルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに交換してく
ださい。認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

注注記記：：
このオペレーターズガイドの説明と車体の間に何らかの矛盾がある場合、車体
の警告ラベルが本書よりも優先されます。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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全全般般的的警警告告ララベベルル

8010_JA

ATV 

• ATV 

• 

• 

• 

• 

• 

QR Can-am 

www.brp.com/en/about-brp/patents.html

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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同同乗乗者者警警告告ララベベルル

704906851_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ググロローーブブボボッッククススのの取取りり付付けけ –– 警警告告ララベベルル
X mr 1000R

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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タタイイヤヤ圧圧力力とと最最大大荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル
重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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最最大大ララッックク荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル
重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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推推奨奨年年齢齢 –– 警警告告ララベベルル

704905677_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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公公道道ででのの使使用用禁禁止止 -- 警警告告ララベベルル

704905680_JA

This vehicle is an all terrain vehicle and is 
not intended for use on public 

roads.

WARNING

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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車車両両性性能能 -- 警警告告ララベベルル

704905707_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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シシフフトト手手順順 –– 注注意意ララベベルル

704905695_JA

• 

• P

N

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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牽牽引引おおよよびびヒヒッッチチ荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

7
4
0
6
_
JA

• 

750 kg
• 

75 kg

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ララッッククをを利利用用ししたた貨貨物物のの牽牽引引 -- 警警告告ララベベルル

704905698_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）



安全情報 73

ククーーラランントト高高温温 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ややけけどど注注意意 -- 警警告告ララベベルル

704905706

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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ココンンププラライイアアンンススハハンンググタタググ
米米国国カカリリフフォォルルニニアア州州規規制制｢｢PPRROOPPOOSSIITTIIOONN 6655｣｣にに基基づづくく警警告告

704906872_JA

重要な製品ラベル（カナダ/米国）
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重重要要なな製製品品ララベベルル（（カカナナダダ//米米国国以以外外））
車両にあるすべての警告ラベルを読んで理解してください。

これらのラベルは、ドライバー、同乗者またはその場に居合わせる人の安全の
ために、車両に貼ってあります。

以下のラベルは車両に付いており、車両の一部として扱ってください。ラベル
は、常にきれいな状態で見えるようにしておく必要があります。紛失または損
傷している場合は、交換する必要があります。警告ラベルは無償でご利用いた
だけます。認定Can-Am Off-Roadディーラーまでお問い合わせください。

警告ラベルがある部品を交換する際、交換用部品に警告ラベルが取り付けられ
ていない場合は、該当の警告ラベル（無償）を注文してください。

注注記記：：
このガイドおよび車体ﾝにいかなる不一致がある場合、車体の安全性ラベルはこ
のガイドのラベルより優先されます。
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安安全全ララベベルル
車両にあるすべての警告ラベルを読んで理解してください。

これらのラベルは、オペレーターまたはその場に居合わせる人の安全のため
に、車両に貼ってあります。

これらのラベルは、オペレーター、同乗者（2-UP）または周囲の人々の安全の
ために車両に貼付されています。

車両に貼付されている警告ラベルは、車両に常設されるべきものと考えてくだ
さい。

ラベルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに交換してく
ださい。認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

注注記記：：
このオペレーターズガイドの説明と車体の間に何らかの矛盾がある場合、車体
の警告ラベルが本書よりも優先されます。

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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一一般般警警告告ララベベルル

警警告告
–– AATTVVをを正正ししくく使使用用ししなないいとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすすおおそそれれががあありり
まますす。。すすべべててのの指指示示おおよよびび警警告告にに従従っっててくくだだささいい。。

–– 必必ずず認認定定さされれたたヘヘルルメメッットトおおよよびび保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。
–– 必必ずずゴゴーーググルルをを着着用用ししててくくだだささいい。。
–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、安安全全講講習習ビビデデオオをを
ごご覧覧くくだだささいい。。

–– 絶絶対対にに公公道道でで使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
–– 11--UUPPモモデデルルでで同同乗乗者者をを絶絶対対にに運運ばばなないいででくくだだささいい。。
–– 薬薬物物ややアアルルココーールルをを採採取取ししたた場場合合はは、、決決ししてて乗乗船船ししなないいででくくだだささいい。。

8012_JA

https://

can-am.brp.com/

o -road/safety

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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同同乗乗者者警警告告ララベベルル

警警告告
–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、安安全全講講習習ビビデデオオをを
ごご覧覧くくだだささいい。。AATTVVをを正正ししくく使使用用ししなないいとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここ
すすおおそそれれががあありりまますす。。

–– 11--UUPPモモデデルルでで同同乗乗者者をを絶絶対対にに運運ばばなないいででくくだだささいい。。

704905692

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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タタイイヤヤ圧圧力力とと最最大大荷荷重重 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
–– オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、安安全全講講習習ビビデデオオをを
ごご覧覧くくだだささいい。。AATTVVをを正正ししくく使使用用ししなないいとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここ
すすおおそそれれががあありりまますす。。

–– 表表示示さされれてていいるる適適切切ななタタイイヤヤ空空気気圧圧をを維維持持ししててくくだだささいい。。不不適適切切ななタタ
イイヤヤ空空気気圧圧やや過過積積載載はは制制御御不不能能のの原原因因ととななりり、、重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき
起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。

–– 運運転転者者、、荷荷物物、、アアククセセササリリーー、、おおよよびびトトレレーーララーーののヒヒッッチチ荷荷重重をを含含
めめ、、積積載載量量がが118899 kkgg（（441177 llbb））をを超超ええなないいよよううににししててくくだだささいい。。

–– 必必ずずトトレレーーララーーヒヒッッチチままたたははリリカカババリリーーフフッッククをを使使用用ししてて貨貨物物をを牽牽引引
ししててくくだだささいい。。

–– 絶絶対対にに最最大大牽牽引引重重量量775500 kkgg（（11,,665544 llbb））をを超超ええなないいよよううににししててくくだだささ
いい。。

–– 最最大大垂垂直直荷荷重重7755 kkgg（（116655 llbb））をを超超ええなないいよよううににししててくくだだささいい。。

8
3
1
8
_
J
AkPa

=

750 kg

75 kg

48.3 kPa

41.4 kPa

48.3 kPa

41.4 kPa

< 189kg

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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最最大大ララッックク荷荷重重——警警告告ララベベルル

警警告告
–– 絶絶対対ににここののキキャャリリアアでで同同乗乗者者をを運運ばばなないいででくくだだささいい。。
–– リリアア側側最最大大積積載載量量：：均均等等にに分分散散ささせせたた状状態態でで9900 kkgg（（220000 llbb））（（該該当当
のの場場合合はは、、トトレレーーララーーののヒヒッッチチ荷荷重重をを含含むむ。。））

704906858_JA

< 90 kg

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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ググロローーブブボボッッククススのの取取りり付付けけ -- 警警告告ララベベルル

1000Rモデルのみ

警警告告
11.. ググロローーブブボボッッククススカカババーーをを開開きき、、ララッッチチををロロッックク解解除除位位置置にに回回ししまま
すす。。

22.. ググロローーブブボボッッククススののララッッチチンンググシシスステテムムをを車車両両のの「「LLIINNQQ」」開開口口部部にに
そそろろええてて挿挿入入ししまますす。。

33.. ララッッチチををロロッックク位位置置にに回回ししまますす。。
44.. カカババーーをを閉閉じじててググロローーブブボボッッククススがが所所定定位位置置ににロロッッククさされれてていいるるこことと
をを確確認認ししまますす。。

オオペペレレーータターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、安安全全講講習習ビビデデオオををごご
覧覧くくだだささいい。。AATTVVをを正正ししくく使使用用ししなないいとと重重傷傷やや死死亡亡事事故故をを引引きき起起ここすすおお
そそれれががあありりまますす。。

8
4
1
21

3 4

2

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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推推奨奨年年齢齢 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
1166才才未未満満のの人人ががここののAATTVVをを運運転転すするるとと、、運運転転者者（（22--UUPPモモデデルルのの場場合合はは運運
転転者者おおよよびび同同乗乗者者のの双双方方））がが重重傷傷をを負負っったたりり死死亡亡すするる可可能能性性がが高高ままりりまま
すす。。
1166才才未未満満のの場場合合はは絶絶対対ににここののAATTVVをを運運転転ししなないいででくくだだささいい。。

704905679

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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シシフフトト手手順順 -- 注注意意ララベベルル

注注意意
必必ずず車車両両をを停停止止ししててかかららレレババーーををシシフフトトししててくくだだささいい。。必必ずずフフッットトブブ
レレーーキキををかかけけててかかららパパーーキキンンググ（（PP））ままたたははニニュューートトララルル（（NN））かかららシシフフ
トトししててくくだだささいい。。
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重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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ララッッククままたたははババンンパパーーをを利利用用ししたた貨貨物物のの牽牽引引 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
ババンンパパーーややララゲゲーージジララッッククにに取取りり付付けけてて貨貨物物をを牽牽引引ししよよううととししなないいででくく
だだささいい。。車車両両がが転転倒倒すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
貨貨物物をを牽牽引引すするるににはは、、必必ずずトトレレーーララーーヒヒッッチチままたたははリリカカババリリーーフフッッククをを
使使用用ししててくくだだささいい。。

704905699

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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ククーーラランントト高高温温 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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ややけけどど注注意意 -- 警警告告ララベベルル

704905706

重要な製品ラベル（カナダ/米国以外）
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安安全全面面ででのの欠欠陥陥のの報報告告
カナダでは、衝突、傷害または死亡を招きかねない車両の欠陥を発見した場合
は、直ちにカナダ運輸省（Transport Canada）およびBombardier Recreational
Products Inc.にご連絡ください。

カナダ運輸省は他のドライバーから似たような苦情を受け取った場合、調査を
開始する場合があり、特定の車両に安全面における欠陥を見つけた場合は、製
品回収と是正キャンペーンを実施する場合があります。ただし、カナダ運輸省
はあなたと、あなたのディーラーまたはBombardier Recreational Products Inc.
の間に生じた個人的な問題に関わることはできません。

カカナナダダ運運輸輸省省窓窓口口：：

819-994-3328（ガティノー-オタワ地域または国際電話）
無料電話：1 800-333-0510（カナダ）

Transport Canada - ASFAD
330 Sparks Street
Ottawa, ON
K1A 0N5

hhttttppss::////wwwwww..ttcc..ggcc..ccaa//rreeccaallllss
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車車両両ににつついいててのの情情報報
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基基本本ココンントトロローールル

1. ハンドルバー
2. スロットルレバー
3. ブレーキペダル
4. RF D.E.S.S.ポスト
5. エンジンストップスイッチ
6. ブレーキレバー
7. ブレーキロックレバー
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ハハンンドドルルババーー
ハンドルバーは車両の操舵を制御し
ます。

ハンドルバーが右または左に回転す
るときに、フロントホイールがその
方向を向いて車両を操舵します。

警警告告
高高速速でで後後退退ししななががらら旋旋回回すするるとと、、
安安全全とと制制御御のの喪喪失失ににつつななががるる恐恐れれ
ががあありりまますす。。

ススロロッットトルルレレババーー
スロットルレバーはハンドルバーの
右側に設けられています。

スロットルレバーはエンジン回転数
を制御します。

車両速度を上げるか維持するには、
右親指でスロットルレバーを押しま
す。

車両速度を下げるにはスロットルレ
バーを放します。

ブブレレーーキキレレババーー
ブレーキレバーはハンドルバーの左
側に設けられています。

1. ブレーキレバー

ブレーキレバーの機能は、速度を下
げたり車両を停止することです。

ブレーキレバーを握ると、フロント
およびリアブレーキがかかります。

ブレーキの効果はレバーを握る力に
比例します。

ブブレレーーキキロロッッククレレババーー
ロックレバーは、ハンドルバーの左
側にあります。

1. ブレーキレバー
2. ブレーキロックレバー

車両を駐車するときは、必ずブレー
キロックをかけます。

警警告告
車車両両をを操操作作ししなないいととききはは、、必必ずずブブ
レレーーキキロロッッククをを使使用用しし、、かかつつシシフフ
トトレレババーーををパパーーキキンンググにに入入れれててくく
だだささいい。。

ブレーキロックレバーをかけるに
は、以下のようにします。

基本コントロール
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1. ブレーキレバー
2. ブレーキロックレバー

注注記記：：
ブレーキロックレバーは複数の位置
にセットすることができます。

注注意意
ブブレレーーキキロロッッククををかかけけるる場場合合はは、、
車車両両がが確確実実にに停停止止ししてていいるるここととをを
確確認認ししててくくだだささいい。。

ブレーキロックレバーは、ブレーキ
レバーを握るだけで解除できます。
ブレーキレバーは静止位置に戻らな
ければなりません。

警警告告
車車両両をを走走行行ささせせるる前前にに、、ブブレレーーキキ
ロロッッククがが解解除除さされれてていいるるここととをを確確
認認ししまますす。。
走走行行中中ブブレレーーキキロロッッククががOONNににななっっ
てていいるるとと、、ブブレレーーキキシシスステテムムがが損損
傷傷しし、、制制動動力力のの喪喪失失やや火火災災がが生生じじ
るる恐恐れれががあありりまますす。。

ブブレレーーキキペペダダルル
ブレーキペダルは右側フットレスト
にあります。

1. ブレーキペダル

ブレーキペダルを踏むとリアブレー
キがかかります。

放すと、ブレーキペダルは元の位置
にもどらなくてはなりません。

ブレーキの効果はペダルに加える力
に比例します。

注注記記：：
4WDになっているときは、ブレーキ
もドライブトレーンを通じてフロン
トホイールに影響を与えます。

ブレーキレバーシステムが故障した
場合は、ブレーキペダルを踏むこと
でリアブレーキを使用できます。

エエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチ
このスイッチは、エンジン停止用お
よび非常操作用として使用できま
す。

エンジンを停止するには、スロット
ルレバーを完全に放し、エンジンス
トップスイッチを停止位置にしま
す。

イグニッションキーをOFF位置に回
す、またはD.E.S.S.キーを引き抜くこ
とで、エンジンを停止させることが
できますが、エンジンストップス
イッチを停止位置に回すことでエン
ジンを停止させることを推奨しま
す。

エンジンストップスイッチは、多機
能スイッチの中央にあります。

基本コントロール
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1. エンジンストップスイッチ

RRFF DD..EE..SS..SS..キキーーおおよよびびポポスス
トト
DD..EE..SS..SS..キキーー
これらのキーには、固有の電子シリ
アルナンバーを発信する電子回路が
組み込まれています。

D.E.S.S. システムは、キーコードを
読み取り、キーを認識できる場合だ
けエンジンの始動を許可します。

この車両は、2種類のキープログラム
を使って操作できます。
– ノーマル
– パフォーマンス

概 要 に つ い て は、 認 定 Can-Am
Off-Roadディーラーにお問い合わせ
ください。

車両には、パフォーマンスキーが1本
付属しています。

注注記記：：
必要に応じて、予備のキーをディー
ラーからご購入いただけます。

警警告告
パパフフォォーーママンンススキキーーままたたははノノーーママ
ルルキキーーをを使使用用すするるとと、、重重傷傷やや死死亡亡
事事故故ににつつななががるる横横転転、、転転倒倒、、衝衝
突突、、おおよよびび制制御御不不能能なな状状態態をを引引きき
起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。通通常常のの
キキーーのの使使用用がが、、オオペペレレーータターーのの準準
備備やや要要件件のの満満足足、、慎慎重重なな運運転転のの代代
わわりりににななるるここととははあありりまませせんん。。

パパフフォォーーママンンススキキーー
パフォーマンスキーにより、ユー
ザーはエンジンの最大トルクや車両
の最高速度を発揮できるようになり
ます。

このキーは、きびきびしたスロット
ルレスポンスを好む運転者にとっ
て、または高速や急加速が適した環
境において役立つ場合があります。

例えば、広く開かれた直線のトレイ
ルでは、運転者がパフォーマンス
キーを好む場合があります。

ノノーーママルルキキーー
ノーマルキーの場合は車両の加速度
が制限され、車両速度は70 km/h（43
MPH）に制限されます。

警警告告
急急なな下下りり坂坂でではは、、エエンンジジンン回回転転数数
リリミミッッタターーががああっっててもも、、ここのの速速度度
のの超超過過をを防防止止ででききなないい場場合合ががあありり
まますす。。

このキーは、徐々に加速することを
好むオペレーターや、最高速度や急
加速が望まれない環境にいるオペ
レーターにとって有用となる場合が
あります。

たとえば、細くてカーブの多いトレ
イルでは、オペレーターがノーマル
キーを好む場合があります。

DD..EE..SS..SS..柔柔軟軟性性
認 定 Can-Am Off-Road ディー ラー
は、車両のD.E.S.S.を、最多8個の異
なるキーを受け付けるように設定で
きます。

2 個以上の D. E. S. S. を 装備する
Can-Am車両を所有している場合、認
定Can-Amディーラーは、そのそれぞ
れが他の車両のD.E.S.S.キーを受け付
けるように設定できます。

基本コントロール
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DD..EE..SS..SS..キキーーラランンヤヤーードド

警警告告
ラランンヤヤーードドをを自自身身にに直直接接取取りり付付けけ
なないいででくくだだささいい。。

この車両には、転倒時にキーの紛失
を防止するために、D.E.S.S. キーラ
ンヤードが装備されています。

このランヤードは、D.E.S.S.ポストの
下部にある専用のフックに必ず取り
付けててください。

基本コントロール
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二二次次ココンントトロローールル
機能の一部はご使用のモデルに該当
しない、またはオプションである可
能性があります。

1. スロットルレバーコントロールハウジング
2. シフターレバー
3. トリップおよびメニュースイッチ
4. ウィンチスイッチ
5. 多機能スイッチ
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ススロロッットトルルレレババーーココンントトロローー
ルルハハウウジジンンググ
電電子子ススロロッットトルル制制御御（（EETTCC））

1. 2WD位置
2. 4WD位置
3. 4WDLock位置
4. 4WDLock表示

トトララククシショョンンモモーードドのの変変更更
2WDまたは4WDモードにする前に

1. 車両を完全に停止します。
2. エンジンをアイドリングさせま
す。

3. 希望するモードを選択してくださ
い。

注注意意
車車両両がが動動いいてていいるるととききにに22WWDD//
44WWDDセセレレククタターーをを使使用用すするるとと、、フフ
ロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルルがが損損傷傷
すするる場場合合ががあありりまますす。。

4WDLockモード搭載モデル

4WDLockモードの作動または解除方
法

1. 4WDモードが選択されていること
を確認します。

2. 速度を30 km/h（20 MPH）未満に
下げます。

3. スロットルを放します。
4. セレクターを上方向いっぱいに一
瞬押します。

5. 4WDLockモードを解除するには、
セレクターを上方向にもう一度押
します。

4WDLockを作動させると、スロット
ルレバーコントロールハウジングの
表示とデジタルディスプレイ上のア
イコンが点灯し、ブザーが鳴りま
す。

注注記記：：
表示が点滅してから点灯に変った場
合、リクエストが拒否されていま
す。速度を30 km/h（20 MPH）未満
に下げ、スロットルを放してからも
う一度お試しください。

22WWDDモモーードド
このモードでは、エンジンの出力が
リアホイールのみに伝達されます。

2WDモードにするには、セレクター
を押し下下げげまますす。

44WWDDモモーードド
エンジンの出力は、フロントおよび
リア両方のホイールに均等に配分さ
れます。

フロントホイール間での伝達は、
Visco-Lokシステムを用いてトラク
ションに合わせて行われます。

4WDモードにするには、中中央央ににああるる
セレクターを動かします。

二次コントロール
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44WWDDLLoocckkモモーードド

警警告告
急急なな方方向向転転換換はは、、制制御御不不能能なな状状態態
にに陥陥っったたりり負負傷傷ししたたりりすするる原原因因にに
ななりりまますす。。
カカーーブブにに入入るる前前ままたたははカカーーブブをを走走
行行ししてていいるるととききはは、、絶絶対対にに
44WWDDLLoocckkモモーードドににししなないいででくくだだささ
いい。。
44WWDDLLoocckkモモーードドににななるるとと、、車車両両挙挙
動動がが変変りりまますす。。
回回転転半半径径もも増増加加ししまますす。。

このモードは、フロントディファレ
ンシャルをロックしてトラクション
を高め、一定の状況（車両がぬかる
みや軟質の土壌で立ち往生している
など）から車両を脱出させるために
設けられたものです。

エンジンの出力は、4つのホイールに
均等に配分されます。

4WDLockモードでは、スピードリ
ミッターにより車速が40 km/h（25
MPH）に制限されます。このリミッ
ターの解除方法についての詳細は、
多機能スイッチのセクションを参照
してください。

走走行行モモーードドセセレレククタターー

1. ドライビングモードセレクター

走行モードセレクターは、スロット
ルレバーコントロールハウジング上
部にあります。

次の2つのモードを選択できます。
– ECOまたはワーク
– スポーツ

選択されたモードは、ゲージのモー
ド表示部に表示されます。

また、スポーツモードが作動したと
きはブザーが鳴ります。

EECCOOままたたははワワーーククモモーードド
ECOまたはワークモードでは、ス
ムーズなスロットルレスポンスが得
ら れ、 最 高 速 度 が 70 km/h （43
MPH）に制限されます。

ECOまたはワークモードにするに
は、セレクターを左に動かします。

右側に動かすと機能が停止します。

ススポポーーツツモモーードド
スポーツモードでは、きびきびとし
たスロットルレスポンスが得られま
す。

このモードはどの種類のキーでも作
動させることができ、使用された
キーで最大のパワーを発揮します。

スポーツモードにするには、セレク
ターを右に動かします。

左側に動かすと機能が停止します。

二次コントロール
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注注記記：： 885500、、11000000おおよよびび11000000RRモモ
デデルルでではは、デジタルディスプレイの
電源を完全にオフにすると、スポー
ツモードが自動的に解除されます。

走走行行モモーードドセセレレククタターー

1. ドライビングモードセレクター

走行モードセレクターは、スロット
ルレバーコントロールハウジング上
部にあります。

次の2つのモードを選択できます。
– ECOまたはワーク
– スポーツ

選択されたモードは、ゲージのモー
ド表示部に表示されます。

また、スポーツモードが作動したと
きはブザーが鳴ります。

EECCOOままたたははワワーーククモモーードド
ECOまたはワークモードでは、ス
ムーズなスロットルレスポンスが得
ら れ、 最 高 速 度 が 70 km/h （43
MPH）に制限されます。

ECOまたはワークモードにするに
は、セレクターを左に動かします。

右側に動かすと機能が停止します。

ススポポーーツツモモーードド
スポーツモードでは、きびきびとし
たスロットルレスポンスが得られま
す。

このモードはどの種類のキーでも作
動させることができ、使用された
キーで最大のパワーを発揮します。

スポーツモードにするには、セレク
ターを右に動かします。

左側に動かすと機能が停止します。

注注記記：： 885500、、11000000おおよよびび11000000RRモモ
デデルルでではは、デジタルディスプレイの
電源を完全にオフにすると、スポー
ツモードが自動的に解除されます。

イインンテテリリジジェェンントトエエンンジジンンブブレレーーキキ
（（iiEEBB））モモーードドセセレレククタターー（（装装備備ささ
れれてていいるる場場合合））
インテリジェントエンジンブレーキ
（iEB）により、ユーザーは、走行前
または走行中にエンジンブレーキの
レベルを調整できます。

警警告告
エエンンジジンンブブレレーーキキののレレベベルルはは、、スス
ロロッットトルルレレババーーをを放放ししたたととききのの減減
速速率率にに影影響響ししまますす。。
一一部部のの操操作作をを行行っってていいるるととききののiiEEBB
設設定定のの変変更更ははおお勧勧めめししてていいまませせ
んん。。
一一部部のの操操作作ににはは、、ブブレレーーキキ操操作作、、
旋旋回回、、減減速速ががあありりまますすがが、、ここれれらら
にに限限定定さされれまませせんん。。
必必要要ななととききはは、、準準備備をを整整ええててかからら
ブブレレーーキキをを使使用用ししてて減減速速ししててくくだだ
ささいい。。

iEBセレクターは、スロットルレバー
ハウジングの背面にあります。

特定の3つのレベルが利用可能であ
り、選択されたモードは、ゲージの
モード表示部に表示されます。

二次コントロール
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モード 説明 表示メッ
セージ

モード1 最大エンジン
ブレーキ IEB MAX

モード2 中程度エンジ
ンブレーキ IEB MED

モード3 最小エンジン
ブレーキ IEB MIN

セレクターを使用してiEBレベルを変
更します。選択されたレベルはゲー
ジに表示されます。
– 短短押押しし（（00..55秒秒未未満満））：現在の
iEBレベルをゲージに表示しま
す。

– 長長押押しし（（11秒秒をを超超ええるる））：次のレ
ベルに変わります。

長押しするたびにレベルが最大から
最小の方へと変わり、最小の後は最
大にもどります。

レベルを変更した後、ゲージ内の
メッセージに選択された新しいレベ
ルが表示されます。

最大レベルが選択されているときに
スロットルレバーを放すと、エンジ
ンブレーキだけで車速が大幅に下が
るため、ブレーキレバーを使うこと
が少なくなります。

最小レベルのときは、車両の速度を
下げたり車両を停止したりするの
に、ブレーキレバーをより頻繁に使
用する必要があります。

車両を完全に停止させてから再始動
すると、最後に選択されたレベルが
自動的に作動します。

シシフフトトレレババーー
シフトレバーは、車両右側のステア
リングコラム付近にあります。

シシフフトトレレババーー位位置置

シフトレバーは、ギアを変更するの
に使用します。

シフトレバーには5つの位置がありま
す：

シフトレバー位置

位置 ギヤ

P パーキング

R リバース

N ニュートラル

H ハイレンジ（前
進）

L ローレンジ（前
進）

シシフフトトパパタターーンン

車両にブレーキをかけて停止してか
ら、ギアを選択する必要がありま
す。

二次コントロール
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注注意意
ここののギギアアボボッッククススはは、、車車両両がが動動いい
てていいるる間間ににシシフフトトすするるよよううにに設設計計
さされれてていいまませせんん。。

パパーーキキンンググ
パーキング位置はギアボックスを
ロックして、車両の動作防止を補助
します。

警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、必必
ずずパパーーキキンンググ（（PP））位位置置ににししててくく
だだささいい。。シシフフトトレレババーーががPP（（パパーー
キキンンググ））ににななっってていいなないい場場合合、、車車
両両がが進進むむ場場合合ががあありりまますす。。

リリババーースス
リバース位置にすると、車両を後進
させることができます。

注注記記：：
後進時はエンジン回転数が制限され
るため、車両の後進速度も制限され
ます。

警警告告
下下りり坂坂をを後後進進すするるととききはは、、重重力力にに
よよりり、、設設定定さされれてていいるる後後進進速速度度よよ
りりもも車車両両速速度度がが上上昇昇ししまますす。。

ニニュューートトララルル
ニュートラル位置にすると、ギア
ボックスが切り離されます。

警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、必必
ずずパパーーキキンンググ（（PP））位位置置ににししててくく
だだささいい。。シシフフトトレレババーーががNN
（（ニニュューートトララルル））ななっってていいるる場場
合合、、車車両両がが進進むむ場場合合ががあありりまますす。。

ハハイイレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの
高速レンジが選択されます。これ

は、通常の走行速度レンジです。車
両は、最高速度に到達できます。

ロローーレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの
低速レンジが選択されます。車両は
低速で動き、ホイールは最大のトル
クを発揮します。

注注意意
トトレレーーララーーをを牽牽引引すするるとときき、、重重いい
荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、障障害害物物をを横横
切切るるとときき、、ぬぬかかるるみみをを走走行行すするるとと
きき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったたりり下下っったた
りりすするるととききはは、、ロローーレレンンジジをを使使用用
ししててくくだだささいい。。

多多機機能能ススイイッッチチ
多機能スイッチはハンドルバーの左
側にあります。

ヘヘッッドドラライイトトススイイッッチチ

1. ライトオフ
2. ロービームとテールライト
3. ハイビームとテールライト

二次コントロール
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エエンンジジンンススタターートトボボタタンン
エンジンスタートボタンは、多機能
スイッチの上側にあります。

これを押し続けてエンジンを起動さ
せます。

始動手順全体については、基本手順
のセクションのエンジンの始動を参
照してください。

オオーーババーーラライイドド//DDPPSSボボタタンン
このボタンは、多機能スイッチの下
側にあります。

これには次の2つの機能があります。
– オーバーライド機能の作動
– DPSモードの変更

オオーーババーーラライイドド機機能能
この機能により、車両がリバース
モードまたは4WDLockモードで使用
されているときに、エンジンスピー
ドリミッターを無視することが可能
になります。

4WDLockでは、オーバーライドモー
ドにより、以下に示す別の速度制限
への到達が可能となります。

– ハイまたはローギヤのときに60
km/h（37 MPH）

– リバースのときに25 km/h（16
MPH）

警警告告
車車両両周周辺辺にに障障害害物物ががなないいここととをを確確
認認ししててかからら「「オオーーババーーラライイドド」」
モモーードドをを使使用用ししててくくだだささいい。。
オオーーババーーラライイドドモモーードドはは、、泥泥やや柔柔
ららかかいい土土壌壌でで車車両両のの身身動動ききがが取取れれ
ななくくななっったたととききにに、、低低速速ののみみでで使使
用用ししててくくだだささいい。。
通通常常のの後後進進時時にに「「オオーーババーーラライイ
ドド」」モモーードドをを使使用用ししなないいででくくだだささ
いい。。過過剰剰にに速速いい速速度度ににななるるここととがが
あありりまますす。。
44WWDDLLoocckkののととききにに「「オオーーババーーラライイ
ドド」」モモーードドをを使使用用ししなないいででくくだだささ
いい。。操操作作不不能能ににななるるおおそそれれががあありり
まますす。。

オーバーライド機能の起動は、次に
ように行います。

1. 車両が完全に停止していることを
確認します。

2. オーバーライド/DPSボタンを押し
たままにして、スロットルレバー
を徐々に踏み込みます。

注注記記：：
オーバーライド機能を使用している
間、ゲージはOOVVEERRRRIIDDEE（オーバー
ライド）のメッセージをスクロール
表示して、機能が起動していること
を知らせます。

3. オーバーライド機能は、オーバー
ライド/DPSボタンを放すだけ解除
されます。

DDPPSS機機能能
このボタンは、ダイナミックパワー
ステアリング（DPF）モードを変更
するのにも使用します。

DPSモードの概要については走行に
関する調整のセクションを参照して
ください。

二次コントロール
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トトリリッッププ//メメニニュューーススイイッッチチ
（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
このスイッチを使用して、7.6インチ
デジタルディスプレイを操作しま
す。

ウウィィンンチチココンントトロローールルススイイッッ
チチ
ウィンスイッチは、多機能スイッチ
の下にある場合があります。

ククララククシショョンンボボタタンン
フフィィンンラランンドドでで販販売売さされれるる車車両両ののみみ
ホーンボタンは、左多機能スイッチ
の下にあります。

ホーンを鳴らすには、ホーンボタン
を押します。

二次コントロール
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装装備備品品

運運転転席席
運転席は運転者専用に設計されてい
ます。

警警告告
ここのの車車両両にに同同乗乗者者ととししてて乗乗るる人人をを
座座ららせせなないいででくくだだささいい。。

シシーートトのの取取りり外外しし
1. シートラッチを押し上げます。こ
のラッチは、シート後部の下にあ
ります。

1. シートラッチ

2. シートを上に引いてから後方に引
きます。

3. 前側の固定デバイスを解除できる
まで持ち上げ続け、その後シート
を完全に取り外します。

シシーートトのの取取りり付付けけ
1. シートの前側タブをフレームのス
チールフックに挿入します。

2. シートがその所定位置に置かれた
ら、シートをしっかり押して固定
します。このとき、カチッという
感覚がはっきりと感じられます。

3. 強く引いてラッチがかかっている
ことを確かめて、シートが固定さ
れていることを再度確認してくだ
さい。

警警告告
後後方方おおよよびび上上方方にに数数回回引引いいてて、、運運
転転席席がが所所定定位位置置にに正正ししくく固固定定さされれ
たたここととをを確確認認ししまますす。。取取りり付付けけ中中
にに独独特特ののススナナッッププ音音がが聞聞ここええてて
もも、、適適切切ににララッッチチさされれてていいるるこことと
をを確確認認すするるたためめにに、、必必ずずそそれれをを後後
ろろにに引引きき上上げげててくくだだささいい。。

ググロローーブブボボッッククスス（（装装備備さされれ
てていいるる場場合合））

警警告告
ググロローーブブボボッッククススがが取取りり付付けけらられれ
てていいなないい状状態態でで車車両両をを運運転転ししなないい
ででくくだだささいい。。
絶絶対対ににググロローーブブボボッッククススにに同同乗乗者者
をを乗乗せせなないいででくくだだささいい。。

グローブボックスは運転席の後ろに
あります。
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代代表表的的なな例例
1. グローブボックス

ググロローーブブボボッッククススのの取取りり外外しし
1. グローブボックスの両側のラッチ
を解除してリッドを開けます。

2. ラッチを反時計方向に回して解除
します。

代代表表的的なな例例
1. ラッチ

3. グローブボックスを取り外しま
す。

ググロローーブブボボッッククススのの取取りり付付けけ
1. グローブボックスカバーを開き、
ハンドルをロック解除位置に回し
ます。

2. グローブボックスのラッチングシ
ステムをこの車両の「LINQ」開口
部にそろえて挿入します。

1. グローブボックスのラッチ
2. 「LINQ」開口部

3. ハンドルをロック位置に回しま
す。

代代表表的的なな例例
1. ラッチ

4. カバーを閉じてグローブボックス
が所定位置にロックされているこ
とを確認します。

フフッットトペペググ
運転者のフットペグは車両の左右側
にあります。

装備品
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1. 運転者の左側フットペグ

警警告告
車車両両運運転転中中、、運運転転者者はは常常にに両両足足をを
フフッットトペペググにに置置くく必必要要ががあありりまま
すす。。

泥泥地地走走行行用用ののフフッットトレレスストト
11000000RRモモデデルルののみみ
泥地走行用のフットレストは、フッ
トペグの後方にあります。

これらのフットレストは、泥地走行
時に運転者のアシストを行います。

1. 泥地走行用のフットレスト

1122 VVのの電電源源ソソケケッットト
懐中電灯などの携帯機器の使用に便
利です。

1. 12 V電源出力

保護キャップを取り外して使用しま
す。環境から保護するために、使用
後は必ず保護キャップを再度取り付
けてください。

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメ
ンントト
所持品を運ぶための便利なコンパー
トメントです。

1. リアストレージコンパートメントカバー

警警告告
必必ずずシシフフトトレレババーーををパパーーキキンンググ位位
置置ににししててかかららカカババーーをを開開けけててくくだだ
ささいい。。
重重いいももののやや壊壊れれももののをを固固定定せせずずにに
スストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトにに入入
れれなないいででくくだだささいい。。
必必ずずカカババーーをを固固定定ししててかからら走走行行しし
ててくくだだささいい。。

装備品
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リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトのの
開開けけ方方
1. カバーのラッチを外して、カバー
をゆっくり降ろします。

1. リアストレージコンパートメントのラッチ

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトのの
閉閉じじ方方
1. カバーをゆっくり上げて、ラッチ
から「カチッ」という音が2回鳴
るまで押して、シールが圧縮され
たことを確認します。

カカーーゴゴララッックク
警警告告

–– 絶絶対対ににカカーーゴゴララッッククでで人人をを運運搬搬
ししなないいででくくだだささいい。。

–– 荷荷物物ががオオペペレレーータターーのの視視線線をを妨妨
げげたたりり、、車車両両のの正正常常なな操操舵舵能能力力
にに影影響響をを与与ええなないいよよううににししててくく
だだささいい。。

–– 車車両両にに過過剰剰のの荷荷物物をを積積みみすすぎぎなな
いいででくくだだささいい。。

–– すすべべててのの荷荷物物がが正正ししくく固固定定ささ
れれ、、ララッッククのの外外にに出出てていいなないいここ
ととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。

推奨貨物重量については、最大ラッ
ク荷重 - 警告ラベルを必ず参照してく
ださい。

このモデルのフロントラックへの積
載は禁止されています。

装備品やさまざまな荷物を運搬する
には、リアカーゴラックが便利で

す。絶対に人を運ぶためには使用し
ないでください。

ゲゲーージジササポポーートト
ゲゲーートトササポポーートトのの取取りり外外しし
ゲージサポート後部を持ち上げて、
前方へ押します。

ゲゲーートトササポポーートトのの取取りり付付けけ
ゲージサポートを後方にスライドさ
せてフロントタブを掛けます。

ゲージサポート後部を押して固定し
ます。

ララジジエエーータターーカカババーー
ララジジエエーータターーカカババーーのの取取りり外外しし
1. 両側のラバーラッチを外します。
2. リアカバー後部を持ち上げて、後
方へ引きます。

装備品
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1. 持ち上げる
2. 後方へ引く

ララジジエエーータターーカカババーーのの取取りり付付けけ
1. カバーのタブをプロテクターのス
ロット穴に挿入します。

1. カバータブ

2. 両方のラバーラッチ（片側に1
個）を使用してカバーを所定位置
に固定します。

車車載載工工具具
車載工具はシートの下にあります。
このキットには基本的なメンテナン
ス用の工具が付属しています。

ウウィィンンチチ（（装装備備さされれてていいるる場場
合合））

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故、、重重要要部部品品のの損損傷傷
をを防防止止すするるたためめにに
–– 牽牽引引時時はは、、絶絶対対ににウウィィンンチチケケーー
ブブルル//ロローーププをを使使用用ししてて車車両両をを
固固定定ししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを貨貨
物物やや他他のの車車両両にに固固定定ししたた状状態態でで
はは、、絶絶対対にに走走行行ししなないいででくくだだささ
いい。。

–– （（雪雪やや泥泥でで））身身動動ききがが取取れれななくく
ななっったた車車両両をを救救出出すするるたためめだだけけ
ににウウィィンンチチをを使使用用ししててくくだだささ
いい。。

–– 貨貨物物をを引引くく前前にに、、必必ずずウウィィンンチチ
メメーーカカーーののイインンスストトララククシショョンン
をを参参照照ししててくくだだささいい。。

車両への損傷を防止してワイヤー
ロープをウィンチへ誘導するため
に、ローラーフェアリードが使用さ
れています。

1. ウィンチ
2. ローラーフェアリード
3. ウィンチフック
4. フックストラップ

注注記記：：
ウィンチを長時間にわたり何度も使
用すると、バッテリーを消耗する場
合があります。

下記のヒントは、バッテリーが消耗
するリスクを抑えるのに役立ちま
す。

装備品
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手手動動ででののウウィィンンチチのの巻巻きき出出しし：：ハン
ドルを使用してウィンチのロックを
解除し、フックストラップを引いて
巻き出します。

巻き上げまたは巻き取り中は、エン
ジンを作動させたままにするよう推
奨します。バッテリーを充電するた
め、巻き上げ直後はエンジンを停止
しないでください。

また、30秒以上巻き上げを行うとき
は、エンジン回転数を3000 rpmの範
囲まで上げてバッテリーの充電電圧
を高めるよう推奨します。

注注意意
車車両両ををニニュューートトララルル（（NN））ににししてて
かかららエエンンジジンン回回転転数数をを上上げげててくくだだ
ささいい。。

ウィンチの詳細については、車両に
付属しているウィンチメーカーの説
明書を参照してください。

リリカカババリリーーフフッックク
身動きの取れなくなったATVを救出
することができる便利なフックで
す。

1. フロントリカバリーフック

1. リカバリーフック

トトレレーーララーーヒヒッッチチ
トレーラーなどの装置の牽引用ボー
ルを取り付けるのに便利なヒッチで
す。トレーラーメーカーの推奨事項
に従って適切なサイズのボールを取
り付けてください。

積載重量や牽引時の推奨事項につい
ては、けん引およびヒッチ重量 - 警告
ラベルのセクションを参照してくだ
さい。

代代表表的的なな例例
1. トレーラーヒッチ

警警告告
牽牽引引ししよよううととすするる装装置置にに合合うう適適切切
ななササイイズズののボボーールルをを取取りり付付けけててくく
だだささいい。。

注注記記：：
正しい取り付け方法については、
メーカーの説明に従ってください。

装備品
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車車両両下下部部保保護護ププレレーートト
車両下部やサスペンションアームを
保護するアルミニウム製プレートで
す。

装備品
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44..55イインンチチデデジジタタルルデディィススププレレイイ
多多機機能能表表示示
ロロアアーーデディィススププレレイイ

下記の項目を表示させることができ
ます。
– RPM
– SPEED(速度)
– エンジン温度
– バッテリー電圧
– 設定
– メッセージ

下側の（メニュー）ボタンを使用し
て、表示される情報を変更します。

速度表示では、最高および平均速度
が表示されます。

1. 上ボタン
2. 下ボタン

左左側側のの表表示示

左側の表示には以下のものが含まれ
ます：
– 燃料レベルインジケーター
– 2X4 / 4X4表示(装備されている場
合)

– フロントディファレンシャルロッ
ク - Visco-4Lokアイコン（装備さ
れている場合）

アアイイココンン 説説明明

2x4アイコン

4X4アイコン

フロントディフ
ァレンシャルロ

ック -
Visco-4Lokアイ

コン

右右側側のの表表示示

右側の表示には以下のものが含まれ
ます：
– エンジン温度
– トラックキット作動

トラックキットが取り付けられてい
る場合は、下側表示部にメッセージ
がスクロール表示されます。
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中中央央のの表表示示

車両速度をkm/hまたはMPH単位で表
示します。

トトラランンススミミッッシショョンン位位置置表表示示

この表示はギヤボックスのギヤポジ
ションを示します。
– P（パーキング）
– R（後進）
– N（ニュートラル）
– H（ハイレンジ）
– L（ローレンジ）
– – （無効なレンジ）

モモーードド表表示示

モード表示は選択された動作モード
が示されます。
– スポーツ
– ECOまたはワーク

トトリリッッププ表表示示

この表示はトリップ情報を示しま
す。
– 積算距離計オドメーター
– トリップA
– トリップB
– 車両アワーメーター
– 時計

上側ボタンを使用して、表示される
情報を変更します。

上側のボタンを押したままにする
と、トリップA/Bメーターがリセット
されます。

イインンジジケケーータターーラランンププ
警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

オレンジ色 - 車両機能異常

青色 - ハイビーム

赤色 -エンジン温度が高過
ぎる。

緑色 -ニュートラル

赤 - ブレーキロックレバー
が掛かっている、またはブ
レーキシステムの不具合

4.5インチデジタルディスプレイ
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警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

RED - バッテリー電圧が低
すぎる、または電気系統の

問題。

赤色 -オイル圧力低下
エンジンがオフのときは常

時オン

オレンジ色 -低燃料レベ
ル。

オレンジ色
点点灯灯：車両排出ガス制御シ

ステムの不具合。
点点滅滅：エンジンの不具合。
応急帰還モードになりま
す。直ちに車両の整備を
行ってください。

アアイイココンンおおよよびびイインンジジケケーータターー -- 多多
機機能能デディィススププレレイイ

アアイイココンンおおよよびびイインンジジーータターー

– スポーツモード
が選択されてい
ることを示しま
す。

– ECOモードが選
択されているこ
とを示します。

– 点灯していると
きは、メンテナ
ンスが必要であ
ることを示して
います。

– メンテナンスに
ついては、認定
Can-Am
Off-roadディー
ラーまたは整備
担当者にご相談
ください。

– トラックキット
作動（装備され
ている場合）。

– フロントディフ
ァレンシャルロ
ック
（Visco-4Lok）
が作動している
ことを示しま
す。
このオプション
が利用可能なと
き。

設設定定
メニュー内を移動するためのボタン
は、LCDディスプレイの左側にあり
ます。

4.5インチデジタルディスプレイ
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1. 上ボタン
2. 下ボタン

セセッットトアアッッププ
下側ボタンを使用してSSEETTTTIINNGGSSを
選択し、ボタンを押したままにして
設定メニューに入ります。

ススピピーードドリリミミッッタターーモモーードド
速度リミッターモードにより、運転
者は希望する最高速度を設定できま
す。

これは、制限速度ゾーンで運転する
ときに便利です。

前進速度を維持するには、オペレー
タはスロットルを押し続けなければ
なりません。

最高速度を設定すると、運転者はス
ロットルを使って、停車状態から設
定された速度の間で速度を変えるこ
とができます。

スロットルを完全に押し込むと設定
速度を超過します。このとき、車速
が速度リミッターの設定ポイント以
下になるまで速度リミッターが一時
的に停止します（アイコンが点滅し
ます）。

一定の速度設定の下で進むため、周
辺の状況に対する十分な注意を維持
することができます。

減速するにはスロットルを放しま
す。

ススピピーードドリリミミッッタターーモモーードドのの起起動動
1. ゲー ジ ス イッ チ を 押 し て
SETTINGSメニューに進みます。

2. SPEED LIMを選択して、下記の速
度を選択します。

単位の選択 表示される情
報

メートル単位
（km/h）

– - - （制限な
し）

– 30 km/h～
100 km/
h（10 km/h
刻み）

ヤードポンド
単位（MPH）

– - - （制限な
し）

– 20 MPH～
65 MPH（5
MPH刻み
）

スピードリミッターインジケー

ター が点灯します。

1. スピードリミッターインジケーター
3. メニューボタンを押したままにし
て選択した速度制限を確定しま
す。

速度リミッターモードの起動に
よって制限されるのは、スロット
ルを押したときの最高速度だけで
す。

前進速度を維持するには、スロッ
トルを押し続けなければなりませ
ん。

スピードリミッター機能を起動す
ると、スロットルを使用して車速
をアイドル速度から設定された速
度までの間で変更できます。

4.5インチデジタルディスプレイ
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ススピピーードドリリミミッッタターーモモーードドのの停停止止
1. スピードリミッターモードを停止
す る に は、 SETTINGS の 中 で
SPEED LIMを選択してから –（制
限なし）を選択します。

メメンンテテナナンンススののリリセセッットト
メンテナンスメッセージをリセット
するには、メンテナンスの手順のセ
クションの「メンテナンスが必要」
メッセージのリセットを参照してく
ださい。

注注記記：： メンテナンスのときにのみ
（エンジンを100時間運転するごと
に）実行可能です。

故故障障ココーードド((FFAAUULLTT CCOODDEESS))
故障コードが1つ以上発生していると
きに利用可能です。

下側ボタンを使用してCCOODDEESSを選択
し、ボタンを押したままにして発生
しているアクティブな故障コードを
確認します。

故障コードは下側表示部にスクロー
ル表示されます。

統統計計情情報報ののリリセセッットト
下側ボタンを使用してRREESSEETT SSTTAATT
を選択し、ボタンを押したままにし
てリセットします。

単単位位のの選選択択
この多機能ゲージは工場でヤードポ
ンド単位に設定されていますが、
メートル単位に変更することができ
ます。

下側ボタンを使用してUUNNIITTSSを選択
し、ボタンを押したままにして単位
を変更します。

時時計計のの設設定定
下側ボタンを使用して、以下のすべ
ての手順を行う必要があります。

1. CCLLOOCCKKを選択して、時刻を調整
します。

2. ボタンを押して時計表示を選択し
ます。

3. ボタンを1秒間押したままにしま
す。

4. ボタンを押して、12時間表示また
は24時間表示を選択します。

5. ボタンを押したままにして選択内
容を確定します。

6. ボタンを押して時の桁を変更しま
す（時の桁が点滅します）。

7. ボタンを押したままにして時の桁
の選択内容を確定します。

8. ボタンを押して分の桁に切り替え
ます（分の桁が点滅します）。

9. ボタンを押したままにして分の桁
の選択内容を確定します。

言言語語のの設設定定
ゲージ表示の言語は変更することが
できます。

利用できる言語とゲージの設定につ
い て は、 認 定 Can-Am Off-Road
ディーラーにお問い合わせくださ
い。

輝輝度度のの設設定定
LCDディスプレイの輝度を調整でき
ます。

下 側 の ボ タ ン を 使 用 し て
BBRRIIGGHHTTNNEESSSS（（輝輝度度））を選択し、
ボタンを押したままにして輝度を変
更します。

下側ボタンを使用して輝度を調整し
た後、ボタンを押したままにして選
択内容を確定します。

4.5インチデジタルディスプレイ
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77..66イインンチチデデジジタタルルデディィススププレレイイ
基基本本機機能能
多多機機能能ゲゲーージジのの説説明明

警警告告
運運転転中中はは、、制制御御ででききななくくななるる場場合合
ががああるるののでで、、表表示示をを調調整整ししなないいでで
くくだだささいい。。

下下側側のの表表示示

DPS

下記の項目を表示させることができ
ます。
– RPM
– 速度統計情報
– エンジン温度
– バッテリー電圧
– 設定
– メッセージ

速度統計情報表示では、最高および
平均速度が表示されます。

左左側側のの表表示示

DPS

左側の表示には以下のものが含まれ
ます：
– 燃料レベルインジケーター
– トリップメーター（A - B）
– オドメーター
– 車両アワーメーター
– DPSインジケーター

右右側側のの表表示示

DPS

右側の表示には以下のものが含まれ
ます：
– エンジン温度
– 時計
– 速度インジケーター

この表示内の速度インジケーター
は、中央の表示が速度以外の情報を
示しているときに作動します。それ
以外の場合は表示されません。

中中央央のの表表示示

DPS

下記の項目を表示させることができ
ます。
– RPM
– 車両速度

トトラランンススミミッッシショョンン位位置置表表示示

DPS

この表示はギヤボックスのギヤポジ
ションを示します。
– P（パーキング）
– R（後進）
– N（ニュートラル）
– H（ハイレンジ）
– L（ローレンジ）
– – （無効なレンジ）
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モモーードド表表示示

DPS

iVTS
TTE

DTE

モードディスプレイの表示

モデル 選択できるモー
ド

X xc – スポーツ
– ECO

その他の全モデ
ル

– スポーツ
– 仕事で使う

電子スロットル制御装備モデルで
は、このスイッチを使用してモード
を切り替えます。

電電子子式式ススロロッットトルル制制御御（（EETTCC））装装備備モモデデルル
1. 走行モードスイッチ

作動時および解除時に、選択された
モードのメッセージが下部表示部に
下記のように表示されます。

走走行行
モモーー
ドド

作作動動時時のの
メメッッセセーー
ジジ

解解除除時時ののメメ
ッッセセーージジ

スポ
ーツ スポーツ Sport OFF

ワー
ク ワーク Work OFF

ECO ECO ECOオフ

中中央央右右側側のの表表示示

DPS

iVTS
TTE

DTE

中央右側の表示には、選択された動
作モードが示されます。
– 2X4
– 4X4
– トラックキット作動
– フロントディファレンシャルロッ
ク（Visco-4Lok）

アアイイココンン 説説明明

2x4アイコン

4X4アイコン

トラックキット
アイコン

フロントディフ
ァレンシャルロ

ック

7.6インチデジタルディスプレイ
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中中央央左左側側のの表表示示

DPS

iVTS
TTE

DTE

中央左側の表示には以下のものが含
まれます。
– メンテナンス時期の到来
– スピードリミッター

イインンジジケケーータターーラランンププ

警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

オレンジ色 -車両機能異常

青色 -ハイビーム

赤色 - エンジン温度が高過
ぎる。

緑色 -ニュートラル

赤 -ブレーキロックレバー
が掛かっている、またはブ
レーキシステムの不具合

RED - バッテリー電圧が低
すぎる、または電気系統の

問題。

赤色 - オイル圧力低下
エンジンがオフのときは常

時オン

警警告告おおよよびび表表示示ラライイトト

オレンジ色 - 低燃料レベ
ル。

オレンジ色
点点灯灯：車両排出ガス制御シ

ステムの不具合。
点点滅滅：エンジンの不具合。
応急帰還モードになりま
す。直ちに車両の整備を
行ってください。

7.6インチデジタルディスプレイ
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アアイイココンンおおよよびびイインンジジケケーータターー -- 多多
機機能能デディィススププレレイイ

アアイイココンンおおよよびびイインンジジーータターー

– スポーツモード
が選択されてい
ることを示しま
す。

– ECOモードが選
択されているこ
とを示します。

– 点灯していると
きは、メンテナ
ンスが必要であ
ることを示して
います。

– メンテナンスに
ついては、認定
Can-Am
Off-roadディー
ラーまたは整備
担当者にご相談
ください。

– トラックキット
作動（装備され
ている場合）。

– フロントディフ
ァレンシャルロ
ック
（Visco-4Lok）
が作動している
ことを示しま
す。
このオプション
が利用可能なと
き。

設設定定
メニュー内を移動するためのボタン
は、ハンドルバー下側のコンソール
上にあります。

セセッットトアアッッププ
メ ニュー ボ タ ン を 使 用 し て
SSEETTTTIINNGGSSを選択し、ボタンを押し
たままにして設定メニューに入りま
す。

メメンンテテナナンンススののリリセセッットト
メンテナンスメッセージをリセット
するには、メンテナンスの手順のセ
クションの「メンテナンスが必要」
メッセージのリセットを参照してく
ださい。

注注記記：： メンテナンスのときにのみ
（エンジンを100時間運転するごと
に）実行可能です。

故故障障ココーードド((FFAAUULLTT CCOODDEESS))
故障コードが1つ以上発生していると
きに利用可能です。

メニューボタンを使用してCCOODDEESSを
選択し、ボタンを押したままにして
発生しているアクティブな故障コー
ドを確認します。

故障コードは下側表示部にスクロー
ル表示されます。

速速度度//回回転転数数
速度と回転数の表示を切り替えるこ
とができます。

メニューボタンを使用してSSPPEEEEDD//
RRPPMMを選択し、ボタンを押したまま
にして速度と回転数の表示を切り替
えます。

7.6インチデジタルディスプレイ
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単単位位のの選選択択
この多機能ゲージは工場でヤードポ
ンド単位に設定されていますが、
メートル単位に変更することができ
ます。

メニューボタンを使用してUUNNIITTSSを
選択し、ボタンを押したままにして
単位を変更します。

ススピピーードドリリミミッッタターーモモーードド
速度リミッターモードにより、運転
者は希望する最高速度を設定できま
す。

これは、制限速度ゾーンで運転する
ときに便利です。

前進速度を維持するには、オペレー
タはスロットルを押し続けなければ
なりません。

最高速度を設定すると、運転者はス
ロットルを使って、停車状態から設
定された速度の間で速度を変えるこ
とができます。

スロットルを完全に押し込むと設定
速度を超過します。このとき、車速
が速度リミッターの設定ポイント以
下になるまで速度リミッターが一時
的に停止します（アイコンが点滅し
ます）。

一定の速度設定の下で進むため、周
辺の状況に対する十分な注意を維持
することができます。

減速するにはスロットルを放しま
す。

ススピピーードドリリミミッッタターーモモーードドのの起起動動
1. ゲー ジ ス イッ チ を 押 し て
SETTINGSメニューに進みます。

2. SPEED LIMを選択して、下記の速
度を選択します。

単位の選択 表示される情
報

メートル単位
（km/h）

– - - （制限な
し）

– 30 km/h～
100 km/
h（10 km/h
刻み）

ヤードポンド
単位（MPH）

– - - （制限な
し）

– 20 MPH～
65 MPH（5
MPH刻み
）

スピードリミッターインジケー

ター が点灯します。

1. スピードリミッターインジケーター
3. メニューボタンを押したままにし
て選択した速度制限を確定しま
す。

速度リミッターモードの起動に
よって制限されるのは、スロット
ルを押したときの最高速度だけで
す。

前進速度を維持するには、スロッ
トルを押し続けなければなりませ
ん。

スピードリミッター機能を起動す
ると、スロットルを使用して車速
をアイドル速度から設定された速
度までの間で変更できます。

7.6インチデジタルディスプレイ
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ススピピーードドリリミミッッタターーモモーードドのの停停止止
1. スピードリミッターモードを停止
す る に は、 SETTINGS の 中 で
SPEED LIMを選択してから –（制
限なし）を選択します。

統統計計情情報報ののリリセセッットト
メニューボタンを使用してRREESSEETT
SSTTAATTを選択し、ボタンを押したまま
にしてリセットします。

時時計計のの設設定定
メニューボタンを使用して、以下の
すべての手順を行う必要がありま
す。

1. CCLLOOCCKKを選択して、時刻を変更
します。

2. ボタンを押して時計表示を選択し
ます。

3. ボタンを1秒間押したままにしま
す。

4. ボタンを押して、12時間表示また
は24時間表示を選択します。

5. ボタンまたはOKボタンを押した
ままにして、選択内容を確定しま
す。

6. ボタンを押して時の桁を変更しま
す（時の桁が点滅します）。

7. ボタンまたはOKボタンを押した
ままにして、選択した時間を確定
します。

8. ボタンを押して分の桁に切り替え
ます（分の桁が点滅します）。

9. ボタンを押したままにして分の桁
の選択内容を確定します。

輝輝度度のの設設定定
LCDディスプレイの輝度を調整でき
ます。

メ ニュー ボ タ ン を 使 用 し て
BBRRIIGGHHTTNNEESSSSを選択し、メニュー
ボタンを押したままにして輝度設定
を選択します。

メニューボタンを使用して輝度を調
整した後、メニューボタンを押した
ままにして選択内容を確定します。

言言語語のの設設定定
ゲージ表示の言語は変更することが
できます。

利用できる言語とゲージの設定につ
い て は、 認 定 Can-Am Off-Road
ディーラーにお問い合わせくださ
い。

DDPPSSモモーードド
下側の表示には、どのDPSモードが
作動しているかを示すことができま
す。

走行に関する調整を参照してくださ
い。

7.6インチデジタルディスプレイ
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燃燃料料

燃燃料料にに関関すするる要要件件
注注意意

新新ししいいガガソソリリンンをを必必ずず使使用用ししまま
すす。。ガガソソリリンンはは放放っってておおくくとと酸酸化化
ししまますす。。酸酸化化すするるとと、、オオククタタンン、、
揮揮発発性性化化合合物物のの損損失失、、おおよよびびガガムム
おおよよびびワワニニススのの蓄蓄積積がが起起ここりり、、燃燃
料料シシスステテムムをを損損傷傷ししかかねねまませせんん。。

アルコールとの燃料の混合は国およ
び地域によって異なります。ご使用
されている車両は推奨される燃料を
使用するために設計されています
が、次のことに注意してください。
– 政府の規制によって定められてい
るアルコール割合を超えるアル
コールを含む燃料を使用すること
は推奨されておらず、もし使用し
た場合、次のような燃料システム
コンポーネントの問題が発生しか
ねません。
– 始動および操作時の困難。
– ゴムまたはプラスチック部品
の老化。

– 金属部品の腐食。
– 内部エンジン部品への損傷。

– ガソリンのアルコール度が政府の
現在の規制を超えていると疑った
場合、燃料漏れまたはその他の燃
料システムの異常がないか常に点
検してください。

– アルコールが混合された燃料は水
分を多く含む車があり、燃料の相
分離につながる恐れがあり、エン
ジンの性能上の問題またはエンジ
ンの損傷を引き起こす可能性があ
ります。

推推奨奨燃燃料料
ガソリンは、次の最低オクタン価が
必要となります。

1000Rエンジン

オクタン価 91の
AKI (R+M)/2、
またはオクタン
価 95の RONを
含んだプレミア
ム無鉛ガソリン

その他のすべて
のエンジン

オクタン価87の
AKI (R+M)/2ま
たはRONオクタ
ン価91の通常の
無鉛ガソリン

10%以下のエタノールを含む無鉛ガ
ソリンを使用してください。

注注意意
他他のの燃燃料料をを試試ししたたりりししなないいこことと。。
不不適適当当なな燃燃料料をを使使用用すするるとと、、エエンン
ジジンンままたたはは燃燃料料シシスステテムムのの損損傷傷をを
招招ききかかねねまませせんん。。

注注意意
EE8855ののララベベルルのの燃燃料料ポポンンププかかららのの
燃燃料料はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささ
いい。。

E15のラベルの燃料の使用は、U.S.
EPA（米国環境保護庁）の規制によ
り禁止されています。
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車車両両へへのの給給油油手手順順
警警告告

–– 燃燃料料はは、、一一定定のの条条件件下下でで可可燃燃性性
おおよよびび爆爆発発性性をを持持ちちまますす。。

–– 裸裸火火をを明明かかりりににししてて燃燃料料レレベベルル
をを確確かかめめるるののはは絶絶対対ににややめめててくく
だだささいい。。

–– 絶絶対対にに近近くくででタタババココをを吸吸っったた
りり、、炎炎やや火火花花をを発発生生ささせせたたりりしし
なないいででくくだだささいい。。

–– 換換気気ののよよいい場場所所でで作作業業ししててくくだだ
ささいい。。

–– 給給油油時時はは、、車車両両をを水水平平面面にに駐駐車車
ししててくくだだささいい。。

1. エンジンを止めます。

警警告告
給給油油前前にに必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししてて
くくだだささいい。。

2. オペレーターと同乗者を車両から
降ろしてください。

警警告告
給給油油中中、、誰誰もも車車両両にに乗乗せせなないいででくく
だだささいい。。給給油油中中にに火火災災やや爆爆発発がが起起
ききたた場場合合、、車車両両にに乗乗っってていいるるとと、、
そそのの場場所所かからら直直ちちにに逃逃げげるるここととがが
ででききなないい可可能能性性ががあありりまますす。。

3. 燃料リザーバーキャップを反時計
回りにゆっくり回して、キャップ
を外します。

1. 燃料タンクキャップ

警警告告
差差圧圧がが感感じじらられれたた（（燃燃料料タタンンクク
キキャャッッププをを緩緩めめるるととききにに笛笛ののよようう
なな音音がが聞聞ここええたた））場場合合、、作作業業をを続続
けけるる前前にに車車両両をを点点検検ままたたはは修修理理しし
ててくくだだささいい。。

4. 給油ノズルをフィラーネックに差
し込んでください。

5. タンクから空気を逃がして燃料が
逆流しないように、燃料をゆっく
り注ぎます。燃料をこぼさないよ
うに注意してください。

6. 燃料がフィラーネックの根元のと
ころまで達したら、給油を止めま
す。燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまま
せせんん。。

警警告告
車車両両をを温温かかいい場場所所にに停停車車すするる前前
にに、、絶絶対対にに燃燃料料タタンンククにに補補充充ししなな
いいででくくだだささいい。。温温度度上上昇昇ににつつれれ
てて、、燃燃料料がが膨膨張張しし流流出出すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。

7. フューエルリザーバーキャップを
時計回りに回して、完全に締め付
けます。

警警告告
車車両両かかららここぼぼれれたた燃燃料料はは必必ずず拭拭きき
取取っっててくくだだささいい。。

燃料
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慣慣ららしし運運転転期期間間

慣慣ららしし運運転転中中のの運運転転
この車両には、10 時間または300 km
（200 mi）の慣らし期間が必要で
す。

エエンンジジンン
慣らし期間中は：
– アクセル全開での運転は避けてく
ださい。

– スロットルレバーをストロークの
3/4以上押さないようにしてくだ
さい。

– 加速を維持し続けるのは避けてく
ださい。

– 巡航速度での長時間の運転は避け
てください。

– エンジンのオーバーヒートを避け
てください。

ただし、短い加速や速度の変動は、
慣らし運転の質を向上させます。

ブブレレーーキキ

警警告告
新新ししいいブブレレーーキキはは、、慣慣ららしし運運転転がが
完完了了ししなないいとと最最大大効効率率でで作作動動ししまま
せせんん。。ブブレレーーキキのの効効率率がが最最適適ででなな
いい場場合合ががああるるたためめ、、注注意意をを余余分分にに
払払っっててくくだだささいい。。
最最初初のの4400～～5500回回ののブブレレーーキキ操操作作でで
はは、、穏穏ややかかににブブレレーーキキををかかけけるるよよ
ううににししててくくだだささいい。。

ベベルルトト
新品のベルトは、50 km（30 mi）の
慣らし運転を必要とします。

慣らし期間中は：
– 激しい加速や減速は避けてくださ
い。

– 貨物のけん引は避けてください。
– 高速での巡航は避けてください。
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基基本本手手順順

電電子子シシスステテムムのの起起動動
スタートボタンを 1 秒弱押して放す
と、
– 下記の場合は、いずれの装置にも
電源を供供給給せせずずにに電装システムが
30秒間オンになります。
– D.E.S.S.キーが取り付けられて
いない、またはイグニッショ
ンキーがOFF位置になってい
る、ままたたはは

– エンジンストップスイッチが
停止位置になっている

– 下記の場合は、装置に10分間電源
を供給します。
– D.E.S.S.キーが取り付けられて
いる、またはイグニッション
キーがON位置になっている、
かかつつ

– エンジンストップスイッチが
動作位置になっている

D.E.S.S.キーまたはイグニッショ
ンキーが取り外されている、ままたた
ははエンジンストップスイッチが停
止位置になっている場合は、30秒
後に電装システムが停止します。

注注意意
電電装装シシスステテムムをを頻頻繁繁にに起起動動ししたた
りり、、電電気気装装置置をを使使用用すするるとと、、ババッッ
テテリリーーをを消消耗耗ししててエエンンジジンンをを始始動動
ででききななくくななるる場場合合ががあありりまますす。。

エエンンジジンンをを始始動動ささせせまますす
シフトレバーをパーキングかニュー
トラルにする必要があります。

注注記記：：
なお、オーバーライドモードでは、
シフトレバーがどの位置であっても
エンジンを始動できます。エンジン
スタートボタンを押している間に、
ブレーキレバーを引き続けるかブ
レーキペダルを踏み続けます。

モデルに応じて
– D.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストに
取り付けます。または、

– キーをイグニッションスイッチに
挿入し、キーをON位置に回しま
す。

エンジンストップスイッチをRUNに
設定します。

エンジンが始動するまで、エンジン
スタートボタンを押し続けます。

エンジンが始動したら、エンジンス
タートボタンを直ちに放します。

注注意意
数数秒秒経経っっててももエエンンジジンンがが始始動動ししなな
いい場場合合はは、、ススタターートト位位置置でで1100 秒秒以以
上上保保持持ししなないいででくくだだささいい。。
トトララブブルルシシュューーテティィンンググののセセクク
シショョンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。
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エエンンジジンンのの停停止止方方法法
警警告告

下下記記のの場場所所でではは車車両両をを停停止止ししなないい
ででくくだだささいい。。
–– 車車両両がが動動きき出出すすおおそそれれががああるる急急
なな傾傾斜斜地地

–– 車車両両のの高高温温部部品品でで火火災災がが生生じじるる
よよううなな場場所所

警警告告
停停車車すするる際際はは必必ずずパパーーキキンンググブブ
レレーーキキををかかけけててくくだだささいい。。

1. 最も平坦な地形を選択します。
2. 車両を完全に停止します。
3. パーキングブレーキをかけます。
4. 車両のエンジンストップスイッチ
を使用して車両を停止します。

5. 車両に応じて次の手順を行ってく
ださい。
– D.E.S.S.ポストからD.E.S.S.
キーを取り外します。また
は、

– イグニッションキーをOFFに
して、イグニッションスイッ
チから取り外します

6. 急な傾斜地に駐車する場合や車両
が荷物を運搬している場合は、輪
止めを使ってホイールをブロック
してください。輪止めがなけれ
ば、岩やレンガを使用してくださ
い。

パパーーキキンンググブブレレーーキキののかかけけ方方
パーキングブレーキは、次の2つの手
順に従ってかけます。

1. 車両が完全に停車してから、シフ
ターレバーをパーキング位置に
し、かつ

2. ブレーキロックレバーをかけま
す。基本コントロールのブレーキ
ロックレバーを参照してくださ
い。

注注記記：：
急な傾斜地に駐車する場合や車両が
荷物を運搬している場合は、輪止め
を使ってホイールをブロックしてく
ださい。輪止めがなければ、岩やレ
ンガを使用してください。

選選択択ししたたギギヤヤのの変変更更
ブレーキをかけて車両を停止し、希
望するシフトレバー位置を選択しま
す。

ブレーキを解除します。

注注意意
選選択択ししたたギギアアをを変変更更すするるととききはは、、
必必ずずブブレレーーキキををかかけけてて車車両両をを完完全全
にに停停止止ししててかかららシシフフトトししててくくだだささ
いい。。ギギヤヤボボッッククススがが損損傷傷すするる恐恐れれ
ががあありりまますす。。

スロットルレバーを徐々に押してエ
ンジン回転数を上げると、CVT（無
段変速機）につながります。

反対に、スロットルレバーを放すと
エンジン回転数が下がります。

基本手順
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特特殊殊なな手手順順
ププララググががかかぶぶっっててししままっったたとと
きき
燃料がかぶってエンジンが始動しな
い場合、この特殊なモードが作動し
て燃料噴射を防ぎ、クランク中にイ
グニッションをカットします。次の
手順に従ってください：

1. シフトレバーをパーキング位置し
ます。

2. キーをD.E.S.S.ポストに取り付け
るか、イグニッションキーをON
位置に回します。

3. スロットルレバーを完全に押し込
んだままにします。

4. エンジンスタートボタンを20秒間
押したままにします。

5. スロットルレバーを放します。
6. スタートボタンを再度押すと、エ
ンジンが始動します。

エンジンが作動しない場合

1. インジェクターの電装コネクター
を抜きます。

2. スパークプラグのキャップ部分を
掃除してから取り外します。

3. スパークプラグを取り外します。
4. エンジンのクランキングを数回
行ってください。

5. 可能であれば新しいスパークプラ
グを取り付けるか、スパークプラ
グをきれいにして乾かしてくださ
い。

6. 前述の手順に従って、エンジンを
始動してください。

やはり同じようにプラグがかぶって
し ま う 場 合 は、 認 定 Can-Am
Off-Roadディーラーにご相談くださ
い。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルにに燃燃料料がが混混入入ししてて
いいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。
混混入入ししてていいるる場場合合ははエエンンジジンンオオイイ
ルルをを交交換換ししててくくだだささいい。。

CCVVTTにに浸浸入入ししたた水水
CVTのドレンプラグは、CVTカバー
の後部にあります。これには左側リ
アフェンダーから手が届きます。

CVTのドレンプラグを点検して、水
があるか確認します。

1. ドレンプラグ
2. スプリングクランプ

注注意意
CCVVTT内内にに水水ががああるる場場合合はは、、ベベルルトト
ががススリリッッププすするる可可能能性性ががあありりまま
すす。。そそのの場場合合、、エエンンジジンンはは加加速速しし
まますすがが車車両両はは動動ききまませせんん。。

水がある場合は、CVTのドレンプラ
グを取り外して水を排出します。

ドレンプラグを取り付けて、スプリ
ングクランプで固定します。

注注記記：：
ホースがCVTカバーニップルに正し
く挿入されているか確認してくださ
い。

注注意意
正正規規CCaann--AAmm OOffff--rrooaaddデディィーーララーー
にに相相談談ししてて、、CCVVTTのの点点検検とと清清掃掃をを
行行っっててくくだだささいい。。

エエアアフフィィルルタターーハハウウジジンンググへへ
のの浸浸水水
左サイドパネルを取り外します。
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エアフィルターハウジングの下にあ
るドレンリザーバーを点検して、水
があるか確認します。

1. エアフィルターハウジングのドレンリザー
バーを清掃する

2. エアフィルターハウジングのドレンリザー
バーを乾燥させる

水がある場合は、クランプを押して
リザーバーを取り外し、エアフィル
ターハウジングから水を排出しま
す。

下記条件のいずれかに該当する場
合、最寄りの認定Can-Am Off-Road
ディーラーまで車両を運搬し、車両
の整備を受けてください。
– 50 ml（2 fl oz (US)）（ドレンリ
ザーバー約5杯分）以上の水がエ
アフィルターハウジングにある場
合。

– ドレンリザーバーに何らかの堆積
物がある場合。

このような場合は、下記事項に関す
る車両の整備が必要です。
– ベント

– CVTエアフィルターの清掃
– CVTのクリーニング
– 燃料タンクブリーザーの交換
– 潤滑の点検および必要に応じて交
換（エンジン、ギヤボックスおよ
びリアファイナルドライブ）

注注意意
車車両両のの整整備備をを行行わわなないいとと、、下下記記のの
ココンンポポーーネネンントト（（たただだししここれれららにに
限限定定さされれなないい））にに回回復復不不能能なな損損傷傷
がが生生じじるる場場合合ががあありりまますす。。
–– エエンンジジンンおおよよびびギギヤヤボボッッククスス
–– 燃燃料料ポポンンププ
–– CCVVTT
–– フフロロンントトデディィフファァレレンンシシャャルル
–– リリアアフファァイイナナルルドドラライイブブ

車車両両がが転転覆覆ししたた場場合合
車両が転覆した、または横に傾いた
ままの場合は、ホイールが下になる
ように車両を戻してください。

車両に損傷がないか点検してくださ
い。

警警告告
車車両両がが損損傷傷ししてていいるる場場合合はは、、絶絶対対
にに運運転転ししなないいででくくだだささいい。。
認認定定CCaann--AAmm OOffff--RRooaaddデディィーーララーー
ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

車両に損傷がない場合は、メンテナ
ンスの手順のセクションを参照して
下記の点検を行ってください。
– エアフィルターハウジングにオイ
ルが溜まっていないか点検しま
す。オイルがある場合は、エア
フィルターとエアフィルターハウ
ジングを清掃します。

– エンジンオイルのレベルを点検
し、必要に応じて補充してくださ
い。

– エンジンクーラントレベルを点検
し、必要に応じて補充してくださ
い。

特殊な手順
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– ギヤボックスオイルのレベルを点
検し、必要に応じて補充してくだ
さい。

– リアファイナルドライブのオイル
のレベルを点検し、必要に応じて
補充してください。

– エンジンを始動します。オイル圧
のランプが点灯している場合は、
直ちにエンジンを停止してくださ
い。認定Can-Am Off-Roadディー
ラーまでお問い合わせください。

車両が転倒したときは必ず、認定
Can-Am Off-Roadディーラーの点検
を受ける必要があります。

車車両両がが水水没没ししたた場場合合のの対対処処
車両が水没した場合は、直ちにエン
ジンを停止してください。

ウィンチなどの電動装置を使用しな
いでください。

認定Can-Am Off-Roadディーラーに
できるだけ早く車両を持ち込む必要
があります。エエンンジジンンをを始始動動ししよようう
ととししなないいででくくだだささいい！！

注注意意
車車両両がが水水没没ししたた場場合合、、適適切切なな始始動動
手手順順にに従従わわなないいとと重重大大なな損損傷傷がが生生
じじまますす。。

車両をできるだけ早く水から引き出
して、下記のことを行ってくださ
い。
– エアフィルターハウジングから水
を抜き取ります。エアフィルター
ハウジングへの浸水のセクション
を参照してください。

– CVTから水を抜き取ります。CVT
に浸入した水のセクションを参照
してください。

注注意意
ででききるるだだけけ早早くく認認定定CCaann--AAmm
OOffff--RRooaaddデディィーーララーーのの整整備備をを受受けけ
るる必必要要ががあありりまますす。。

特殊な手順
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走走行行にに関関すするる調調整整

警警告告
ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは、、車車両両のの
ハハンンドドリリンンググ性性能能にに影影響響をを与与ええるる
可可能能性性ががあありりまますす。。
ササススペペンンシショョンンのの調調整整後後、、必必ずず時時
間間をを取取っってて車車両両にに慣慣れれるるよよううににしし
ててくくだだささいい。。

以下はサスペンションの微調整のガ
イドラインです。

車載工具に含まれているサスペン
ション調整ツールを使用します。

ササススペペンンシショョンン調調整整 –– 工工場場出出
荷荷時時のの設設定定
サスペンションの調整と荷重は、車
両のハンドリング性能や快適性に影
響を与えます。

サスペンション調整の選択は、運転
者の体重、好み、走行速度および
フィールドの状態により変化しま
す。

注注記記：：
工場設定はほぼすべての状況に適し
ています。地上高の増加は車両のハ
ンドリング性に影響することを考慮
してください。

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

スプリングプリロード

AA == ススププリリ
ンンググププリリロロ
ーードド距距離離

850
1000R

64.6 mm
（2.5 in）

650 カム位置
を3にする

リリアアササススペペンンシショョンン

スプリングプリロード

AA == ススププリリ
ンンググププリリロロ
ーードド距距離離

850
1000R

153.3 mm
（6.04
in）

650 カム位置
を3にする

ばばねねププリリロローードド調調節節

警警告告
フフロロンントトままたたははリリヤヤササススペペンンシショョ
ンンのの左左とと右右ののシショョッックク調調整整はは、、必必
ずず同同じじ位位置置ににセセッットトすするる必必要要ががああ
りりまますす。。
片片方方ののシショョッッククののみみをを調調整整すするるここ
ととはは避避けけててくくだだささいい。。
調調整整がが均均等等ででなないいととハハンンドドリリンンググ
性性能能おおよよびび安安定定性性がが損損ななわわれれ、、事事
故故ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。

乗り心地を固めにしたり粗い条件の
場合は、スプリングを短くします。

乗り心地を柔らかめにしたりスムー
ズな条件の場合は、スプリングを長
くします。
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調整カムまたは調整リングを回し
て、スプリングプリロードを調整し
ます。

代代表表例例 –– 調調整整カカムムをを備備ええるるシショョッックク
1. 調整カム
2. 柔らかめの調整
3. 固めの調整

代代表表例例 –– ねねじじ付付きき調調整整部部をを備備ええるるシショョッックク
1. 上部の固定リングを緩めます。
2. それに応じて調整リングを回します。
3. 上部の固定リングを締め付けます。

ダダイイナナミミッッククパパワワーースステテアアリリ
ンンググ（（DDPPSS））ののアアシシスストトレレベベ
ルル調調整整（（DDPPSS装装備備モモデデルル））
ギヤがリバースに入っている場合、
DPSモードは変更できません。

トライモードダイナミックパワース
テアリング（DPS）は、運転者のた

めにステアリング操作の便利なアシ
ストを行います。アシストのレベル
は車両速度や運転者の要望に応じて
自動的に適応し、通常はアシストの
需要が最も高いとされる低速時に最
大の操舵力を発揮します。速度が上
昇するとアシストが次第に少なくな
り、運転者にとって最高の操舵感覚
と精度が維持されます。

アシストは3つのモードから選択でき
ます。最小と最大各モードとも、車
両速度や運転者の要望に自動的に継
続して適応するため、走行時に変更
する必要がありません。これらの
モードは、それぞれの運転者の好み
に合わせてアシストのレベルを設定
するために使用されます。

事前に設定された次の 3 モードから
選択できます。

DDPPSSモモーードド

DPS
MAX.

ステアリングアシスト最
大

DPS
MED.

ステアリングアシスト中
程度

DPS
MIN.

ステアリングアシスト最
小

Visco-4Lokフロントディファレン
シャル装備モデル

4WDLockモードが選択されると、
最適なアシスト機能を発揮するた
めに、自動的に特殊設定が選択さ
れます。

4WDLockモードが選択されている
場合、DPS設定の変更はできませ
ん。

エンジンが動作していないと、多機
能スイッチを使用するDPSモードは
変更できません。この手順を実行す
るには、電気系統を起動するだけで
は不十分です。

走行に関する調整
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どのDPSモードが起動しているかを
確認するには、次のようにします。
– DPSボタンを短く（1秒間）押し
ます。

– 同じボタンを再び押すと、直前の
画面に戻ります。

DPSモードを変更するには、次のよ
うにします。
– どのDPSモードが起動しているか
を確認するには、DPSボタンを短
く（1秒間）押します。

– 別のモードを選択するには、DPS
ボタンを長く（2秒間）押しま
す。望むモードが起動するまで繰
り返します。

注注記記：： また、（所有するモデルに
よって）クラスターの下側ボタンま
たはトリップ/メニュースイッチを長
押しすることで、DPSモードを変更
することも可能です。変更するに
は、エンジンを始動する必要はあり
ませんが、電装システムを起動して
おかなければなりません。

走行に関する調整
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車車両両のの持持ちち上上げげ
リリフフトトにに関関すするる一一般般安安全全情情報報
1. ギヤを4WDモードに入れます。

注注記記：：
エンジンが動作していて、車両が約1
メートル移動した場合、4WDモード
がかかります。

2. シフトレバーをパーキングに入れ
ます。

3. ブレーキをロックします。

1. ブレーキをかける
2. ブレーキをロックする

4. 適切なリフト装置を使用して、車
両を持ち上げます。

警警告告
車車両両をを持持ちち上上げげるる前前にに、、すすべべててのの
車車輪輪ががロロッッククさされれてていいるるここととをを確確
認認ししまますす。。リリフフトト装装置置のの最最大大許許容容
荷荷重重をを超超過過すするる荷荷重重ををかかけけなないいでで
くくだだささいい。。ここののタタイイププのの車車両両をを持持
ちち上上げげるるたためめにに認認可可さされれたた装装置置だだ
けけをを使使用用ししててくくだだささいい。。リリフフトト装装
置置をを使使用用ししてて、、車車両両をを移移動動ささせせなな
いいででくくだだささいい。。使使用用すするる前前にに、、
メメーーカカーーのの警警告告ととイインンスストトララクク
シショョンンをを参参照照ししててくくだだささいい。。

代代表表例例——フフロロンントトリリフフトトポポイインントト

代代表表例例——リリアアリリフフトトポポイインントト

車車両両全全体体ののリリフフトト
1. 適切なリフト装置を使用して、車
両の前部を持ち上げます。

2. 安定点にジャッキスタンドを使用
して、車両を側方から固定しま
す。

1. 車両のフロント
2. フロントリフトポイント
3. 左側安定点
4. 右側安定点
5. リアリフトポイント

3. 車両の後部を持ち上げます。
4. ジャッキスタンドの高さを調整し
ます。
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警警告告
絶絶対対にに、、安安定定点点をを固固定定すするるここととなな
くく、、車車両両のの前前部部とと後後部部をを持持ちち上上げげ
なないいででくくだだささいい。。決決ししてて、、安安定定点点
以以外外ののととこころろでで、、車車両両をを持持ちち上上げげ
なないいででくくだだささいい。。

車両の持ち上げ
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車車両両のの移移送送
牽引または移送サービスにお問い合
わせする場合は、車両を安全に持ち
上げ、ストラップを縛り付けるため
に長物トレーラー、導板またはパ
ワーランプがあるか尋ねてくださ
い。本セクションで記載の通りに車
両を適切に移送してください。

注注意意
ここのの車車両両はは牽牽引引ししなないいででくくだだささ
いい。。牽牽引引すするるとと車車両両のの駆駆動動シシスステテ
ムムにに深深刻刻なな損損傷傷をを与与ええるる恐恐れれががああ
りりまますす。。

注注意意
車車両両をを縛縛りり付付けけるるののににチチェェーーンンのの
使使用用はは避避けけててくくだだささいい——表表面面のの仕仕
上上げげややププララススチチッッククののココンンポポーーネネ
ンントトをを損損傷傷ささせせるる恐恐れれががあありりまま
すす。。

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故、、重重要要部部品品のの損損傷傷
をを防防止止すするるたためめにに
–– 牽牽引引時時はは、、絶絶対対ににウウィィンンチチケケーー
ブブルル//ロローーププをを使使用用ししてて車車両両をを
固固定定ししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを貨貨
物物やや他他のの車車両両にに固固定定ししたた状状態態でで
はは、、絶絶対対にに走走行行ししなないいででくくだだささ
いい。。

–– （（雪雪やや泥泥でで））身身動動ききがが取取れれななくく
ななっったた車車両両をを救救出出すするるたためめだだけけ
ににウウィィンンチチをを使使用用ししててくくだだささ
いい。。

–– 貨貨物物をを引引くく前前にに、、必必ずずウウィィンンチチ
メメーーカカーーののイインンスストトララククシショョンン
をを参参照照ししててくくだだささいい。。

警警告告
すすべべててののシシーートト、、アアククセセササリリーー、、
貨貨物物、、おおよよびび車車内内ににああるる固固定定さされれ
てていいなないい物物ににつついいててはは、、道道路路にに落落
下下ししたたりり、、他他のの車車両両をを危危険険ににささらら
ししたたりりすするるここととががなないいよよううにに、、必必
ずず正正ししくく固固定定すするるかか取取りり外外すすよようう
ににししててくくだだささいい。。

警警告告
ウウィィンンドドシシーールルドドななどどののココンンポポーー
ネネンントトのの損損傷傷をを防防止止すするるたためめ、、必必
ずず車車両両をを前前進進方方向向にに向向けけたた状状態態でで
移移送送ししててくくだだささいい。。移移送送のの際際はは部部
品品をを外外ししててももかかままいいまませせんん。。

警警告告
車車両両ををププララッットトフフォォーームムままたたははトト
レレーーララーーにに載載せせるる前前にに、、下下記記のの安安
全全注注意意事事項項にに従従っっててくくだだささいい。。

安全注意事項

運搬装置

運搬用備品（プラット
フォーム、トレーラ
ー、または平台）は、
車両を安全に支えて移
送するための適切な寸
法と能力を持つもので
なければなりません。

運搬用車
両

運搬用車両の能力や仕
様を超えないでくださ
い。トレーラーまたは
プラットフォームが運
搬用車両のヒッチに正
しく固定されているこ
とを確認してくださ
い。

視界
運転中は常に良好な視
界を確保してくださ
い。

地形

運搬用車両やトレーラ
ーは水平面上になけれ
ばなりません。トレー
ラーや運搬用車両が動
かないよう、輪留めを
使用してください。

ランプ

適切な能力を持つラン
プを、トレーラーまた
はプラットフォームに
固定して使用します。
ランプを急角度にして
使用しないでくださ
い。
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安全注意事項

周囲の人
々

車両を載せるときは、
周囲の人々が車両や牽
引装置の近くにいない
ことを必ず確認してく
ださい。

シートお
よびアク
セサリー

すべてのシート、アク
セサリー、および貨物
については、道路に落
下したり、他の車両を
危険にさらしたりする
ことがないように、必
ず正しく固定するか取
り外すようにしてくだ
さい。

車車両両のの力力をを利利用用ししてて牽牽引引装装置置
にに載載せせるる
車車両両がが自自力力でで上上るるここととががででききるるとときき
はは、、以以下下のの手手順順にに従従っっててくくだだささいい。。

1. 保護具を着用します。
2. ローギヤだけを使用します（装備
されている場合）。

3. 走行中はシートに着席した状態を
維持します。

4. レールまたはプラットフォーム上
の正しい位置にあることを確認し
ます。

5. トレーラーから十分離れた位置か
ら車両を走行させ始め、車両をラ
ンプに対して直進位置に揃えま
す。ランプに近づきながら曲がろ
うとしないでください。ランプに
達したときにリヤホイールの位置
が揃わず、車両が落下する恐れが
あります。

6. フロントホイールをランプにゆっ
くりと上らせ、位置が揃っている
ことを確認します。

7. 車両を後退させ、ランプが固定さ
れていることを確認してから適切
な速度で作業を進めます。

8. 車両をプラットフォームまたはト
レーラー上まで慎重に走行させま
す。十分な速度で、スピンしたり
急加速したりすることのないよう
に上ってください。ランプが動か

ないように、ランプ上にいるとき
は加速しないでください。

9. トレーラーが前方に傾く場合も、
加速させずに車両を単に移動させ
るだけにしてください。

10.車両が上ったら、シフトレバーを
パーキング位置にします。ブレー
キロック機構を作動させます（装
備されている場合）。

車車両両がが自自力力でで上上れれなないい場場合合、、行行
きき過過ぎぎるるリリススククががああるる場場合合、、まま
たたはは何何ららかかのの危危険険なな状状況況がが原原因因
でで自自力力でで上上るるここととががででききなないい場場
合合はは、、ウウィィンンチチをを使使用用ししてて次次のの
よよううにに作作業業をを進進めめまますす。。

ウウィィンンチチをを使使用用ししてて車車両両をを牽牽
引引装装置置上上ままでで引引くく
車車両両がが自自力力でで上上るるここととががででききなないいとと
ききはは、、以以下下のの手手順順にに従従っっててくくだだささ
いい。。

警警告告
他他のの人人のの助助けけをを借借りりまますす。。一一人人がが
車車両両にに乗乗っってて車車両両ののスステテアアリリンン
ググ、、ブブレレーーキキ、、おおよよびびウウィィンンチチのの
ススイイッッチチをを操操作作しし、、ももうう一一人人がが周周
辺辺環環境境やや操操作作のの安安全全性性をを管管理理ししまま
すす。。

警警告告
ウウィィンンチチののフフッッククをを適適切切ななアアンン
カカーーポポイインントトにに安安全全にに取取りり付付けけ可可
能能ででああるるここととをを確確認認ししまますす。。適適切切
なな索索具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。

注注記記：：
車両を安全に始動できる場合は、
バッテリーの消耗を防止するため、
ウィンチ操作時にエンジンをアイド
リングさせておきます。

1. シフトレバーをニュートラル
（N）にします。

2. 車両にウィンチが装備されている
場合は、そのウィンチを使用して
車両をプラットフォームまで移動
させます。

車両の移送
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3. 車両にウィンチが装備されていな
い場合は、以下の手順に従ってく
ださい。

1. ストラップを下側のフロント
バンパーアンカーに取り付け
ます。

2. 牽引車のウインチケーブルに
ストラップを固定します。

3. ウィンチを使って車両を長物
トレーラーに引っ張りこみま
す。

4. シフトレバーをパーキング位置に
します。ブレーキロック機構を作
動させます（装備されている場
合）。

移移送送時時のの車車両両のの固固定定
この車両を輸送するときは、適切な
ストラップを使用してトレーラーま
たはピックアップボックスに車両を
固定します。一般的なロープの使用
は推奨しません。

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故、、重重要要部部品品のの損損傷傷
をを防防止止すするるたためめにに
–– 牽牽引引時時はは、、絶絶対対ににウウィィンンチチケケーー
ブブルル//ロローーププをを使使用用ししてて車車両両をを
固固定定ししなないいででくくだだささいい。。

–– ウウィィンンチチケケーーブブルル//ロローーププをを貨貨
物物やや他他のの車車両両にに固固定定ししたた状状態態でで
はは、、絶絶対対にに走走行行ししなないいででくくだだささ
いい。。

–– （（雪雪やや泥泥でで））身身動動ききがが取取れれななくく
ななっったた車車両両をを救救出出すするるたためめだだけけ
ににウウィィンンチチをを使使用用ししててくくだだささ
いい。。

–– 貨貨物物をを引引くく前前にに、、必必ずずウウィィンンチチ
メメーーカカーーののイインンスストトララククシショョンン
をを参参照照ししててくくだだささいい。。

警警告告
ここのの車車両両をを、、乗乗用用車車ななどどのの車車でで牽牽
引引ししなないいででくくだだささいい。。トトレレーーララーー
をを使使用用ししててくくだだささいい。。ここののウウォォーー
タターーククララフフトトをを直直立立ささせせてて運運搬搬すす
るるののははややめめててくくだだささいい。。車車両両はは通通
常常のの動動作作位位置置（（すすべべててののホホイイーールル
がが床床にに着着いいてていいるる状状態態））ととししててくく
だだささいい。。

下記の手順を必ず行ってください。
– 輸送前に車両にラックから貨物を
降ろします。

– 後方および上方に数回引いて、
シートが所定位置に正しく固定さ
れていることを確認します。

– シフトレバーをパーキング位置に
します。

– ブレーキロックレバーをかけてく
ださい。

– 車両を前側および後ろ側の固定ポ
イントで固定します。

警警告告
すすべべててののシシーートト、、アアククセセササリリーー、、
おおよよびび貨貨物物ににつついいててはは、、道道路路にに落落
下下ししたたりり、、他他のの車車両両をを危危険険ににささらら
ししたたりりすするるここととががなないいよよううにに、、必必
ずず正正ししくく固固定定すするるかか取取りり外外すすよようう
ににししててくくだだささいい。。

前前側側のの固固定定ポポイインントト位位置置

車両の移送
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代代表表的的なな例例
1. 後ろ側の固定ポイント位置

注注意意
車車両両をを他他のの位位置置にに固固定定すするるとと、、車車
両両がが損損傷傷すするる場場合合ががあありりまますす。。

トトレレーーララーーかからら車車両両をを降降ろろすす
警警告告

移移送送中中にに車車両両がが動動いいたた可可能能性性ががああ
りりまますす。。車車両両のの位位置置ががラランンププにに
揃揃っってていいるるここととをを確確認認ししててかからら、、
作作業業をを進進めめててくくだだささいい。。

警警告告
トトレレーーララーーかからら車車両両をを後後退退ささせせるる
ととききはは、、視視認認性性がが著著ししくく低低下下ししまま
すす。。他他のの人人にに手手伝伝っっててももららいい、、安安
全全なな環環境境でであありり位位置置がが正正ししくく揃揃っっ
てていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

車両の移送
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メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル
車両を安全な作動状態に保つために、メンテナンスが非常に重要です。車両
は、メンテナンススケジュールに基づいて整備してください。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナーによる不適
切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否
されることもあります。

定期的な点検を実施し、メンテナンスのスケジュールを守ってください。ススケケ
ジジュューールルどどおおりりににメメンンテテナナンンススをを行行っってていいててもも、、始始業業点点検検はは必必要要でですす。。

最初のメンテナンスの手順として故障コードを確認することは良い習慣であ
り、強く推奨します。

警警告告
メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールルやや手手順順にに従従っってて適適切切にに車車両両をを維維持持ししなないいとと、、
安安全全なな作作動動をを損損ねねまますす。。

EEPPAA規規制制 -- カカナナダダおおよよびび米米国国向向けけ車車両両
修修理理工工場場、、ままたたはは所所有有者者任任意意のの個個人人がが、、排排出出ガガスス制制御御装装置置おおよよびびシシスステテムムのの
メメンンテテナナンンスス、、交交換換、、ままたたはは修修理理を実施できます。これらの手順には、BRP
または認定Can-Am Off-Roadディーラーによるサービスやコンポーネントは必
要ありません。

認定Can-Am Off-Roadディーラーは、車両のサービスに関する高度な知識と
ツールを有していますが、排出ガス関連保証は、認定Can-Am Off-Roadディー
ラーまたはBRPと取引のある工場の使用を条件としていません。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナーによる不適
切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否
されることもあります。

排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関連部品の診断と修理を認定
Can-Am Off-roadディーラーに制限しています。詳細は、保証のセクションに
ある米国EPA排出ガス関連保証を参照してください。
本書の給油セクションに記載されている燃料に関する要件の指示に従ってくだ
さい。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンが広く販売されている
場合でも、米国 EPAはエタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンの使用
を禁止しています。これは、この車両にも適用されています。このエンジン
に、エタノールの含有率が 10 体積%を超えるガソリンを使用すると、排出ガ
ス制御システムを損傷する恐れがあります。

極極端端なな環環境境下下でで運運転転ししたた後後ののおお手手入入れれ
– 車両全体を真水で洗い流してください。
– CVTカバーを清掃します。
– CVTカバーから水を抜きます。カバーを外し、水や泥があれば清掃します。
– エンジンエアフィルターを点検します。水や泥があれば、エンジンエアフィ
ルターハウジングを清掃します。

– ギヤボックス、フロントディファレンシャル、およびリアファイナルドライ
ブのベントホースに水が溜まっていないか目視点検します。水があった場合
は、最寄りの認定Can-Am Off-Roadディーラーまで車両を運搬し、点検と整
備を受けてください。
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– 粉塵や汚れで損傷しないよう、ショックアブソーバーを清掃します。
– ドライブシャフトベローズを清掃します。

過過酷酷なな粉粉塵塵環環境境
車両が下記の条件で使用されている場合は、メンテナンス表内の過過酷酷なな環環境境の
表を参照してください。
– 最大積載量の75%を超えた状態での、貨物の運搬の繰り返し。
– 駆動システムに高い負荷がかかると、ディファレンシャル、ギアボック
ス/トランスミッション、エンジンオイルの寿命が短くなります。これに
より、内部コンポーネントの寿命も短くなります（頻繁に交換しない場
合）。

– 過剰な速度での長時間の走行。

平均的な多目的用途/業務用途よりも高速で使用すると、通常のトレイル用途、
レクリエーション用途、または不定期の多目的用途よりも頻繁にフルード類や
摩耗部品を交換する必要があります。

エエアアフフィィルルタターーののメメンンテテナナンンススガガイイドドラライインン
エアフィルターは走行条件に応じて整備します。

次のような極端にほこりの多い環境では、エアフィルターをより頻繁に整備し
ます。
– 乾燥した砂の上での走行
– 乾燥した土で覆われた路面での走行
– 雪で覆われた路面での走行
– 乾燥した砂利道または類似環境での走行

これらの環境でグループ走行を行うと、エアフィルターのメンテナンス回数が
増えます。

注注記記：：
上記のような状況で車両を使用するときは、雪の堆積を防止するために、アク
セサリーのプレフィルターを使用する必要があります。詳細は認定Can-Am
ディーラーにお問い合わせください。

深深いい泥泥地地//水水場場ででのの使使用用
車両がX mrであるか、深い泥地/水場での使用のためにアクセサリーが装備され
ているかを問わず、この種の使用では、異物が機械コンポーネントに侵入しな
いようにするために、メンテナンスと点検をより頻繁に行う必要があります。

深い泥地や水場で定期的に車両を運転している場合は、メンテナンススケ
ジュールの深い泥地/水場のセクションを参照してください。
運転後は必ず、深い泥地/水場環境で運転した後のお手入れを実施してくださ
い。

深深いい泥泥地地//水水場場環環境境でで運運転転ししたた後後ののおお手手入入れれ
– 車両とそのコンポーネントをきれいな水ですすぐ。
– CVTエアフィルターを清掃する。
– CVTコンパートメントの排出を行い、水や泥があれば清掃する。

メンテナンスのスケジュール
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– エンジンエアフィルターおよびエンジンエアフィルターハウジングを点検し
て清掃する。

– ラジエーターを清掃する。
– ベントホース（燃料タンク、ギヤボックス、フロントディファレンシャルお
よびリアファイナルドライブ）に水が溜まっていないか目視点検する。水が
ある場合は、最寄りのCan-Am off-road正規ディーラーまで車両を運搬し、
ベント関連の主なコンポーネントの点検と整備を受けてください。

– 粉塵や汚れでシールが損傷しないよう、フロントおよびリアショックアブ
ソーバーを清掃する。

– ドライブシャフトベローズとプロペラシャフトヨークまたはブーツを清掃す
る。

メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル
推奨するメンテナンスの間隔は次の表に示す通りです。これに従い、適切なメ
ンテナンスを実施してください。

メンテナンス表の間隔は、次の3つの要因に基づいています。
– 暦時間
– 車両時間：
– オドメーターの表示値

これらの中で早く到達するものを考慮して、メンテナンス時期を決定してくだ
さい。

従うべき基準は、運転習慣によって異なります。例：
– 隔週末に車両を使用して友人とトレール走行を楽しんでいる人は、ほとんど
の場合、オオドドメメーータターーのの表表示示値値に従ってメンテナンス間隔を決定するよう
になります。

– 年間で車両をほぼ使用しない、または（ハンティングやキャンプなどで）数
回しか使用しない人は、ほとんどの場合、暦暦時時間間に従ってメンテナンス間
隔を決定するようになります。

– 車両を毎日使用したり、週末に農作業などの用途で長時間使用したりする人
は、ほとんどの場合、車車両両時時間間に従ってメンテナンス間隔を決定するよう
になります。

重重要要事事項項： 次の表は、最初の3年間のメンテナンス実施概要を示していま
す。これ以降の年については、同じパターンを交互に繰り返してください。

定定期期メメンンテテナナンンスス概概要要
暦年 車両時間 オドメーター 定期メンテナン

ス
1 100 3000 km（1900 mi） AA
2 200 6000 km（3700 mi） AAおよびBB
3 300 9000 km（5600 mi） AA

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境やや泥泥地地//水水場場でで使使用用ししたた場場合合ののメメンンテテナナンン
スス概概要要

暦年 車両時間 オドメーター 過酷な環境や深
い泥地/水場

0.5 50 1500 km（900 mi） AA++
1 100 3000 km（1900 mi） AA++およびAA
1.5 150 4500 km（2800 mi） AA++

2 200 6000 km（3700 mi） AA++、AA、およ
びBB

2.5 250 7500 km（4700 mi） AA++
3 300 9000 km（5600 mi） AA++およびAA

メンテナンスのスケジュール



144

通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB
AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000 kkmm

（（11990000 mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000 kkmm

（（33770000 mmii））走走行行
ごごとと

エアおよび燃料供給
エンジンエアフィルター II、、CC、、LLままたたははRR
空気供給コンポーネントおよび機能（エアボ
ックス、スロットルボディ、ダクト、クラン
プ）*

II,, CC

燃料コンポーネントおよび機能（燃料タンク
キャップ、燃料タンク、ホース、クランプ、
漏れ）*

II

燃料ポンプ圧力 II
ボディ、シャーシおよびアクセサリー
フレームの状態 II
シートラッチ II
ウィンチ II,, CC
エンジンおよび冷却
エンジンオイルとフィルタ RR
バルブクリアランス（暦時間を問わず） II、、AA

スパークプラグ（暦時間を問わず） RR
エンジンシールおよびガスケット II
エンジン冷却コンポーネント（クーラント濃
度、クーラントレベル、ホース状態、クラン
プ、漏れ）*

II、、AA II

エンジンクーラント
RR

5年ごとまたは12,000 km（7,500
mi）走行ごと

ラジエーター CC
排気および排出ガス
燃料タンクベントブリーザーフィルタ
ー（EVAPモデル以外） RR

キャニスターベントプレフィルター（CARB
およびEVAPモデル） RR

排気コンポーネント（ガスケット、パイプ、
マフラー状態、漏れ）* II,, CC

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB
AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000 kkmm

（（11990000 mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000 kkmm

（（33770000 mmii））走走行行
ごごとと

マフラースパークアレスター CC
エキゾーストパイプおよびマフラーエリア周
辺の異物 CC

ブレーキ
ブレーキコンポーネントおよび機能（オイル
レベル、ブレーキパッド、ブレーキディス
ク、キャリパー、ブレーキライン、マスター
シリンダー）*

II、、CC、、LL、、AA

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ

ギヤボックスオイル

RR
最初の3000 km（1900 mi）およ
び6000 km（3700 mi）の走行後に交
換し、以降は定期スケジュールに従っ

てください
ギヤボックスオイル II、、AA RR
フロントディファレンシャルオイル II、、AA RR
リアファイナルドライブ II、、AA RR
タイヤ（摩耗および圧力） II、、AA

ホイールビードロックボルト（装備の場合） 合合
車輪ラグナット 合合
ドライブコンポーネントおよび機能（インプ
ットおよびアウトプットシャフトシール、ド
ライブシャフトベローズ、プロペラシャフト
Uジョイント）*

II,, LL

コントロール
パーキングポジションレバーの動作 II、、AA

スロットルケーブル（装備されている場合） II、、AA、、LL

スロットルの動作 II
無段変速機（CVT）

CVTコンポーネントおよび機能* II,, CC LL
電気式

メンテナンスのスケジュール
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通通常常環環境境でで使使用用ししたた場場合合 AA BB
AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000 kkmm

（（11990000 mmii））走走行行
ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000 kkmm

（（33770000 mmii））走走行行
ごごとと

バッテリー接続部および状態 II,, CC
電子モジュール（故障コードおよび該当のソ
フトウェアの更新） II

電気ハーネスの取り回し II
車両速度センサー CC
コントロールスイッチおよび照明の動作（す
べてのライトの動作、すべてのスイッチの動
作）*

II

ステアリング
ステアリングコンポーネントおよび機能（ス
テアリングコラム、タイロッド）* II

ステアリングコラムハーフブッシング II、、CC、、LL
サスペンション
サスペンションコンポーネントおよび機能（
ショックアブソーバー、球面ベアリング、サ
スペンションアーム、トレーリングアーム
）*

II、、CC、、LL、、TT

スタビライザーバーブッシュ
II、、LL

1000 km（620
mi）ごとを推奨

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄りのディーラーにお問い
合わせください

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごごとと
ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kkmm（（990000

mmii））走走行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000

kkmm（（11990000
mmii））走走行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000

kkmm（（33770000
mmii））走走行行ごご

とと
エアおよび燃料供給

エンジンエアフィルター II、、CC、、LLままたた
ははRR

空気供給コンポーネントおよび機能
（エアボックス、スロットルボデ
ィ、ダクト、クランプ）*

II,, CC

燃料コンポーネントおよび機能（燃
料タンクキャップ、燃料タンク、ホ
ース、クランプ、漏れ）*

II

燃料ポンプ圧力 II
ボディ、シャーシおよびアクセサリー
フレームの状態 II
シートラッチ II
ウィンチ II,, CC
エンジンおよび冷却
エンジンオイルとフィルタ RR
バルブクリアランス（暦時間を問わ
ず） II、、AA

スパークプラグ（暦時間を問わず） RR
エンジンシールおよびガスケット II
エンジン冷却コンポーネント（クー
ラント濃度、クーラントレベル、ホ
ース状態、クランプ、漏れ）*

II、、AA II

エンジンクーラント
RR

5年ごとまたは12,000 km（7,500 mi）走行ごと
ラジエーター CC
排気および排出ガス
燃料タンクベントブリーザーフィル
ター（EVAPモデル以外） RR

キャニスターベントプレフィルタ
ー（CARBおよびEVAPモデル） RR

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごごとと
ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kkmm（（990000

mmii））走走行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000

kkmm（（11990000
mmii））走走行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000

kkmm（（33770000
mmii））走走行行ごご

とと
排気コンポーネント（ガスケット、
パイプ、マフラー状態、漏れ）* II,, CC

マフラースパークアレスター CC
エキゾーストパイプおよびマフラー
エリア周辺の異物 CC

ブレーキ
ブレーキコンポーネントおよび機能
（オイルレベル、ブレーキパッド、
ブレーキディスク、キャリパー、ブ
レーキライン、マスターシリンダ
ー）*

II、、CC、、LL、、AA

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ

ギヤボックスオイル

RR
最初の3000 km（1900 mi）および6000

km（3700 mi）の走行後に交換し、以降は定期
スケジュールに従ってください

ギヤボックスオイル II、、AA RR
フロントディファレンシャルオイル II、、AA RR
リアファイナルドライブ II、、AA RR
タイヤ（摩耗および圧力） II、、AA

ホイールビードロックボルト（装備
の場合） 合合

車輪ラグナット 合合
ドライブコンポーネントおよび機能
（インプットおよびアウトプットシ
ャフトシール、ドライブシャフトベ
ローズ、プロペラシャフトUジョイ
ント）*

II,, LL

コントロール
パーキングポジションレバーの動作 II、、AA

メンテナンスのスケジュール
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過過酷酷なな環環境境でで使使用用ししたた
場場合合 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごごとと
ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kkmm（（990000

mmii））走走行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000

kkmm（（11990000
mmii））走走行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000

kkmm（（33770000
mmii））走走行行ごご

とと
スロットルケーブル（装備されてい
る場合） II、、AA、、LL

スロットルの動作 II
無段変速機（CVT）

CVTコンポーネントおよび機能* II,, CC LL
電気式
バッテリー接続部および状態 II,, CC
電子モジュール（故障コードおよび
該当のソフトウェアの更新） II

電気ハーネスの取り回し II
車両速度センサー CC
コントロールスイッチおよび照明の
動作（すべてのライトの動作、すべ
てのスイッチの動作）*

II

ステアリング
ステアリングコンポーネントおよび
機能（ステアリングコラム、タイロ
ッド）*

II

ステアリングコラムハーフブッシン
グ II、、CC、、LL

サスペンション
サスペンションコンポーネントおよ
び機能（ショックアブソーバー、球
面ベアリング、サスペンションアー
ム、トレーリングアーム）*

II、、CC、、LL 合合

スタビライザーバーブッシュ

II、、LL
1000
km（620

mi）ごとを推
奨

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄りのディーラーにお問い
合わせください

メンテナンスのスケジュール
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メンテナンスのスケジュール



151

深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごごとと
ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kkmm（（990000

mmii））走走行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000

kkmm（（11990000
mmii））走走行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000

kkmm（（33770000
mmii））走走行行ごご

とと
エアおよび燃料供給

エンジンエアフィルター II、、CC、、LLままたた
ははRR

空気供給コンポーネントおよび機能
（エアボックス、スロットルボデ
ィ、ダクト、クランプ）*

II,, CC

燃料コンポーネントおよび機能（燃
料タンクキャップ、燃料タンク、ホ
ース、クランプ、漏れ）*

II

燃料ポンプ圧力 II
ボディ、シャーシおよびアクセサリー
フレームの状態 II
シートラッチ II
ウィンチ II,, CC
エンジンおよび冷却
エンジンオイルとフィルタ II、、AA RR
バルブクリアランス（暦時間を問わ
ず） II、、AA

スパークプラグ（暦時間を問わず） RR
エンジンシールおよびガスケット II
エンジン冷却コンポーネント（クー
ラント濃度、クーラントレベル、ホ
ース状態、クランプ、漏れ）*

II、、AA II

エンジンクーラント
RR

5年ごとまたは12,000 km（7,500 mi）走行ごと
ラジエーター CC
排気および排出ガス
燃料タンクベントブリーザーフィル
ター（EVAPモデル以外） RR

キャニスターベントプレフィルタ
ー（CARBおよびEVAPモデル） RR

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごごとと
ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kkmm（（990000

mmii））走走行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000

kkmm（（11990000
mmii））走走行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000

kkmm（（33770000
mmii））走走行行ごご

とと
排気コンポーネント（ガスケット、
パイプ、マフラー状態、漏れ）* II,, CC

マフラースパークアレスター CC
エキゾーストパイプおよびマフラー
エリア周辺の異物 CC

ブレーキ
ブレーキコンポーネントおよび機能
（オイルレベル、ブレーキパッド、
ブレーキディスク、キャリパー、ブ
レーキライン、マスターシリンダ
ー）*

II、、CC、、LL、、AA

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ

ギヤボックスオイル

RR
最初の3000 km（1900 mi）および6000

km（3700 mi）の走行後に交換し、以降は定期
スケジュールに従ってください

ギヤボックスオイル II、、AA RR
フロントディファレンシャルオイル II、、AA RR
リアファイナルドライブ II、、AA RR
タイヤ（摩耗および圧力） II、、AA

ホイールビードロックボルト（装備
の場合） 合合

車輪ラグナット 合合
ドライブコンポーネントおよび機能
（インプットおよびアウトプットシ
ャフトシール、ドライブシャフトベ
ローズ、プロペラシャフトUジョイ
ント）*

II,, LL

コントロール
パーキングポジションレバーの動作 II、、AA

スロットルケーブル（装備されてい
る場合） II、、AA、、LL

メンテナンスのスケジュール
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深深いい泥泥地地//水水場場 AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

66ヶヶ月月ごごとと
ままたたはは
5500時時間間
ままたたはは
11550000
kkmm（（990000

mmii））走走行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
110000時時間間
ままたたはは
33000000

kkmm（（11990000
mmii））走走行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
220000時時間間
ままたたはは
66000000

kkmm（（33770000
mmii））走走行行ごご

とと
スロットルの動作 II
無段変速機（CVT）

CVTコンポーネントおよび機能* II,, CC LL
電気式
バッテリー接続部および状態 II,, CC
電子モジュール（故障コードおよび
該当のソフトウェアの更新） II

電気ハーネスの取り回し II
車両速度センサー CC
コントロールスイッチおよび照明の
動作（すべてのライトの動作、すべ
てのスイッチの動作）*

II

ステアリング
ステアリングコンポーネントおよび
機能（ステアリングコラム、タイロ
ッド）*

II

ステアリングコラムハーフブッシン
グ II、、CC、、LL

サスペンション
サスペンションコンポーネントおよ
び機能（ショックアブソーバー、球
面ベアリング、サスペンションアー
ム、トレーリングアーム）*

II、、CC、、LL 合合

スタビライザーバーブッシュ

II、、LL
1000
km（620

mi）ごとを推
奨

*実施するメンテナンス作業のリストについては、最寄りのディーラーにお問い
合わせください

メンテナンスのスケジュール
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メメンンテテナナンンスス記記録録
必要に応じて、メンテナンス記録のコピーをBRPにお送りください。

納納入入前前

シリアル番号： 署名（活字体）：

走行距離
（km）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

取り付け手順詳細については、車両のプリデリバリーブリテンを参照してください。

最最初初のの点点検検

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

メンテナンスのスケジュール
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ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メンテナンスのスケジュール

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）： 署名（活字体）：

時間：

日付：

ディーラー番号
：

注意：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイドのメンテナンス情報のセクショ
ンを参照してください。
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メメンンテテナナンンススのの手手順順
このセクションでは、基本的なメン
テナンスの手順を説明します。

メンテナンス手順には複雑なものも
あるため、優れた機械技術が必要に
なります。

これらの手順について自信がない場
合は、認定Can-Am 性能にCan-Am
off-Roadディーラー、修理店または担
当整備士に遠慮なくご相談くださ
い。

警警告告
特特にに指指示示ががなないい限限りり、、エエンンジジンンをを
停停止止ししててキキーーをを取取りり外外ししててかからら、、
メメンンテテナナンンススをを行行うう必必要要ががあありりまま
すす。。

警警告告
ロロッックク装装置置（（ロロッッククタタブブ、、戻戻りり止止
めめフファァススナナーーななどど））のの取取りり外外ししがが
必必要要なな場場合合、、必必ずず新新品品とと交交換換ししてて
くくだだささいい。。

メメッッセセーージジののリリセセッットト：：メメンン
テテナナンンススがが必必要要
1. 下側ボタン（4.5インチデジタル
ディスプレイ）またはメニューボ
タン（7.6インチデジタルディス
プレイ）を使用して、SSEETTTTIINNGGSS
のRREESS MMAAIINNを選択します。

2. ボタンを押したままにして、メン
テナンスメッセージをリセットし
ます。

エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターー
エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターーのの取取りり外外しし

注注意意
エエアアフフィィルルタターーののハハウウジジンンググののいい
かかななるるココンンポポーーネネンントトをを取取りり外外しし
たたりり、、改改造造ししなないいででくくだだささいい。。ささ
ももなないいとと、、エエンンジジンンパパフフォォーーママンン
ススのの低低下下ままたたはは損損傷傷がが起起ここるる可可能能
性性ががあありりまますす。。エエンンジジンンはは、、ここれれ
ららののココンンポポーーネネンントト専専用用にに校校正正ささ
れれてていいまますす。。

1. シートを取り外します。
2. スタッドがグロメットから外れる
まで、コンソール後部を上方向に
持ち上げます。

代代表表的的なな例例
1. コンソール
2. スタッドとグロメット

3. コンソールを後方に引きます。
4. エアフィルターのカバーを取り外
すには反時計回りに回します。

注注記記：：
取り外しが楽なように、ソケットレ
ンチを使用してもかまいません。

1. エアフィルターのカバー

5. エアフィルターのを取り外しま
す。
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エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターーハハウウジジンンググ
のの点点検検おおよよびびドドレレンン
1. 左側パネルを取り外します。
2. エアフィルターハウジングのイン
レットドレンチューブから水を抜
きます。

代代表表的的なな例例
1. エアフィルターハウジングのインレットド
レンチューブ

3. エアフィルターチャンバーの汚れ
を確認します。
– 異物や水がある場合は、掃除
機を使用してエアフィルター
チャンバーを清掃します。

注注意意
圧圧縮縮エエアアををエエアアフフィィルルタターーチチャャンン
ババーー内内にに吹吹きき付付けけなないいででくくだだささ
いい。。

4. エアフィルタードレンチューブを
確認します（チャンバーを清掃し
ます）。

– 異物や水がある場合は、特殊
な手順のセクションを参照し
てください。

– 汚れの元を調べてください。

代代表表的的なな例例
1. エアフィルタードレンチューブ

エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターーのの清清掃掃とと潤潤
滑滑

ペペーーパパーーフフィィルルタターーのの清清掃掃
1. フォームフィルターがペーパー
フィルターから取り除かれている
ことを確認します。

2. ペーパーフィルターから重い粉塵
を叩き落とします。

こうすることで、汚れや粉塵が
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ペーパーフィルターから外れま
す。

注注記記：：
ペーパーフィルターには寿命があり
ます。汚れすぎたり詰まった場合は
交換してください。

注注意意
ペペーーパパーーエエレレメメンントトにに圧圧縮縮エエアアをを
吹吹きき付付けけなないいででくくだだささいい。。ペペーー
パパーーエエレレメメンントトがが損損傷傷しし、、ほほここりり
のの多多いい環環境境でで使使用用すするるとと、、フフィィルル
タターーののろろ過過性性能能がが低低下下すするる可可能能性性
ががあありりまますす。。エエンンジジンンエエアアフフィィルル
タターーがが過過度度にに汚汚れれてていいるるたためめ、、推推
奨奨手手順順にに従従っってて清清掃掃ででききなないい場場合合
はは交交換換ししててくくだだささいい。。

注注意意
ペペーーパパーーフフィィルルタターーをを洗洗浄浄液液でで洗洗
浄浄ししなないいででくくだだささいい。。

フフォォーームムフフィィルルタターーのの清清掃掃
1. エ ア フィ ルタークリーナーを
フォームフィルターの内側および
外側に吹き付けて、メーカーの説
明に従います。

代代表表的的なな例例
2. フォームフィルターを完全に乾燥
させます。

代代表表的的なな例例

注注記記：：
エレメントの汚れがひどい場合は、2
回吹き付けなければならない場合が
あります。

フフォォーームムフフィィルルタターーのの給給油油
1. フィルターに汚れがないことを確
認します。フォームフィルターの
清掃のセクションを参照してくだ
さい。

2. すでに乾燥したフォームフィル
ターにエアフィルターオイルを吹
き付けます。

代代表表的的なな例例
3. 3～5分間放置します。
4. フォームフィルターを吸収布に包
み込み、優しく絞り、ペーパー
フィルターに付着しかねない余分
な油分を取り除きます。これによ
り、フォームフィルターを完全に
オイルで被覆させることを確保で
きます。

5. フォームフィルターをペーパー
フィルターの上に取り付けます。
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代代表表的的なな例例
6. 今後の取り付けおよび取り外しの
容易さを確保するために、フィル
ターのプラスチック本体にわずか
に油を注ぎます。

エエンンジジンンエエアアフフィィルルタターーのの取取りり付付けけ
1. 注油されたフォームフィルターを
ペーパーエアフィルターに取り付
けます。

2. エアフィルターのOリングシール
とプラスチック本体にグリースを
若干塗布します。

3. 取り外しとは逆の手順でエアフィ
ルターを取り付けます。

4. エアフィルターカバーがエアフィ
ルターハウジングに正しくロック
されていることを確認します。
フィルターカバーとハウジングの
図を参照してください。

1. カバー位置の矢印
2. ロック位置
3. ロック解除位置

5. 取り外しとは逆の手順でコンソー
ルを取り付けます。しかし、次の
点に注意を払ってください。
– コンソールの前側タブをス
ロットにそろえてから、コン
ソールを前方に押します。

– その後、スタッドをコンソー
ル後部のグロメットにそろえ
て、スタッドがグロメットに
掛かるまでスタッドを挿入し
ます。

代代表表的的なな例例
1. コンソール
2. スタッドとグロメット

6. シートを再度取り付けます。

CCVVTTエエアアフフィィルルタターー
CCVVTT エエアアフフィィルルタターーのの取取外外しし
1. ラジエーターカバーを取り外しま
す。ラジエーターカバーの取り外
しのセクションを参照してくださ
い。

2. 3つのボルトを取り外してタブを
押し、CVTエアフィルターを取り
外します。
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1. CVTエアフィルター
2. スクリュー
3. タブ

CCVVTTエエアアフフィィルルタターーのの清清掃掃
1. エアフィルタークリーナーをフィ
ルターの内側および外側に吹き付
けて、メーカーの説明に従いま
す。

2. フィルターを完全に乾燥させま
す。

1. CVTエアフィルター

CCVVTT エエアアフフィィルルタターーのの取取りり付付けけ
1. 3つのタブがロックされるまで、
CVTエアフィルターを慎重に押し
ます。

2. ボルトで固定します。規定トルク
で締め付けます。

締め付けトルク

CVTエアフィ
ルターのボル

ト

2.5 ± 0.5 Nm
（22 ± 4
lbf-in）

3. ラジエーターカバーを取り付けま
す。

エエンンジジンンオオイイルル
エエンンジジンンオオイイルルレレベベルルのの確確認認

注注意意
オオイイルルレレベベルルがが不不適適切切ななままままででエエ
ンンジジンン//ギギヤヤボボッッククススをを使使用用すするる
とと、、エエンンジジンン//ギギヤヤボボッッククススにに重重大大
なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。

注注意意
エエンンジジンンがが冷冷ええてていいるるととききににオオイイ
ルルレレベベルルをを確確認認ししててくくだだささいい。。

1. 水平面に車両を置いてください。
2. 異物がエンジン内に入らないよう
に、オイルレベルゲージ部を清掃
します。

代代表表例例 -- エエンンジジンン右右側側
1. ディップスティック

3. ディップスティックを緩めて引き
抜き、オイルを拭き取ります。

4. ディップスティックを取り付けて
完全にねじ込みます。

5. ディップスティックを外してオイ
ルレベルを読み取ります。オイル
レベルが、上側のマークまたはそ
の付近まで達していなければなり
ません。
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代代表表的的なな例例
1. 満タン
2. 給油
3. 動作範囲

オイルレベルが2つのマークの間
にある場合は、オイルレベルゲー
ジを取り付けます。

オイルレベルがレベルゲージの下
側のマークに達していない場合
は、次の手順に従ってオイルを補
充します。
– オイルレベルゲージの穴に
じょうごを入れます。

– 推奨オイルを少量補充し、オ
イルレベルを再度確認しま
す。

– オイルレベルがレベルゲージ
の上側のマークに達するま
で、この手順を繰り返しま
す。

注注意意
燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。
ここぼぼれれたたオオイイルルはは必必ずずふふきき取取っってて
くくだだささいい。。

6. ディップスティックを適切に締め
付けます。

推推奨奨エエンンジジンンオオイイルル
Rotax®エンジンは、XPS®オイルを使
用して開発と検証が行われました。

BRPでは、XPSエンジンオイルまた
は同等の使用を常に推奨していま
す。

エンジンに適さないオイルの使用が
原因で生じた損傷には、BRPの限定
的保証が適用されない場合がありま
す。

XPS推奨エンジンオイル

一般用 5W40合成ブレンド
オイル

低温用 0W40合成オイル
高温用 10W50合成オイル

推奨されるXPSエンジンオイルが
入手できない場合

潤滑油に関する以下の仕様を満た
すかこれを超える4ストロークSAE
エンジンオイルを使用します。

オイルの容器に貼付されているAPI
サービスラベルの分類を必ず確認
し、表示されている規格が含まれ
ていることを必ず確認してくださ
い。
– APIサービス分類SN、または
– JASO MA2。

エエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししまますす。。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルはは非非常常にに熱熱くくななっっ
てていいるる可可能能性性ががあありりまますす。。エエンンジジ
ンンオオイイルルがが若若干干冷冷めめるるままでで待待ちちまま
すす。。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルととオオイイルルフフィィルル
タターーはは同同時時にに交交換換すするる必必要要ががあありり
まますす。。

1. 車両が平面上に停車していること
を確認します。

2. エンジンを通常の動作温度まで暖
めて、エンジンを停止します。
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3. ディップスティックを取り外して
ください。

4. オイルドレンプラグ周辺を清掃し
ます。

5. オイルドレンプラグの下にドレン
パンを置きます。

6. マグネットドレーンプラグを外し
て、ガスケットリングを廃棄しま
す。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルはは非非常常にに熱熱くくななっっ
てていいるる可可能能性性ががあありりまますす。。

1. 磁気ドレンプラグ
2. フレームからアクセス

7. 十分時間をかけて、オイルがエン
ジンおよびオイルフィルターから
流れ出るようにしてください。

8. オイルフィルターを交換します。
エンジンオイルフィルターのセク
ションを参照してください。

9. 磁石付きドレーンプラグに付着し
た金属の切粉や残渣を除去しま
す。

注注意意
ごごみみのの付付着着ははエエンンジジンン内内部部のの損損傷傷
をを示示すすももののでですす。。

10.新品のガスケットリングをマグ
ネットドレンプラグに取り付けま
す。

注注意意
ガガススケケッットトリリンンググはは絶絶対対にに再再使使用用
ししなないいででくくだだささいい。。
必必ずず新新ししいいももののとと交交換換ししててくくだだささ
いい。。

11.マグネットドレンプラグを取り付
け、締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

M12ドレンプラ
グ

20 ± 2 Nm
（15 ± 1
lbf-ft）

M18ドレンプラ
グ

30 ± 2 Nm
（22 ± 1
lbf-ft）

12.推奨オイルを適正レベルまでエン
ジンに補給します。

オイル容量については技術仕様を
参照してください。

13.エンジンを始動して数分間アイド
リングさせます。

14.オイルフィルター部分とオイルド
レンプラグ部分から漏れていない
ことを確認します。

15.エンジンを止めます。
16.しばらく待ってオイルがクランク
ケース内に循環したあとに、オイ
ルレベルを確認します。

17.必要に応じて補給します。
18.現地の環境規制に基づいてオイル
を処分してください。

エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタターー
オオイイルルフフィィルルタターーのの取取りり外外しし
オイルフィルターエリアを清掃しま
す。

オイルフィルターカバーを取り外し
ます。

オイルフィルターを取り外します。
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代代表表的的なな例例
1. オイルフィルタースクリュー
2. オイルフィルターのカバー
3. Oリング
4. オイルフィルター

オオイイルルフフィィルルタターーのの取取りり付付けけ
1. 汚れや他の汚染がないかオイル
フィルターインレットおよびアウ
トレット部を点検し、清掃しま
す。

1. オイルポンプからオイルフィルターに続く
インレットの穴

2. エンジンオイル供給システムに続くアウト
レットの穴

2. 新しい Oリングをオイルフィル
ターカバーに取り付けます。

3. 新しいフィルターをカバーに取り
付けます。

4. エンジンオイルをOリングに、グ
リースをフィルター端部に塗布し
ます。

1. オイル少量
2. オイル少量

注注意意
フフィィルルタターーおおよよびびカカババーーをを取取りり付付
けけるる際際ににOOリリンンググをを挟挟みみ潰潰ささなないい
よよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

5. カバーをエンジンに取り付けま
す。

6. オイルフィルターカバーのねじを
推奨トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

オイルフィル
ターカバーの
スクリュー

10 ± 1 Nm
（89 ± 9
lbf-in）

7. エンジンに零れたオイルはふき
取ってください。

蒸蒸発発排排ガガススシシスステテムムフフィィルル
タターー
蒸蒸発発ガガススシシスステテムムフフィィルルタターーのの交交換換
蒸発ガスシステムフィルターは、
EVAPキャニスターの上部にある左フ
ロントインナーフェンダーの後方に
あります。
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1. EVAPキャニスターサポート上部
にラウンドフィルターを固定して
いる結束バンドを切断します。

2. フィルターを十分引き出し、両
ホースに手が届くようにします。

3. ホースをフィルターに固定してい
るOetikerクランプを切断します。

4. フィルターを取り外し、廃棄しま
す。

5. 新品のOetikerクランプを使用して
新品のフィルターを取り付けま
す。

燃燃料料ベベンントトブブリリーーザザーーフフィィルル
タターー
燃燃料料ベベンントトブブリリーーザザーーフフィィルルタターーのの
交交換換
燃料ベントブリーザーフィルター
は、燃料タンクネックとシートとの
間の、リアフェンダーの下にありま
す。

1. リア右側ホイールアーチ付近にあ
るホースを、フィルターから外し
ます。

2. フィルターを取り外し、廃棄しま
す。

3. 矢印が車両後部を向くように、新
しいフィルターを取り付けます。

4. ホースがしっかり差し込まれてい
ることを確認してください。

ララジジエエーータターー
ララジジエエーータターーのの点点検検とと清清掃掃
1. ラジエーター部に汚れがないか定
期的に確認します。

代代表表的的なな例例
1. ラジエーター

2. ラジエーターカバーを取り外しま
す。ラジエーターカバーの取り外
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しのセクションを参照してくださ
い。

3. ラジエーターとホースに漏れや損
傷がないか点検します。

4. 放熱フィンを点検します。放熱
フィンはきれいで、ラジエーター
の正常な冷却を妨げるような泥や
汚れ、落ち葉などの堆積物が付い
ていない状態でなければなりませ
ん。

5. ラジエータープロテクターを取り
外します。ラジエータープロテク
ターの取り外しのセクションを参
照してください。

1. ひし形プレート
2. 留めネジ

6. 堆積物を手でできるだけ取り除き
ます。付近で散水用のホースを使
用できる場合は、ラジエーター
フィンをすすぎます。

注注意意
放放熱熱フフィィンンがが高高温温ののととききはは、、ララジジ
エエーータターーをを手手でで清清掃掃ししなないいででくくだだ
ささいい。。
ララジジエエーータターーをを冷冷ままししててかからら清清掃掃
ししててくくだだささいい。。

注注意意
清清掃掃時時にに放放熱熱フフィィンンをを損損傷傷ししなないい
よようう注注意意ししててくくだだささいい。。
フフィィンンをを損損傷傷すするるよよううなな物物／／工工具具
をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
フフィィンンはは、、効効率率的的なな冷冷却却をを実実現現すす
るるたためめにに意意図図的的にに薄薄くくししてていいまま
すす。。
ホホーーススをを使使ううととききはは、、低低圧圧でで使使用用
ししててくくだだささいい。。
高高圧圧洗洗浄浄機機をを使使用用ししなないいででくくだだささ
いい。。

7. 認 定 Can-Am Off-Road ディー
ラー、修理店、または担当整備士
に、クーリングシステムの性能点
検を依頼してください。

エエンンジジンンククーーラランントト
エエンンジジンン冷冷却却液液レレベベルルのの検検証証

警警告告
冷冷却却液液レレベベルルはは、、エエンンジジンンがが冷冷めめ
てていいるる状状態態ででチチェェッッククししててくくだだささ
いい。。
エエンンジジンンがが熱熱いいととききにに、、冷冷却却液液をを
冷冷却却シシスステテムムにに注注ぎぎ足足ししててははななりり
まませせんん。。

1. ラジエーターカバーを取り外しま
す。ラジエーターカバーの取り外
しのセクションを参照してくださ
い。

2. 車両が水平になっている状態で、
クーラントレベルはクーラントリ
ザーバーのMINとMAXのマークの
間になければなりません。

20 ℃（68 °F）より低い温度でレ
ベルを確認する場合、MIN.マーク
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より若干低くなる場合がありま
す。

1. エンジンクーラントリザーバー

クーラントをクーラントリザーバー
に追加した場合は、ラジエーター内
のレベルも確認します。

警警告告
ややけけどどをを負負うう危危険険をを避避けけるるたためめ、、
エエンンジジンンががままだだ熱熱いいととききはは圧圧力力
キキャャッッププをを外外ししたたりり、、ククーーラランントト
ドドレレーーンンププララググをを緩緩めめなないいででくくだだ
ささいい。。

頻繁に冷却液を注ぎ足す必要がある
場合、冷却システムに漏れがある
か、エンジンに問題がある可能性が
あります。認定 Can-Am Off-Road
ディーラーまでお問い合わせくださ
い。

カバーを閉じるときに干渉しないよ
うクーラントリザーバーホースが正
しく取り回されていることを確認し
ます。

推推奨奨エエンンジジンン冷冷却却液液

XXPPSS推推奨奨エエンンジジンンククーーラランントト

XPSロングライフプレミッククー
ラント

推奨のXPSエンジンクーラントが
入手できない場合

蒸留水と不凍液の溶液 (蒸留水
50％、不凍液50％)

注注意意
内内燃燃アアルルミミニニウウムムエエンンジジンン専専用用のの
腐腐食食防防止止剤剤入入りりエエチチレレンンググリリココーー
ルル不不凍凍液液をを必必ずず使使用用ししててくくだだささ
いい。。

エエンンジジンンククーーラランントトのの交交換換

警警告告
ややけけどどをを負負うう危危険険をを避避けけるるたためめ、、
エエンンジジンンががままだだ熱熱いいととききはは圧圧力力
キキャャッッププをを外外ししたたりり、、ククーーラランントト
ドドレレーーンンププララググをを緩緩めめなないいででくくだだ
ささいい。。

注注意意
フフロロンントトササーービビススココンンパパーートトメメンン
トトににはは物物をを収収納納ししなないいででくくだだささ
いい。。

1. ラジエーターキャップを押しなが
ら反時計方向に回して取り外しま
す。

代代表表的的なな例例
1. ラジエーターキャップ

2. ウォーターポンプのクーラントド
レンプラグを緩め、クーラントを
適切な容器に抜き取ります。

注注記記：：
クーラントドレンプラグを完全に外
さないでください。
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代代表表例例 -- 11000000RRエエンンジジンン
1. クーラントドレンプラグ
2. ブレーキペダル

代代表表例例 -- 557700、、665500おおよよびび885500エエンンジジンン
1. クーラントドレンプラグ

3. 右側サイドパネルを取り外しま
す。

4. サーモスタットハウジング上側の
ブリードねじを外します。

注注記記：：
ブリードねじにアクセスするため
に、CVTフィルターアウトレットを
取り外します。

1. ブリードねじ

5. システムからクーラントを完全に
抜き取ります。

6. クーラントドレンプラグを取り付
けます。規定のトルクで締め付け
てください。

締め付けトルク

ドレンプラグ
10 ± 1 Nm
（89 ± 9
lbf-in）

7. クーラントがサーモスタットハウ
ジングの穴から出るまで、クーラ
ントをラジエーターに補充しま
す。

8. ブリードねじを取り付けます。
9. ラジエーターへの補充を完了しま
す。

10.クーラントリザーバー内のレベル
を確認し、必要に応じて補充しま
す。

11.ラジエーターキャップを外したま
までエンジンをアイドリングさせ
ます。必要に応じてクーラントを
ゆっくり追加します。

12.このとき、エンジンが通常の動作
温度に達するまで待ちます。

13.スロットルレバーを2～3回押し、
必要に応じてクーラントを追加し
ます。

14.取り外しとは逆の手順でラジエー
ターキャップを取り付けます。

15.漏れがないかすべての接続部を点
検し、リザーバー内のクーラント
レベルを確認します。
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エエキキゾゾーースストトシシスステテムム
排排気気シシスステテムム周周辺辺ののエエリリアアのの清清掃掃

警警告告
排排気気シシスステテムムがが高高温温でで異異物物がが乾乾燥燥
ししてていいるるとと、、堆堆積積ししたた異異物物がが車車両両
火火災災のの原原因因ににななるるここととががあありりまま
すす。。
場場合合にによよっっててはは、、ここのの火火災災にによよりり
重重大大なな物物的的損損害害、、重重傷傷、、ままたたはは死死
亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありり
まますす。。
沼沼地地、、湿湿地地、、ままたたはは枯枯草草やや落落ちち葉葉
ががああるる場場所所でで車車両両をを使使用用ししてていいるる
場場合合はは、、排排気気シシスステテムム周周辺辺ののエエリリ
アアをを頻頻繁繁かかつつ定定期期的的にに清清掃掃ししててくく
だだささいい。。
そそのの他他のの状状況況でではは、、メメンンテテナナンンスス
ススケケジジュューールル要要件件ののととおおりりにに清清掃掃
ししててくくだだささいい。。

注注意意
エエキキゾゾーースストトシシスステテムムがが大大変変高高温温
ににななるるたためめ、、エエンンジジンンをを作作動動ささせせ
たた直直後後ににここのの作作業業をを行行わわなないいででくく
だだささいい。。

1. 車両の後部から、マフラー周りの
エリアを清掃します。

2. シートを取り外します。
3. 左サイドパネルをミドルパネルと
ともに取り外します。

4. 左フロントインナーフェンダーを
取り外します。

5. フロントエキゾーストパイプ周り
のエリア、およびリアエキゾース
トパイプに沿うすべてのエリアを
清掃します。

警警告告
ヒヒーートトシシーールルドドのの下下もも清清掃掃ししまま
すす。。

6. 取り外したすべての部品を再度取
り付けます。

ママフフララーーススパパーーククアアレレススタターーのの清清掃掃
とと点点検検

注注記記：：
スパークアレスターのスクリーン交
換は、損傷時のみ必要です。

注注意意
排排気気シシスステテムムをを冷冷ままししててかからら清清掃掃
とと点点検検をを進進めめまますす。。

1. マフラーカバーを外します。固定
ねじは処分します。

注注意意
ねねじじ類類のの取取りり外外ししににイインンパパククトト
ツツーールルはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

代代表表的的なな例例
1. スクリュー
2. カバー

2. テールパイプ固定ねじを取り外し
て処分します。

代代表表的的なな例例
1. スクリュー
2. テールパイプ
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3. エキゾーストテールパイプ、ガス
ケット（処分）、およびスパーク
アレスターを取り外します。

代代表表的的なな例例
1. スパークアレスター
2. ガスケット
3. エキゾーストテールパイプ

4. ブラシを使ってスパークアレス
ターからカーボン堆積物を取り除
きます。

注注意意
軟軟ららかかいい金金属属ブブララシシをを使使用用しし、、スス
パパーーククアアレレススタターーメメッッシシュュをを損損傷傷
ささせせなないいよようう注注意意ししててくくだだささいい。。

1. スパークアレスターの清掃

5. スパークアレスターのメッシュに
損傷がないか点検します。必要に
応じて取り換えます。

注注記記：：
スパークアレスターのスクリーン交
換は、損傷時のみ必要です。

6. マフラー内のスパークアレスター
チャンバーを点検します。必要に
応じて異物を除去します。

7. 新品のガスケット、テールパイプ
および固定ねじを取り付けます。

8. 固定ねじを使用してマフラーカ
バーを取り付けます。規定のトル
クで締め付けてください。

締締めめ付付けけトトルルクク

テールパイプボ
ルト 11 ± 1

Nm（97 ± 9
lbf-in）カバースクリ

ュー

ギギアアボボッッククスス
ギギヤヤボボッッククススののオオイイルルレレベベルルのの確確認認

注注意意
オオイイルルレレベベルルをを確確認認しし、、必必要要にに応応
じじてて補補充充ししまますす。。
燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。
オオイイルルレレベベルルがが不不適適切切なな状状態態でで使使
用用をを続続けけるるとと、、ギギヤヤボボッッククススにに重重
大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。
ここぼぼれれたたオオイイルルはは必必ずずふふきき取取っってて
くくだだささいい。。

1. 車両を平面に停車します。
2. NEUTRALポジションを選択しま
す。

3. パーキングブレーキをかけます。

注注記記：：
エンジンが冷めて作動していないと
きにギヤボックスのオイルレベルを
確認します。

4. ギヤボックスのオイルレベルプラ
グを取り外します。

メンテナンスの手順



177

代代表表的的なな例例
1. ドレンプラグ
2. オイルレベルプラグ

5. レベルを確認します。オイルは、
オイルレベル穴の下側と同じ高さ
である必要があります。

6. 必要に応じて、ギヤボックスのオ
イルがオイルレベル穴から流れ出
すまで補充します。

推推奨奨ギギヤヤボボッッククススオオイイルル
XPS オイルは、このギアボックスの
潤滑要件を満たすために特別に配合
されています。BRP では、この XPS
オイルの使用を強く推奨していま
す。

XXPPSS推推奨奨ギギヤヤボボッッククススオオイイルル

XPS 75W140合成ギヤオイル

推奨のXPSギヤボックスオイルが
入手できない場合

潤滑油に関する以下の仕様を満た
すかこれを超えるギヤボックスオ
イルを使用します。
– 75W 140 API GL-5 合成ギアオ
イル

注注意意
整整備備時時にに、、別別ののタタイイププののオオイイルルをを
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの交交換換

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの抜抜きき取取りり
1. 車両が平面上に停車していること
を確認します。

2. エンジンを通常の動作温度まで暖
めて、エンジンを停止します。

注注記記：： エンジンのアイドリングでは
不十分であるため、車両のギヤボッ
クスを作動させる必要があります。

3. ドレンプラグとレベルプラグの周
辺を清掃します。

注注意意
ギギヤヤボボッッククススおおよよびびギギヤヤボボッッククスス
オオイイルルはは、、非非常常にに高高温温ににななるるこことと
ががあありりまますす。。

1. ドレンプラグ
2. オイルレベルプラグ

4. ドレンプラグとレベルプラグの下
にドレンパンを置きます。

5. マグネット式ドレンプラグを取り
外します。

6. シーリングリングを廃棄します。
7. オイルレベルプラグとそのOリン
グを取り外します。

8. ギヤボックスからオイルを完全に
抜くため、左フットレストの下に
ジャッキを置き、車両を右側に傾
けます。

9. ギヤボックスからオイルが流れ出
るまで待ちます。

10.ギヤボックスが空になったら、ド
レンプラグを取り付けて車両を地
面に降ろします。

11.磁石付きドレーンプラグに付着し
た金属の切粉や残渣を除去しま
す。

注注意意
ごごみみのの付付着着ははギギヤヤボボッッククスス内内部部のの
損損傷傷をを示示すすももののでですす。。
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12.新品のシーリングワッシャーをマ
グネットドレンプラグに取り付け
ます。

注注意意
シシーーリリンンググワワッッシシャャーーはは絶絶対対にに再再
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
必必ずず新新ししいいももののとと交交換換ししててくくだだささ
いい。。

13.マグネットドレンプラグを取り付
け、締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

磁気ドレンプラ
グ

20 ± 2 Nm
（15 ± 1
lbf-ft）

14.現地の環境規制に基づいてオイル
を処分してください。

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの補補充充
1. オイルレベルプラグを外した状態
で、オイルが穴の下側に達するま
で、オイルレベル穴から推奨ギヤ
ボックスオイルを充填します。

2. オイルレベルプラグをOリングと
ともに取り付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

オイルレベル
プラグ

5 ± 0.6 Nm
（44 ± 5 lbf-in）

ススパパーーククププララググ
ススパパーーククププララググのの取取りり外外しし
1. パネルを取り外し、スパークプラ
グ部分に手が届くようにします。

2. スパークプラグケーブルを外しま
す。

3. スパークプラグを1回転回して緩
めます。

4. 可能な場合は、圧縮エアでスパー
クプラグとシリンダーヘッドを清
掃します。

5. スパークプラグソケットを使用し
てスパークプラグを完全に緩め
て、取り外します。

右右側側——リリアアシシリリンンダダーー
1. スパークプラグ

左左側側——フフロロンントトシシリリンンダダーー
1. スパークプラグ

ススパパーーククププララググのの取取りり付付けけ
1. 取り付ける前に、シリンダーヘッ
ドやスパークプラグの接触面に汚
れが付いていないことを確認しま
す。

2. 隙間ゲージを使用して、技術仕様
に記載されているように電極
ギャップを設定します。

3. 潤滑剤をスパークプラグのねじ部
に少量塗布して、焼き付きを防止
します。

銅銅ベベーーススのの焼焼きき付付きき防防止止潤潤滑滑剤剤
4. スパークプラグをシリンダーヘッ
ドに手でねじ込み、トルクレンチ
と適切なソケットを使用して締め
付けます。

注注意意
ススパパーーククププララググをを締締めめ付付けけすすぎぎなな
いいででくくだだささいい。。エエンンジジンンがが損損傷傷すす
るる場場合合ががあありりまますす。。
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締締めめ付付けけトトルルクク

850
1000R

11 ± 1 Nm
（97 ± 9 lbf-in）

CCVVTT カカババーー
一部のイラストは、分かりやすいよ
うにエンジンが車両から取り除かれ
た状態で表示されています。手順の
中には、実行する際にエンジンを車
両から取り外す必要がないものもあ
ります。

警警告告
決決ししててエエンンジジンン作作動動中中ににCCVVTT ににはは
触触れれなないいででくくだだささいい。。
CCVVTT カカババーーをを取取りり外外ししたた状状態態でではは
絶絶対対にに車車両両をを運運転転ししなないいででくくだだささ
いい。。

注注意意
エエンンジジンンがが冷冷めめててかかららカカババーーをを取取
りり外外ししててくくだだささいい。。

注注意意
ここののCCVVTT ににはは潤潤滑滑剤剤はは塗塗布布さされれてて
いいまませせんん。。
ドドラライイブブププーーリリーーベベアアリリンンググ以以外外
ののココンンポポーーネネンントトににはは絶絶対対にに潤潤滑滑
剤剤をを塗塗布布ししなないいででくくだだささいい。。

CCVVTTカカババーーへへののアアククセセスス
CVTカバーは車両の左側にありま
す。

次の部品を取り外します。
– 左側パネルおよび拡張パネル
– 左側フットボードパネル

代代表表的的なな例例
1. CVT カバー

CCVVTT カカババーーのの取取外外しし
1. CVTカバーのインレットおよびア
ウトレットエアクーリングダクト
を切り離します。

2. すべてのCVTカバー固定ボルトを
取り外します。

3. 取り外し作業の間カバーを支えて
おくため、中央上部のねじは最後
に取り外します。

注注意意
CCVVTT カカババーーボボルルトトをを取取りり外外そそううとと
ししてて、、イインンパパククトトツツーールルをを使使用用しし
なないいででくくだだささいい。。

4. CVT カバーとそのガスケットを取
り外します。

1. CVTカバーボルト
2. CVT カバー
3. ガスケット

CCVVTT カカババーーのの取取りり付付けけ
1. カバーをエンジンに配置します。
2. 中央上部のねじを最初に取り付け
ます。
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注注意意
CCVVTTカカババーーボボルルトトのの取取りり付付けけににイイ
ンンパパククトト工工具具をを使使用用ししなないいででくくだだ
ささいい。。

3. 次の順序に従って、CVT カバーボ
ルトを締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

CVTカバー
ボルト

7 ± 0.8 Nm
（62 ± 7 lbf-in）

4. インレットおよびアウトレットエ
アクーリングダクトを取り付けま
す。

ドドラライイブブベベルルトト
ドドラライイブブベベルルトトのの点点検検
1. ドライブベルトに割れ、ほころ
び、または異常な摩耗がないか点
検します。必要に応じて交換しま
す。

2. コードレベルでドライブベルト幅
を確認します。ベルトが仕様範囲
外であれば交換します。

ドライブベルトの幅

使用限度 30 mm
（1.181 in）

1. 駆動ベルト
2. ドライブベルト内のコード

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり外外しし

注注意意
ドドラライイブブベベルルトトにに不不具具合合がが生生じじたた
場場合合はは、、CCVVTT、、カカババーー、、ドドレレンンリリ
ザザーーババーーおおよよびびエエアアアアウウトトレレッットト
をを必必ずず清清掃掃しし、、異異物物ががなないいかか点点検検
ししててくくだだささいい。。

1. CVTカバーを取り外します。
2. ドリブンプーリーを開きます。

ププーーララーー//ロロッックク用用工工具具

((552299003366009988))

3. ドリブンプーリーのねじ付き穴に
工具をねじ込んで締め付け、プー
リーを開きます。

1. プーラー/ロック用工具
2. ドリブンプーリーの固定シーブ

4. ベルトを、固定シーブの上端の上
をスライドさせて取り外します。
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ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外し手順の逆です。
次の点に注意を払ってください。

ドライブベルトを適切な回転方向で
取り付けると、ドライブベルトの寿
命が最長になります。

1. ベルトの矢印が上から見たときに
車両前方を指すように、ドライブ
ベルト取り付けてください。

1. ベルトの矢印
2. ドライブプーリー（フロント）
3. ドリブンプーリー（リヤ）
4. 回転方向

2. ドライブベルトの外面にある歯の
一番低い部分が、ドリブンプー
リーの端部と面一になるまで、ド
リブンプーリーを回します。

1. 歯の一番低い部分がドライブベルト外面と
面一になっている状態

ドドラライイブブおおよよびびドドリリブブンンププーー
リリーー
ドドラライイブブおおよよびびドドリリブブンンププーーリリーーのの
点点検検
この点検は、メンテナンス、修理、
または交換を行う認定 Can-Am
Off-Road ディーラー、修理店または
担当整備士が実施しなければなりま
せん。

ドドラライイブブププーーリリーー
ドライブプーリーのスライディング
シーブのブッシングとローラーを点
検し、摩耗した部品を交換します。

ドドリリブブンンププーーリリーー
ドリブンプーリーのスライディング
シーブのブッシング、およびカムの
ブッシングを点検し、摩耗した部品
を交換します。

ババッッテテリリーー
注注意意

車車両両にに取取りり付付けけたたままままでで絶絶対対にに
ババッッテテリリーーをを充充電電ししなないいででくくだだささ
いい。。

これらの車両にはVRAバッテリー
（Valve Regulated Lead Acid、「制
御弁式鉛蓄電池」）が搭載されてい
ます。これはメンテナンスフリーの
バッテリーであり、電解液レベルを
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調整するために水を追加する必要が
ありません。

注注意意
ババッッテテリリーーシシーーリリンンググキキャャッッププをを
取取りり外外ささなないいででくくだだささいい。。

ババッッテテリリーーのの取取りり外外しし
1. 最初に黒（-）のケーブルを、そし
て赤（-）のケーブルを外します。

注注意意
最最初初にに黒黒のの（（--））ババッッテテリリーーケケーーブブ
ルルをを外外ししまますす。。

2. 固定ボルトとバッテリー固定スト
ラップを取り外してから、バッテ
リーをフレームから引き出しま
す。

1. バッテリー固定ストラップ
2. 留めネジ

ババッッテテリリーーのの清清掃掃
1. 重曹と水の溶液で、バッテリー、
バッテリーケース、ケーブルおよ
びバッテリーポストを清掃しま
す。

2. 硬いワイヤーブラシを使ってバッ
テリーケーブルターミナルおよび

バッテリーポストの腐食を取り除
きます。

ババッッテテリリーーのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外しと逆の順序で行
います。

注注意意
必必ずず赤赤のの（（++））ババッッテテリリーーケケーーブブルル
をを最最初初にに接接続続ししまますす。。

ヒヒュューーズズ
ヒヒュューーズズのの位位置置
メインヒューズボックスは、ゲージ
サポートの下にあります。

注注記記：：
ヒューズボックスカバーの内部を確
認して、ヒューズの位置を把握しま
す。

次のヒューズのホルダーは、右側パ
ネル後部の後方にあります。

バッテリー/電圧
レギュレーター
ヒューズ

40 A

DPSヒューズ 40 A

メメイインンヒヒュューーズズボボッッククスス詳詳細細
電電子子式式ススロロッットトルル制制御御（（EETTCC））装装備備モモデデルル
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いいえ。 説明 定格

RY1 冷却ファンリレー —

RY2 メインリレー —

RY3 ライトリレー —

RY5 アクセサリリレー —

RY6 ブレーキリレー —

F1 スタートスイッチ/クラ
スター 10A

F2 ライト 30A

F3 ACC 1 20A

F4 ACC2 20A

F5
燃料ポンプ/インジェク
ター/イグニッションコ

イル/EVAP
10A

F6
クラスター/リレー/
DPS/スピードリミッタ

ー
10A

F7 ブレーキライト/テール
ライト 10A

F8 D.E.S.S/ECM 10A

F9 2WD／4WD 10A

F12 クーリングファン
（リセット可能） 25A

ラライイトト
注注意意

必必ずずDD..EE..SS..SS..ポポスストトかかららDD..EE..SS..SS..
キキーーをを取取りり外外すすかか、、イイググニニッッシショョ
ンンススイイッッチチををOOFFFF位位置置ににししててかか
らら、、不不具具合合ののああるるババルルブブをを交交換換しし
ててくくだだささいい。。

取り換え後に必ずライトの動作を確
認します。

ヘヘッッドドラライイトトババルルブブのの交交換換
この車両は、ヘッドライトバルブの
交換が不要です。この車両には、
LED（発光ダイオード）ヘッドライ
トが装備されています。この技術
は、非常に信頼性が高いことが証明
されています。

作動しない場合は、認定Can-Am
Off-Roadディーラー、修理店または
担当整備士に確認してもらってくだ
さい。
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ヘヘッッドドラライイトトビビーームムのの光光軸軸調調整整
1. 通常使用するように車両を始動さ
せます。

2. 一番目の図のように、テスト面
（壁またはスクリーン）の前5 m
（16 ft）の位置に車両を配置しま
す。

3. 各ヘッドライトの中心から地面ま
での距離（ハイビームおよびロー
ビーム）を測定します。

4. それぞれの測定高さ（一方はハイ
ビームの高さ、もう一方はロー
ビームの高さ）を通る、地面と平
行なラインを試験面まで引きま
す。

ロービームの中心が、仕様に従っ
てテスト面まで引かれた当該水平
中心線よりも50 mm（2 in）下下にに
ある場合、ロービームの光軸は正
確です。

ハイビームの中心（焦点）が、仕
様に従ってテスト面まで引かれた
当該水平中心線よりも40 mm
（1.57 in）下下ににある場合、ハイ
ビームの光軸は正確です。

注注記記：： ヘッドライトは、垂直方向の
みの調整が可能です。

代代表表的的なな例例
1. ライトビームの中心

A. 5 m（16 ft）
B. ビーム光軸の仕様

代代表表的的なな例例
1. ヘッドライト中心線
2. ライトビームの中心

5. 調整するには調整ねじを回しま
す。

テテーールルラライイトトババルルブブのの調調整整
テールライトを反時計方向に回し
て、テールライトハウジングから取
り外します。

テールライトをその位置から引き抜
きます。

バルブからコネクターを外します。
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ライトバルブを反時計方向に回し
て、テールライトから外します。

バルブソケットをテールライトから
取り外します。

取り付けは取り外しと逆の順序で行
います。

ドドラライイブブシシャャフフトトベベロローーズズおお
よよびびププロロテテククタターー
ドドラライイブブシシャャフフトトベベロローーズズおおよよびびププ
ロロテテククタターーのの点点検検
ドライブシャフトプロテクターとベ
ローズの状態を目視点検します。

プロテクターに損傷やシャフトとの
擦れがないか確認します。

ベローズに亀裂、裂け、グリース漏
れなどがないか確認します。

必要に応じて損傷した部品を修理ま
たは交換します。

代代表表例例 -- 車車両両前前部部
1. ドライブシャフトベローズ
2. プロテクター

代代表表例例 -- 車車両両後後部部
1. ドライブシャフトベローズ
2. プロテクター

ホホイイーールルベベアアリリンンググ
ホホイイーールルベベアアリリンンググのの点点検検
1. 水平面に車両を置いてください。
2. パーキングブレーキをかけます。
3. 車両を持ち上げ、支えます。
4. 車両をジャッキスタンドに固定し
ます。

5. 上端からホイールを押し引きし
て、遊びを確認します。

6. 異常な遊びがある場合は、認定
Can-Am Off-Roadディーラーにご
相談ください。

代代表表的的なな例例
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ホホイイーールルおおよよびびタタイイヤヤ
タタイイヤヤ空空気気圧圧

警警告告
タタイイヤヤ空空気気圧圧はは、、車車両両ののハハンンドドリリ
ンンググ性性能能おおよよびび安安定定性性にに大大ききくく影影
響響ししまますす。。
タタイイヤヤのの空空気気圧圧がが不不十十分分なな場場合合はは
タタイイヤヤがが収収縮縮すするる原原因因ととななりり、、ホホ
イイーールルをを中中心心にに回回転転すするる場場合合ががああ
りりまますす。。
過過度度のの圧圧力力はは、、タタイイヤヤのの破破裂裂ににつつ
ななががるる可可能能性性ががあありりまますす。。常常にに推推
奨奨圧圧力力にに従従っっててくくだだささいい。。
タタイイヤヤ空空気気圧圧をを絶絶対対にに最最低低圧圧力力未未
満満ににししなないいででくくだだささいい。。タタイイヤヤがが
リリムムかからら外外れれるる原原因因ととななりりまますす。。

車両を使う前にタイヤが冷冷たたいい状態
で空気圧を確認します。タイヤ圧
は、温度と高度で変化します。これ
らの条件のうちひとつでも変更した
場合は、圧力を再確認します。

適切なタイヤの空気圧については、
タイヤ圧力と最大荷重のラベルを参
照してください。

注注記記：：
タイヤはオフロード専用に設計され
たものですが、パンクする可能性が
あります。そのため、タイヤゲー
ジ、空気入れ、および修理キットを
携行するよう推奨します。

タタイイヤヤのの点点検検
タイヤに損傷や摩耗がないか確認し
ます。必要に応じて交換します。

警警告告
タタイイヤヤのの位位置置はは交交換換ししなないいででくくだだ
ささいい。。フフロロンントトタタイイヤヤととリリアアタタイイ
ヤヤははササイイズズがが異異ななりりまますす。。左左側側おお
よよびび右右側側ののタタイイヤヤののトトレレッッドドパパ
タターーンンはは、、方方向向性性がが異異ななっってていいまま
すす。。

タタイイヤヤのの交交換換
タ イ ヤ の 交 換 は、 認 定 Can-Am
Off-Roadディーラー、修理店または
担当整備士に依頼してください。

警警告告
元元ののタタイイヤヤとと同同じじ種種類類おおよよびびササイイ
ズズののタタイイヤヤととののみみ交交換換ししまますす。。
一一方方向向ススレレッッドドパパタターーンンののタタイイヤヤ
のの場場合合はは、、タタイイヤヤがが正正ししいい方方向向にに
回回転転すするるよようう取取りり付付けけまますす。。
タタイイヤヤはは、、熟熟練練ししたた整整備備士士ががタタイイ
ヤヤ業業界界のの基基準準とと工工具具にに基基づづいいてて交交
換換すするる必必要要ががあありりまますす。。

ホホイイーールルのの取取外外しし
1. 水平面に車両を置いてください。
2. パーキングブレーキをかけます。
3. ラグナットを緩めてから車両を持
ち上げます。

4. 車両をジャッキスタンドに固定し
ます。

5. ラグナットを取り外してからホ
イールを取り外します。

ホホイイーールルのの取取付付けけ
場合によっては、今後の取り外しを
容易にするために、ホイールラグ
ナットを取り外して焼き付き防止剤
を塗布する必要があります。これ
は、車両を塩水環境や泥地で使用す
るときに特に重要です。一度に1つの
ナットを取り外し、潤滑してから再
度締め付けます。

1. ねじ部に焼き付き防止潤滑剤を塗
布してください。

ロロッッククタタイイトト776677 ((焼焼けけ付付きき防防止止
潤潤滑滑材材))

2. タイヤが一方向性のものである場
合は、タイヤの回転に合わせてホ
イールを取り付けてください。

3. ラグナットを対角順に慎重に締め
付けてから、規定のトルクで締め
付けます。
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注注意意
必必ずずホホイイーールルにに対対ししてて推推奨奨さされれてて
いいるるホホイイーールルララググナナッットトをを使使用用しし
まますす。。
異異ななるるホホイイーールルララググナナッットトをを使使用用
すするるとと、、リリムムままたたははススタタッッドドがが損損
傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

締め付けトルク

ホイールラグ
ナット

80 ± 5 Nm
（59 ± 4
lbf-ft）

ホホイイーールルビビーードドロロッッククのの点点検検

ホホイイーールルビビーードドロロッッククのの締締めめ直直しし

注注意意
ビビーードドロロッッククののねねじじのの取取りり付付けけにに
イインンパパククトトレレンンチチはは使使用用ししなないいでで
くくだだささいい。。イインンパパククトトレレンンチチをを使使
用用すするるととねねじじがが損損傷傷すするる、、ままたたはは
ねねじじ山山がが潰潰れれるるリリススククがが高高くくななりり
まますす。。

1. 下記の締め付け順に従って、すべ
てのボルトを規定トルクで締め付
け直します。

締締めめ付付けけトトルルクク

ビードロッ
クボルト

11 ± 1 Nm
（97 ± 9 lbf-in）

代代表表例例 -- 最最後後のの締締めめ付付けけ順順序序
2. ビードロッククランプリングの圧
力を均一にするために、一一度度にに数数
回回ずずつつボルトを締めます。

注注記記：：
ビードロックのクランプリングがタ
イヤビードに合うようにわずかに撓
むのは正常な反応です。

ホホイイーールルビビーードドロロッッククギギャャッッププのの検検
証証
1. タイヤとビードロッククランプリ
ング間のギャップを確認します。
ギャップはリング全周で均一なは
ずです。

代代表表的的なな例例
1. タイヤとリング間のギャップ

ギャップが不適切な場合は、ビー
ドロックホイールへのタイヤの取
り付けのセクションを参照してく
ださい。

ビビーードドロロッッククホホイイーールルににママウウンントトささ
れれたたタタイイヤヤ
1. ビードロックの反対側で、タイヤ
取り付け用潤滑剤をタイヤとホ
イールのインナービードに塗布し
て、空気を入れたときに正しく接
するようにします。

2. インナービードをノーマルなどの
ホイールに取り付けます。

3. タイヤを、ビードロックインナー
リングのショルダー部に配置し
て、タイヤの中心位置を合わせま
す。

4. すべてのビードロックスクリュー
を手で取り付けます。斜めにねじ
込まないようにしてください。
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注注意意
ビビーードドロロッッククののねねじじのの取取りり付付けけにに
イインンパパククトトレレンンチチはは使使用用ししなないいでで
くくだだささいい。。イインンパパククトトレレンンチチをを使使
用用すするるととねねじじがが損損傷傷すするる、、ままたたはは
ねねじじ山山がが潰潰れれるるリリススククがが高高くくななりり
まますす。。

代代表表的的なな例例
5. 次の順序およびトルクでビード
ロックねじを締め付けます。

注注記記：：
ビードロッククランプリングに均一
に圧力がかかるように、ねじを一度
に数数回回転転ずずつつ締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ビードロッ
クボルト（
最初の順序

）

3 ± 1 Nm
（27 ± 9 lbf-in）

代代表表例例 -- 締締めめ付付けけ順順序序
6. この時、タイヤがホイールの中心
にあるか確認します。必要に応じ
て位置を正します。

7. ビードロックのねじを22度度目目のト
ルクで同じ順序で締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ビードロッ
クボルト（2
度目の順序

）

8 ± 1 Nm
（71 ± 9 lbf-in）

代代表表例例 -- 締締めめ付付けけ順順序序

注注記記：：
ビードロッククランプリングはタイ
ヤビードに合うよう若干収縮しま
す。これは正常な状態です。

8. タイヤとビードロッククランプリ
ング間のギャップを確認します。
ギャップはリング全周で均一なは
ずです。

1. タイヤ
2. ビードロッククランプリングの端

1. ビードロッククランプリング全周で均一な
ギャップ

隙が許容できない場合は、
– ねじをすべて緩めます。
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– ホイールに対するタイヤの位
置を確認し、必要に応じて調
整します。

– 示されている順序で再び締め
付け始めます。

9. 示されている順序に従って、ビー
ドロックボルトの最最後後のの締め付け
を行います。

締締めめ付付けけトトルルクク

ビードロッ
クボルト（
最後の順序

）

11 ± 1 Nm
（97 ± 9 lbf-in）

代代表表例例 -- 最最後後のの締締めめ付付けけ順順序序
10.インナービードがホイールに着座
するまでタイヤに空気を入れま
す。タイヤ安全かごを使用するな
ど、安全に作業を行ってくださ
い。

警警告告
ビビーードドがが取取りり付付くくたためめののタタイイヤヤのの
最最大大推推奨奨圧圧力力をを絶絶対対にに超超ええなないいよよ
ううににししててくくだだささいい。。

スステテアアリリンンググ
タタイイロロッッドドエエンンドドのの点点検検
1. 水平面に車両を置いてください。
2. パーキングブレーキをかけます。
3. 車両を持ち上げます。

4. 車両をジャッキスタンドに固定し
ます。

5. タイロッドベローズに亀裂がない
か点検します。

6. 前側エッジまたは後ろ側エッジか
らホイールを押し引きして、遊び
を確認します。

7. 異常な遊びがある、またはベロー
ズに亀裂がある場合は、認定
Can-Am Off-Roadディーラーにご
相談ください。

警警告告
ベベロローーズズにに亀亀裂裂ががああっったたりり異異常常なな
遊遊びびががああるる場場合合はは、、タタイイロロッッドドエエ
ンンドドをを交交換換ししななけけれればばななりりまませせ
んん。。

ササススペペンンシショョンン
フフロロンントトササススペペンンシショョンンのの潤潤滑滑
1. グリスフィッティングからフロン
トスタビライザーバーブッシュと
サスペンションアームを潤滑しま
す。

XXPPSS合合成成ササススペペンンシショョンンググリリーースス

リリアアササススペペンンシショョンンのの潤潤滑滑
1. グリスフィッティングからリアス
タビライザーバーリンクとピボッ
トブッシュを潤滑します。

XXPPSS合合成成ササススペペンンシショョンンググリリーースス

ササススペペンンシショョンンのの点点検検
問題が見つかった場合は、認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修理
店または担当整備士にご相談くださ
い。

シショョッッククアアブブソソーーババーー
1. ショックアブソーバーにオイル漏
れやその他の損傷がないか点検し
ます。

2. ファスナーが固く締まっているか
点検します。

メンテナンスの手順
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3. 必 要 に 応 じ て 認 定 Can-Am
Off-Roadディーラーまでお問い合
わせください。

ボボーールルジジョョイインントト
1. 水平面に車両を置いてください。
2. パーキングブレーキをかけます。
3. 車両を持ち上げます。
4. 車両をジャッキスタンドに固定し
ます。

5. ボールジョイントベローズに亀裂
がないか点検します。

6. 上端および下端からホイールを押
し引きして、遊びを確認します。

7. 異常な遊びがある、またはブーツ
に 亀 裂 が あ る 場 合 は、 認 定
Can-Am Off-Roadディーラーにご
相談ください。

代代表表的的なな例例

警警告告
ベベロローーズズにに亀亀裂裂ががああっったたりり異異常常なな
遊遊びびががああるる場場合合はは、、ボボーールルジジョョイイ
ンントトをを交交換換ししななけけれればばななりりまませせ
んん。。

フフロロンントトササススペペンンシショョンンアアーームム
1. サスペンションアームに亀裂、曲
がり、またはその他の損傷がない
か点検します。

2. 必 要 に 応 じ て 認 定 Can-Am
Off-Roadディーラーまでお問い合
わせください。

リリアアトトレレーーリリンンググアアーームム
1. トレーリングアームにひずみ、亀
裂または曲りがないか確認しま
す。

2. 問題が見つかった場合は、認定
Can-Am Off-Roadディーラーにご
相談ください。

ブブレレーーキキ
フフロロンントトブブレレーーキキリリザザーーババーーレレベベルル
のの確確認認
1. ステアリングを直線位置にしてリ
ザーバーを水平にします。

2. ブレーキオイルのレベルの液面を
確認します。オイルが窓の上部に
達するとリザーバーが満杯である
ことを意味します。

3. レバーの起動状態を目視検査しま
す。

4. 亀裂、裂け目などがないか確認し
てください。損傷している場合は
交換します。

代代表表的的なな例例

リリアアリリザザーーババーーレレベベルルのの確確認認
1. シートを取り外します。
2. 車両が水平になっている状態で、
ブレーキオイルはブレーキオイル
リザーバーのMINとMAXのマーク
の間になければなりません。

メンテナンスの手順
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1. 後部ブレーキオイルリザーバー

ブブレレーーキキ液液のの継継ぎぎ足足しし
1. フィラーキャップを清掃します。

警警告告
ブブレレーーキキシシスステテムムのの汚汚れれをを防防止止すす
るるたためめ、、フフィィララーーキキャャッッププをを清清掃掃
ししててかからら取取りり外外ししまますす。。

2. リザーバーキャップを取り外しま
す。

3. 必要に応じてきれいなじょうごを
使用してオイルを追加します。燃燃
料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。

注注意意
ブブレレーーキキオオイイルルはは、、ププララススチチッックク
やや塗塗装装表表面面にに損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性
ががあありりまますす。。ここぼぼれれたたオオイイルルはは拭拭
きき取取っっててくくだだささいい。。

4. リザーバーキャップを元通りに取
り付けます。

注注記記：：
フィラーキャップダイアフラムが
キャップの中に押し込まれているこ
とを確認してからブレーキ液リザー
バーを閉めます。

5. フロントリザーバーに、スク
リューを規定のトルクで締め付け
ます。

締め付けトルク

ブレーキオイ
ルリザーバー
スクリュー

1.3 ± 0.1 Nm
（12 ± 1
lbf-in）

推推奨奨さされれるるブブレレーーキキ液液
必ず DOT 4 の仕様を満足するブレー
キオイルだけを使用してください。

注注意意
ブブレレーーキキシシスステテムムへへのの重重大大なな損損傷傷
をを避避けけるるたためめ、、補補充充のの際際にに推推奨奨オオ
イイルル以以外外ののオオイイルルをを使使用用ししたたりり、、
異異ななるるオオイイルルをを混混合合ししたたりりししなないい
ででくくだだささいい。。
古古いいままたたははすすででにに開開けけらられれたた容容器器
かかららブブレレーーキキ液液をを供供給給ししなないいここ
とと。。

ブブレレーーキキシシスステテムムのの点点検検

警警告告
ブブレレーーキキオオイイルルのの交交換換、、ままたたははブブ
レレーーキキシシスステテムムののメメンンテテナナンンススやや
修修理理はは、、認認定定CCaann--AAmm OOffff--RRooaadd
デディィーーララーーがが実実施施ししななけけれればばななりり
まませせんん。。

注注意意
車車両両をを長長時時間間使使用用ししたた後後ははブブレレーー
キキがが非非常常にに熱熱くくななっってていいるるたためめ、、
ややけけどどをを負負うう可可能能性性ががあありりまますす。。
ブブレレーーキキがが冷冷めめるるままでで待待っっててくくだだ
ささいい。。

ブレーキの点検、メンテナンスおよ
び修理は、認定 Can-Am Off-Road
ディーラーが実施しなければなりま
せん。

1. ただし、ディーラーを訪れる前に
下記のことを確認してください。
– ブレーキ液レベル
– ブレーキシステムのオイル漏
れ

– ブレーキの汚れ

メンテナンスの手順



192

車車両両ののおお手手入入れれ
車車両両のの清清掃掃とと保保護護

注注意意
車車両両のの洗洗浄浄にに高高圧圧洗洗浄浄機機はは絶絶対対にに
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。水水圧圧をを低低
めめてて使使用用ししててくくだだささいい ((散散水水用用ホホーー
ススののよよううにに））。。
高高圧圧のの水水はは電電気気系系統統やや機機械械ココンン
ポポーーネネンントトのの損損傷傷ににつつななががるる可可能能
性性ががあありりまますす。。

塩水、泥、異物が溜まり、下記のも
のを促進させる可能性がある特定の
部位に注意してください。
– 火災
– 摩耗
– 干渉
– 腐食

これらの部位には下記のものがあり
ます（ただしこれらに限定されませ
ん）。
– 排気システム周辺、およびマフ
ラーとマフラーカバーの間

– 燃料タンクの下および周辺
– ラジエーター
– ショックアブソーバー
– フロントおよびリアディファレン
シャル周辺

– エンジンおよびギアボックスの周
辺およびそれらの下

– ホイール内部

– スキッドプレート上面

警警告告
排排気気シシスステテムムがが高高温温でで異異物物がが乾乾燥燥
ししてていいるるとと、、堆堆積積ししたた異異物物がが車車両両
火火災災のの原原因因ににななるるここととががあありりまま
すす。。
場場合合にによよっっててはは、、ここのの火火災災にによよりり
重重大大なな物物的的損損害害、、重重傷傷、、ままたたはは死死
亡亡事事故故をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありり
まますす。。
沼沼地地、、湿湿地地、、ままたたはは枯枯草草やや落落ちち葉葉
ががああるる場場所所でで車車両両をを使使用用ししてていいるる
場場合合はは、、排排気気シシスステテムム周周辺辺ののエエリリ
アアをを頻頻繁繁かかつつ定定期期的的にに清清掃掃ししててくく
だだささいい。。
そそのの他他のの状状況況でではは、、メメンンテテナナンンスス
ススケケジジュューールル要要件件ののととおおりりにに清清掃掃
ししててくくだだささいい。。

車両を塩水環境の中で使用する場合
は、車両とそのコンポーネントを保
護するために、運転した日の最後に
必ず車両を真水ですすぐ必要があり
ます。

金属部品を潤滑するよう強く推奨し
ます。

防錆潤滑剤または同等のものを使用
してください。

XPS防錆潤滑剤

損傷した塗装部品は、再度塗装して
錆を防止する必要があります。

必要に応じて、ボディを温かい石鹸
水で洗います（中性洗剤だけを使用
してください）。研磨材を含有して
いないワックスを使用してくださ
い。

注注意意
ププララススチチッックク部部品品のの清清掃掃にに、、強強いい
洗洗剤剤、、脱脱脂脂剤剤、、塗塗装装用用シシンンナナーー、、
アアセセトトンンななどどをを絶絶対対にに使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。
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車両にはカバーを掛け、保管期間中
にほこりが堆積するのを防ぎます。

注注意意
車車両両ににはは不不透透明明のの防防水水シシーートトををかか
けけ、、涼涼ししくく乾乾燥燥ししたた場場所所にに保保管管しし
ててくくだだささいい。。ここののよよううににすすれればば、、
日日光光ととホホココリリががププララススチチッッククココンン
ポポーーネネンントトとと車車両両のの仕仕上上げげにに影影響響
すするるののをを防防げげまますす。。

適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

ポリプロピ
レン

– 石油ベース清掃
用品すべて

– XPS ATV仕上げ
スプレー

– XPS ATVクリー
ニングキット
（上記のXPS
ATV仕上げスプ
レーが含まれて
います）

適適合合清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 適適合合清清掃掃用用品品

ポリプロピ
レン

– XPS ATV洗浄剤
– 石鹸水

車両のお手入れ
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保保管管、、シシーーズズンン前前のの準準備備
4 ヶ月を超えて車両を使用しないとき
は、適切に保管する必要がありま
す。

車両を21日以上動かさない場合は、
バッテリーの黒（-）のケーブルを切
り離します。

バッテリーを完全に充電するには、
低電流トリクル充電器の使用を推奨
します。

保管後に車両を使用するときは、準
備が必要です。

車両の準備を正しく行うには、認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修理
店、または担当整備士にご依頼くだ
さい。
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技技術術情情報報
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車車両両識識別別表表示示
車両の主な構成要素（エンジンやフ
レーム）は、それぞれ異なるシリア
ル番号で識別されます。

保証を受けるときや、無くなった車
両を探すときなどに、これらの番号
を確認する必要が生じることがあり
ます。

こ れ ら の 番 号 も、 認 定 Can-Am
Off-Roadディーラーが正しく保証請
求を行うときに必要です。

車両のすべてのシリアル番号をk録
し、保険会社に提出すること強く推
奨します。

車車両両識識別別番番号号

Bombardier Recreational Products Inc.

565 de la Montagne, Valcourt, QC

Canada, J0E 2L0

BRP-Rotax GmbH Co. KG

Rotaxstrasse 1

Gunskirchen, A-4623, Austria

ATV

kW

kg

9
9

3
0

_
J
A

北北米米以以外外——NNRRMMMMモモデデルル以以外外

Bombardier Recreational Products Inc.

565 de la Montagne, Valcourt, QC

Canada, J0E 2L0

ATV

BRP-Rotax GmbH Co. KG

Rotaxstrasse 1

Gunskirchen, A-4623, Austria

kW

kg

9
9
3
1
_
J
A

北北米米以以外外——NNRRMMMMモモデデルル

Bombardier Recreational Products Inc.

565 de la Montagne, Valcourt, QC

Canada, J0E 2L0

ATV / ATV

CAN ICES-002 / NMB-002

 / Made in Mexico9
9
2
9
_
J
A

北北米米モモデデルル

1

2

1. VINラベルの位置—シート下側のフレーム
上

2. VIN番号の刻印—右側のフロントディファ
レンシャルの下

エエンンジジンン識識別別番番号号((EEIINN))
VV--ツツイインンエエンンジジンン

1. EIN（エンジン識別番号）

ココンンププラライイアアンンススハハンンググタタググ
EEPPAA認認証証

NER =

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
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車両識別表示
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適適合合ララベベルル
ノノンンロローードド機機械械にに適適用用さされれるる規規制制
((EEUU)) 22001166//11662288
規制 (EU) 2016/1628 (NRMM)に準拠
している車両は、エンジンバルブカ
バーおよびシート下側のフレーム上
を見て特定できます。

代代表表的的なな例例

代代表表的的なな例例
1. NRMMラベル - シート下側のフレーム上

Rotax
8

6
3

9
_

JA

MXXXXXXX

XXXX

MM-YYYY

XXXXXX

AT1/P    V-####

NRSC G1 CO2 g/kWh

#

e13

代代表表例例 -- NNRRMMMMのの識識別別ララベベルル

注注記記：：
エンジンまたはそのコンポーネント
を改造すると、特定のエンジンに対
するEUの型式認証が無効になりま
す。

車両識別表示
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排排出出ガガスス制制御御にに関関すするる情情報報（（代代表表例例））

CARBおよびEPAモデル EPAのみのモデル

VEHICLE EMISSIONS CONTROL INFORMATIONVEHICLE EMISSIONS CONTROL INFORMATIOAA NVEHICLE EMISSIONS CONTROL INFORMATIOA N

9
5
7
1

車両識別表示
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AANNSSII//SSVVIIAA適適合合情情報報

9
0
7
4
_
J
ABombardier Recreational Products Inc. 

ATV ANSI / SVIA-1-2017 

BRP ATV

燃燃料料ののエエタタノノーールル価価

このラベルは燃料キャップの近く
にあります。

技技術術情情報報ララベベルル
エエアアフフィィルルタターーメメンンテテナナンンススララベベルル

このラベルはシートの下にありま
す。

AIR FILTER MAINTENANCE

MAINTENANCE MUST BE PERFOMED AS SPECIFIED IN THE OPERATOR'S 

GUIDE. AIR FILTER MAINTENANCE SHOULD INCREASE IN FREQUENCY 

IN MORE SEVERE (DUSTY) CONDITIONS.

推推奨奨燃燃料料

PREMIUM 91
(  (R+M)/2)

SUPER 95
 RON

11000000RRエエンンジジンン -- フフュュエエルルタタンンククキキャャッッププ付付
近近

車両識別表示
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無無線線周周波波数数デデジジタタルルココーードド化化さされれたたセセキキュュリリテティィシシスス
テテムム（（無無線線周周波波数数DD..EE..SS..SS..キキーー））
この装置は、FCC（米国連邦通信委員会）第15部およびIndustry Canada（カナ
ダ産業省）ライセンス免除RSS基準に準拠しています。操作は、下記の2つが
前提条件となります。(1)この装置は干渉を発生させません。また、(2)この装置
は、装置に望ましくない動作を発生させる恐れのある干渉を含めて、あらゆる
干渉に順応する必要があります。

コンプライアンス責任者によって明白に承認されていない変更や改良がされた
場合、ユーザーが機器を操縦する権限が無効になる場合があります。

IC (カナダ産業省) 登録番号： 12006A-1001317030

FCC ID: 2ACER1001317030

私は、コンプライアンス責任者として、この機器は以下の欧州委員会指令に準
拠していることを、全責任をもって宣言します。2014/53/EU。この宣言に関連
するものは、必須要件およびその他の関連要件に準拠しています。この製品
は、以下の指令、整合規格および規制に準拠しています。無線装置指令(RED)
2014/53/EUおよび整合規格：EN 300 330-2 & EN 60950-1
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騒騒音音放放出出制制御御シシスステテムム規規制制（（カカナナダダ//米米国国））
騒騒音音制制御御シシスステテムムをを改改ざざんんすするるここととはは禁禁止止さされれてていいまますす。。

米国連邦法およびカナダ州法によって、以下の行動またはそれに起因するもの
が禁止される場合があります。

1. 新しい車両に騒音コントロールを目的として最終購入者への販売または納入
以前または使用中に組み込まれた、機器またはデザイン要素を、いかなる人
物によっても整備、修理、交換以外を目的として取り外す、または作動不能
にすること、または

2. これらの機器またはデザイン要素を、いかなる人物によっても取り外し、ま
たは作動不能にした後に、車両を使用すること。

ここれれららのの行行動動のの中中でで、、改改ざざんんととみみななさされれるるももののはは、、以以下下ののリリスストトにに掲掲載載さされれ
てていいるる行行動動でですす。。

1. マフラーまたはエンジン排気ガスの排出を処理するいかなるエンジン部品の
取り外し、改造または穴あけ。

2. 吸気システムのいかなる部分の取り外し、改造または穴あけ。
3. 車両の可動部品、またはエキゾーストまたはインテークシステムの部品を、
メーカー指定部品以外の部品と交換すること。

4. 適切な整備をしないこと。



203

騒騒音音放放出出おおよよびび振振動動値値（（すすべべててのの国国、、たただだししカカナナダダ//米米
国国をを除除くく））

騒音放出および振動値1

モデル Xmr 650 X mr 1000R

騒音
音圧 (LpA)

3600 rpmで78
dB（不確定性
（KpA）3 dB）

4000 rpmで80
dB（不確定性
（KpA）3 dB）

音響出力レベル
(LWA) - -

振動
手腕系 3.5 m/s2、4000

rpm時
2.5 m/s2未

満、4000 rpm時

着座時の身体全体 0.5 m/s2未
満、3600 rpm時

0.5 m/s2未
満、4000 rpm時

1：騒音放出および振動値は、舗装面上でニュートラルの状態で、規格EN
15997:2011に準拠して測定されます。
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EECC適適合合宣宣言言書書

565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec)  J0E 2L0
Canada

www.brp.com
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UUKK適適合合宣宣言言書書

565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec)  J0E 2L0
Canada

www.brp.com
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EEAACC適適合合宣宣言言書書

ユユーーララシシアア経経済済連連合合ののママーーククののたためめのの

空空白白ペペーージジ（（該該当当のの場場合合））



207

技技術術仕仕様様
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技技術術仕仕様様
エエンンジジンン

エンジンタイプ ROTAX®、4ストローク、2気
筒（Vツイン）、水冷

バルブトレイン

4バルブ/シリンダー（機械式
調整）、シングルオーバーヘ

ッドカムシャフト
（SOHC）、タイミングチ

ェーン付き

バルブクリアラン
ス

インテーク 0.06～0.14 mm
（0.0024～0.0055 in）

エキゾースト 0.11～0.19 mm
（0.0043～0.0075 in）

ボア
850 94 mm

(3.7 in)

1000R 91 mm
(3.58 in)

ストローク
850 61.5 mm

(2.42 in)

1000R 75 mm
(2.95 in)

排気量
850 854 cm³

（52.1 in³）

1000R 976 cm³
（59.6 in³）

エキゾーストシステム

NRMMモデ
ル 触媒

他のモデル 米国農務省林野部承認のスパ
ークアレスター

エアフィルター フォーム付き合成ペーパーフ
ィルター

潤潤滑滑シシスステテムム

タイプ
ウェットサンプ交換式
カートリッジ式オイル

フィルター

オイルフィルター BRP Rotaxペーパータイ
プ、交換式

エンジンオイル

容量 (フィルターを付けた状
態でのオイル交換)

2.0 L
（2.1 qt (liq.,US)）

推奨XPS
オイル 一般用 5W40合成ブレンドオイ

ル
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潤潤滑滑シシスステテムム
低温用 0W40合成オイル
高温用 10W50合成オイル

XPS製品が入手できな場合の
代替オイル

APIサービス等級SNま
たはJASO MA2の要件を
満足する5W40または
10W50モーターオイル

冷冷却却シシスステテムム

クーラント

推奨冷却液 ロングライフプレミッククー
ラント

XPS製品が入手できな
い場合の代替品

アルミエンジン専用に作成さ
れた蒸留水と不凍液の溶液（
蒸留水50％、不凍液50％）を

使用

定員 3.5 L
（0.92 gal (liq.,US)）

トトラランンススミミッッシショョンン

タイプ
CVT（無段変速機）、サブト
ランスミッション（L/H/N/R/
P）、標準エンジンブレーキ

締結回転数 1800 RPM

ギギアアボボッッククスス

タイプ
パーキング、ニュートラルお
よびリバースを有するデュア
ルレンジ（ハイ/ロー）

ギヤボックスオイル

定員 450 ml
（15.22 fl oz (US)）

推奨オイル 75W140合成ギヤオイル
XPS製品が入手できな
い場合の代替品

75W140 API GL-5合成ギヤオ
イルを使用

電電気気シシスステテムム
マグネトージェネレータ出力 650 W@ 6000 RPM

イグニッションシステム形式 IDI (誘導放電点火)
イグニッションタイミング 調整不可

スパークプラグ
量 2
メーカーと型式 NGK LMAR8D-Jまたは同等品

技術仕様



210

電電気気シシスステテムム

ギャップ 0.7～0.9 mm
（0.028～0.035 in）

エンジン回転リミッ
ターの設定

前進 8000 RPM

リバース
15 km/h

（9 MPH）（オーバーライド
なし）

バッテリー

タイプ メンテナンスフリー
電圧 12ボルト
公称定格 20 A•h
パワースターター出力 0.7 kW

ヘッドライト
高い LED
低い LED

テールライト 2 x 5/21 W

ヒューズ メンテナンスのヒューズのセ
クションを参照

燃燃料料シシスステテムム

燃料供給
電子フュエルインジェクショ
ン（EFI）、54 mmスロット
ルボディ、シリンダー当たり

インジェクター1個
燃料ポンプタイプ 電動（料タンク内）

アイドルスピード 1,250 ± 100 rpm（調整不可）

燃料

タイプ
850 レギュラー無鉛ガソリン

燃料要件のセクションを参照

1000R 無鉛プレミアムガソリン
燃料要件のセクションを参照

最低オク
タン価

850
AKI（ポンプオクタン価
）87（RONオクタン価92ま
たはRONオクタン価95の

E10）

1000R 91 ポンプ表示AKI (95 E10
RON)

燃料タンク容量 20.5 L
（5.4 gal(liq.,US)）

燃料低下インジケーターが点灯したときの燃料
残量

± 5 L
（1.3 gal (liq.,US)）

技術仕様
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駆駆動動シシスステテムム

駆動システムのタイプ 2WD、4WD、4WDLockから
選択可能

フロントドライブ
Visco-4Lokオートロックとフ
ルロックフロントデファレン

シャル
フロントドライブレシオ 3.6:1
リアドライブ ファイナル・ドライブ
リアドライブレシオ 3.6:1

フロントディファレ
ンシャルオイル

定員 400 ml
（14 fl oz (US)）

推奨オイル 75W90合成ギヤオイル
XPS製品が入手できな
い場合の代替品

合成ギヤオイル75W90 API
GL-5を使用

リアファイナルドラ
イブ

定員 250 ml
（8.45 fl oz (US)）

推奨オイル 75W140合成ギヤオイル
XPS製品が入手できな
い場合の代替品

合成ギヤオイル75W140 API
GL-5を使用

CVジョイントグリース XPS CVジョイントグリース
または同等品

プロペラシャフトグリース XPSプロペラシャフトグリー
スまたは同等品

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ
ドライブコントロールジオメ
トリおよび外部スタビライザ
ーバー付きダブルサスペンシ

ョンアーム

ショックアブソーバ
数量 2
タイプ HPG

プリロード調整タイプ ねじ式

リリアアササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ
外部スタビライザーバー付き
独立トーショントレーリング

アーム

ショックアブソーバ
数量 2
タイプ HPG

プリロード調整タイプ ねじ式

技術仕様
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ブブレレーーキキ

フロントブレーキ

数量 2

タイプ
214 mmクロスドリルディス
クブレーキ、油圧ツインピス

トンキャリパー付き

リアブレーキ

数量 1

タイプ
214 mmクロスドリルディス
クブレーキ、油圧ツインピス

トンキャリパー付き

ブレーキ液
定員 260 ml

（8.8 fl oz (US)）
タイプ DOT 4

キャリパー フローティングツインピスト
ン（2 x 26 mm）

ブレーキパッドの材料 金属

最小ブレーキディスク厚 1 mm
（04 in）

最小ブレーキパッド厚 4.0 mm
（157 in）

ブレーキディスクのねじれ最大 0.2 mm
（01 in）

タタイイヤヤ

圧力 推奨タイヤ圧はタイヤラベル
に記載

最小タイヤ溝深さ 3 mm
（118 in）

サイズ違い
フロント 30 x 9 - 14 in
リア 30 x 9 - 14 in

技術仕様
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ホホイイーールル
タイプ 鋳造アルミ

リムサイズ
フロント 35,5 x 16,5 cm

(14 x 6.5 in)

リア 35.5 x 16.5 cm
（14 x 6.5 in）

ホイールオフセット
フロント 32 mm

(1.26 in)

リア 32 mm
(1.26 in)

ホイールナットのトルク 80 ± 5 Nm
（59 ± 4 lbf-ft）

寸寸法法

全長
850 224 cm

（88 in）

1000R 246 cm
（97 in）

全幅 127 cm
（50 in）

全長 131 cm
（51.5 in）

ホイールベース
850 129.5 cm

（51 in）

1000R 149.9 cm
（59 in）

輪距
フロント

850 103.5 cm
（40.8 in）

1000R 104.0 cm
（40.9 in）

リア 100.6 cm
（39.6 in）

地上高 33 cm
（13 in）

重重量量おおよよびび積積載載量量

乾燥重量
850 431 kg

（951 lb）

1000R 459 kg
（1,013 lb）

リアラック 90 kg

技術仕様



214

重重量量おおよよびび積積載載量量

リアストレージコンパートメント積載量
21.4 l

（5.7 gal (liq.,US)）または
10 kg
（22 lb）

車両許容総積載量（運転者、その他すべての貨
物、追加されたアクセサリーを含む）

189 kg
（417 lb）

牽引荷重 750 kg
（1,654 lb）

ヒッチ荷重（トレーラーおよび貨物を含む） 75 kg
（165 lb）

ウィンチ能力（装備されている場合） 1,588 kg
（3,500 lb）

技術仕様
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トトララブブルルシシュューーテティィンンググ
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トトララブブルルシシュューーテティィンンググののガガイイドドラライインン
エエンンジジンンがが回回ららなないい
11.. エエンンジジンンスストトッッププススイイッッチチ。。
– エンジンストップスイッチがオン位置になっていることを確認してくださ
い。

22.. DD..EE..SS..SS.. キキーーがが DD..EE..SS..SS.. ポポスストトにに取取りり付付けけらられれてていいなな
いい。。

– D.E.S.S.キーをしっかりD.E.S.S.ポストに取り付けてください。

33.. BBAADD KKEEYYががデデジジタタルルデディィススププレレイイにに表表示示さされれてていいるる。。
– 異なるD.E.S.S.キーが使用されています。この車両の正しいキーを使用して
ください。

44.. トトラランンススミミッッシショョンンががパパーーキキンンググままたたははニニュューートトララルルにに
入入っってていいなないい。。

– トランスミッションをパーキングまたはニュートラルのいずれかに入れる
か、ブレーキレバーを引いてください。

– ブレーキレバーを押してください。

55.. ヒヒュューーズズ切切れれ。。
– メインヒューズの状態を確認してください。

66.. ババッッテテリリーーがが弱弱いいままたたはは接接続続不不良良。。
– 充電システムを点検してください。
– コネクターおよび端子の状態を点検してください。
– バッテリーを点検してください。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

77.. ススタターータターーがが弱弱いいままたたはは接接続続不不良良。。
– スターターの接続を点検します。
– スターターリレーを点検してください。

エエンンジジンンをを回回ししててもも始始動動ししなないい
11.. エエンンジジンンにに水水がが浸浸入入ししてていいるる（（ススパパーーククププララググをを取取りり外外すす

とと濡濡れれてていいるる））。。
– 特殊な手順の水を吸い込んだエンジンのセクションを参照してください。

22.. エエンンジジンンにに燃燃料料がが供供給給さされれなないい（（ススパパーーククププララググをを取取りり外外
すすとと乾乾燥燥ししてていいるる））。。

– 燃料タンクレベルを確認してください。
– 燃料ポンプのヒューズとリレーを点検します。
– 燃料ポンプの故障が起きている可能性があります。
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– エンジンが始動しない場合は、メンテナンス、修理、または交換を行う認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、または担当整備士に整備を依頼して
ください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

33.. ススパパーーククププララググ／／イイググニニッッシショョンン（（点点火火ししなないい））。。
– インジェクター/イグニッションのヒューズの状態を点検します。
– スパークプラグを取り外して、イグニッションコイルに再び接続してくださ
い。

– スパークプラグをエンジンにアースして、スパークプラグ穴から離してエン
ジンを始動します。火花が見えない場合は、スパークプラグ穴を交換してく
ださい。

– 問題が解消されない場合は、メンテナンス、修理、または交換を行う認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修理店または整備士に整備を依頼してくださ
い。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

44.. CCHHEECCKK EENNGGIINNEEイインンジジケケーータターーラランンププがが点点灯灯しし、、デディィスス
ププレレイイにに「「CCHHEECCKK EENNGGIINNEE」」とと表表示示さされれまますす。。

– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、または交換
を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

55.. エエンンジジンンがが保保護護モモーードドににななっってていいるる（（応応急急帰帰還還モモーードド））。。
– CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、デジタルディスプレイに
「CHECK ENGINE」が表示されていれば、メンテナンス、修理、または交
換を行う認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、または担当整備士に整
備を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

エエンンジジンンのの加加速速力力ややパパワワーーがが不不足足ししてていいるる
11.. ススパパーーククププララググがが汚汚れれてていいるる、、ままたたははププララググ不不良良。。
– エンジンを回しても始動しないのセクションを参照してください。

22.. エエンンジジンンへへのの燃燃料料のの不不足足
– エンジンを回しても始動しないのセクションを参照してください。

33.. エエンンジジンンががオオーーババーーヒヒーートトししてていいるる。。（（CCHHEECCKK EENNGGIINNEE
イインンジジケケーータターーラランンププがが点点灯灯しし、、デデジジタタルルデディィススププレレイイにに
HHII TTEEMMPPとと表表示示さされれてていいるる。。））

トラブルシューティングのガイドライン
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– エンジンのオーバーヒートのセクションを参照してください。

44.. エエアアフフィィルルタターー//ハハウウジジンンググがが詰詰ままっってていいるるかか汚汚れれてていいるる。。
– エアフィルターを確認し、必要に応じて清掃してください。
– エアフィルターハウジングのドレンに堆積物がないか確認します。
– エアインテークチューブの位置を確認します。

55.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

66.. エエンンジジンンがが保保護護（（リリンンププホホーームム））モモーードドににななっってていいるる。。
– デジタルディスプレイのメッセージを確認します。
– CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、デジタルディスプレイに
「CHECK ENGINE」または「LIMP HOME」が表示されていれば、メンテ
ナンス、修理、または交換を行う認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理
店、または担当整備士に整備を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

エエンンジジンンののオオーーババーーヒヒーートト
11.. ククーーリリンンググシシスステテムムののククーーラランントトがが少少なないい。。
– エンジンクーラントを点検します。メンテナンスの手順のセクションのエン
ジンクーラントレベルの検証を参照してください。

22.. ララジジエエーータターーフフィィンンがが汚汚れれてていいるる。。
– ラジエーターフィンを清掃します。メンテナンスの手順のセクションのラジ
エーターを参照してください。

33.. ククーーリリンンググフファァンンがが作作動動ししなないい。。
– クーリングファンのヒューズまたはリレーを点検します。メンテナンスの手
順のセクションのヒューズを参照してください。ヒューズに問題がある場合
は、メンテナンス、修理、または交換を行う認定Can-Am Off-Roadディー
ラー、修理店または整備士に整備を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

エエンンジジンンババッッククフファァイイアア
11.. 排排気気シシスステテムムのの漏漏れれ。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、または交換
を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

22.. エエンンジジンンのの動動作作中中のの温温度度がが高高すすぎぎるる。。

トラブルシューティングのガイドライン
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– エンジンの加速力または出力不足のセクションを参照してください。

33.. 点点火火タタイイミミンンググがが正正ししくくなないい、、ままたたははイイググニニッッシショョンンシシスス
テテムムがが故故障障ししてていいるる。。

– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、または交換
を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

エエンンジジンンのの失失火火
11.. ススパパーーククププララググががかかぶぶっってていいるる//ププララググのの異異常常//電電極極のの摩摩

滅滅。。
– スパークプラグを点検し、熱範囲を確認します。必要に応じて取り換えま
す。

22.. 燃燃料料にに水水がが混混入入。。
– 燃料システムの抜き取りを行い、新品の燃料を充填します。

車車両両がが最最高高速速度度にに達達ししなないい
11.. エエンンジジンンのの問問題題
– エンジンの加速力または出力不足のセクションを参照してください。

22.. ブブレレーーキキロロッッククレレババーーががかかかかっってていいるる。。
– ブレーキロックレバーが完全に解除されていることを確認してください。

33.. エエアアフフィィルルタターー//ハハウウジジンンググがが詰詰ままっってていいるるかか汚汚れれてていいるる。。
– エアフィルターを確認し、必要に応じて清掃してください。
– エアフィルターハウジングのドレンに堆積物がないか確認します。
– エアインテークチューブの位置を確認します。

44.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

55.. エエンンジジンンがが保保護護モモーードドににななっってていいるる（（応応急急帰帰還還モモーードド））。。
– デジタルディスプレイのメッセージを確認します。
– CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、デジタルディスプレイに
「CHECK ENGINE」または「LIMP HOME」が表示されていれば、メンテ
ナンス、修理、または交換を行う認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理
店、または担当整備士に整備を依頼してください。
保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国EPA排出ガス関連保証を参
照してください。

トラブルシューティングのガイドライン
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シシフフトトレレババーーがが動動ききににくくいい
11.. トトラランンススミミッッシショョンンオオイイルルギギヤヤがが、、シシフフトトレレババーーのの動動作作をを

妨妨げげるる位位置置ににななっってていいまますす。。
– 車両を前後に揺すってトランスミッションのギヤを動かし、シフトレバーを
セットできるようにします。

22.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

回回転転数数はは上上昇昇すするるがが、、車車両両がが動動かかなないい
11.. トトラランンススミミッッシショョンンががパパーーキキンンググかかニニュューートトララルル位位置置にに

ななっってていいまますす。。
– R、HIまたはLO位置を選択してください。

22.. CCVVTT がが汚汚れれてていいるるかか摩摩耗耗ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

33.. CCVVTTハハウウジジンンググにに水水がが混混入入ししてていいるる。。
– 認定Can-Am Off-Roadディーラーにお問い合わせください。

パパワワーースステテアアリリンンググアアシシスストト機機能能のの低低下下
11.. DDPPSSがが、、過過酷酷でで連連続続ししたたスステテアアリリンンググ条条件件ににささららさされれてていい

るる場場合合はは、、シシスステテムムをを保保護護すするるたためめににDDPPSSにによよるるアアシシスストト
機機能能がが低低下下ししまますす。。

– 負荷が一旦下がると、通常のステアリングアシストが戻ります。

22.. CCHHEECCKK EENNGGIINNEEイインンジジケケーータターーラランンププがが点点灯灯しし、、デディィスス
ププレレイイにに「「CCHHEECCKK DDPPSS」」とと表表示示さされれまますす。。

– 認定Can-Am Off-Roadディーラー、修理店、担当整備士に修理、または交換
を依頼してください。

トラブルシューティングのガイドライン
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デデジジタタルルデディィススププレレイイメメッッセセーージジ

メッセージ パイロット
ランプオン ブザー 説明

不良なキー なし

間違ったイグニッションキーまた
はD.E.S.S.キーを使用したことを
示します。この車両の正しいキー
を使用してください。
キーの接触不良である可能性もあ
ります。キーを取り外して清掃し
てください。

DESS KEY
NOT
RECOGNIZE
D（D.E.S.S.
キーが認識さ
れていない）

なし
接触不良の可能性を示していま
す。キーを取り外して清掃してく
ださい。

BRAKE（ブレ
ーキ）

短いブザー
が1回

（走行中に）ブレーキロックレバ
ーが15秒以上かかっているとき、
または走行中にブレーキレバーま
たはフットブレーキペダルが作動
したときに表示されます。

LO BATT（バ
ッテリー低圧
）

なし
バッテリー電圧が低下していま
す。バッテリー電圧と充電システ
ムを点検してください。

HI BATT（バ
ッテリー高圧
）

なし
バッテリー電圧が上昇していま
す。バッテリー電圧と充電システ
ムを点検してください。

LOW OIL（オ
イル残量少
）(1)

長いブザー
が1回

エンジンのオイル圧低下。直ちに
エンジンを停止してください。

高温 長いブザー
が1回

エンジンがオーバーヒート状態で
す。トラブルシューティングのセ
クションのエンジンのオーバーヒ
ートを参照

応急帰還 長いブザー
が1回

エンジンの通常動作に影響し得る
エンジンの重大な故障で
す。CHECK ENGINEインジケータ
ーランプも点滅します。トラブル
シューティングのセクションを参
照してください。

エンジン点検
の必要あり
(CHECK
ENGINE)

なし
エンジンの故障。CHECK ENGINE
インジケーターランプも点灯しま
す。トラブルシューティングのセ
クションを参照してください。
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NO ECM
COMMUNICA
TION（ECM
通信なし）

なし
スピードメーターとエンジンコン
トロールモジュール（ECM）間の
通信エラー

DPS点検 なし

ダウナミックパワーテアリング
（DPS）が正常に機能していない
ことを示しています。認定Can-Am
Off-Roadディーラーにお問い合わ
せください。

メンテナンス
が必要
(
MAINTENAN
CE
REQUIRED)

なし メンテナンスの時期が来たときに
表示されます

TPS FAULT
PRESS
OVERRIDE
BUTTON TO
LIMP
HOME（TPS
故障、オーバ
ーライドボタ
ンを押してリ
ンプモードに
切り替え）

なし

スロットル位置センサーが正常に
機能していません。メンテナン
ス、修理、または交換を行う認定
Can-Am Off-Roadディーラー、修
理店、担当整備士に整備を依頼し
てください。

FRONT
DIFFERENTI
AL LOCK
-LOCK
ACTIVATIO
N（フロント
ディファレン
シャルロッ
ク　 - ロック
作動）

短いブザー
が1回

フロントディファレンシャルロッ
クが作動しています。

デジタルディスプレイメッセージ
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FRONT
DIFFERENTI
AL LOCK
-UNLOCK（
フロントディ
ファレンシャ
ルロック　 -
ロック解除）

なし 短いブザー
が2回

フロントディファレンシャルロッ
クが解除されています。

SPORT
MODE
ACTIVE（ス
ポーツモード
有効）

短いブザー
が1回

スポーツモードが選択されていま
す。

注注意意
((11))エエンンジジンン始始動動後後、、メメッッセセーージジととエエンンジジンン点点検検ののラライイトトがが点点灯灯ししたた場場合合はは
エエンンジジンンをを停停止止ししててくくだだささいい。。エエンンジジンンオオイイルルののレレベベルルをを点点検検ししまますす。。必必
要要ががああれればば補補充充ししまますす。。オオイイルルレレベベルルがが良良好好ででああるる場場合合はは、、メメンンテテナナンン
スス、、修修理理、、ままたたはは交交換換をを行行うう認認定定CCaann--AAmm OOffff--RRooaaddデディィーーララーー、、修修理理店店まま
たたはは整整備備士士にに整整備備をを依依頼頼ししててくくだだささいい。。保保証証請請求求にに関関すするる詳詳細細はは、、本本書書にに
記記載載さされれたた「「米米国国 EEPPAA排排出出ガガスス関関連連保保証証」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。修修理理さされれ
るるままでで車車両両をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

デジタルディスプレイメッセージ
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空白ページ

デジタルディスプレイメッセージ
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保保証証
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BBRRPP限限定定保保証証（（米米国国おおよよびびカカナナダダ））：：22002244
CCAANN--AAMM®® AATTVV
11)) 限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc.（以下「BRP」）は、米国およびカナダ
で認定BRPディーラー（以下に定義）によって販売された2024 Can-Am ATV
（以下「製品」）について、指定の期間の間、下記の条件の下で部材または製
造上の欠陥がないことを保証します。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：

1. 製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合（以前の所有者に
よる行為である場合も含む）

2. 製品の操作、性能または耐久性に悪影響を及ぼす方法でトレーラーを改造し
たか、トレーラーの用途を変更するために改造した場合

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。

22)) 責責任任のの範範囲囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性また
は特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示
的または暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。そ
れらが否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内の
みに限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外され
ます。一部の州では、上記の免責事項、制限事項および免責事項を認めていま
せん。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場合があります。この保
証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的
権利を留保することができます。

ディストリビューター、BRP正規ディーラー、そしていかなる個人も、この限
定保証に含まれていない確約、表明、または保証を、BRPあるいはその他の個
人に対して行ってはならず、万一行った場合、それらの内容はBRPに対して強
制できるものではありません。

BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販
売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更しないこと
に同意します。

33)) 除除外外規規定定
以下は保証対象ではありません:
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
– 『オペレーター'ズガイド』に示されている過失、または適正なメンテナン
ス／保管を怠ったために発生した損害。

– 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは
BRPによって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、あるいは整備を行うBRP認定ディーラー以外の人によって行われた
修理の結果として生じた損傷；

– 誤用、乱用、過失、または製品のオペレーターズガイドで説明されている推
奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害
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– 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果
として生じた損傷;

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（オペレーター
ズガイドを参照）

– エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
– 水や雪が入ったことによる損傷
– 二次的もしくは間接的な損害、または輸送費、牽引、保管、電話、賃貸、タ
クシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の損失、収入の損失、もし
くは整備作業のための不稼働による時間の損失を含むがそれらに限定されな
い損害

44)) 保保証証対対象象期期間間
この限定的保証は、（1）最初に購入した消費者に納入された日、または（2）
その製品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次の該当する期間有効
です。
– 個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する6ヶ月間
– 排排出出ガガスス関関連連ののココンンポポーーネネンントトにに関関ししててはは、、米国EPA排出ガス関連保証も
参照してください。

– カカリリフフォォルルニニアア州州ででのの販販売売をを目目的的ととししててBBRRPPにによよりり製製造造さされれ、、元元々々カカリリ
フフォォルルニニアア州州のの住住民民にに販販売売さされれるる、、ままたたはは販販売売後後カカリリフフォォルルニニアア州州のの住住
民民へへのの保保証証がが登登録録さされれるる、、蒸蒸発発ガガスス制制御御シシスステテムムをを装装備備ししたたカカリリフフォォルル
ニニアアモモデデルルのの蒸蒸発発ガガスス関関連連部部品品ににつついいててはは、、カリフォルニア州蒸発ガス処
理システム保証規定もご覧ください。

この保証によるパーツの修理もしくは交換、またはサービスの実施によって、
限定保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。

55)) 保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証適用は、次の各各条件が満たされたときににののみみ適用されます。
– 製品は、その販売が行われた国において製品の販売を許可されているディー
ラー（以下「ディーラー」）から、新品で未使用の製品として最初の所有者
により購入される必要があります。

– BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者がそれを署
名する必要があります。

– 製品は、認定ディーラーによって正しく登録されなければなりません。
– 製品は、購入者が居住する国で購入される必要があります。
– 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』で概説されている
定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。BRP
は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を
求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用
する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の
安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。

66)) 保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常に気付いた場合は製品の使用を中止し、異常の発現から3日以
内に、整備を行うBRPディーラーにその旨を通知し、ディーラーが製品を合理
的に確認し、修理できる合理的な機会を設けなければなりません。

BRP限定保証（米国およびカナダ）：2024 CAN-AM® ATV
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また、お客様は製品の購入を証明するものをディーラーに提示しなければなら
ず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作業注文書に
署名しなければなりません。

この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有となります。

77)) BBRRPPがが行行ううこことと
この保証に基づくBRPの義務は、保証期間中に、通常の使用、メンテナンス整
備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求するこ
となく、いずれかのBRP認定ディーラーにおいて、当社の判断により修理また
は交換することに限定されます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻
しや販売の撤回の理由とはなりません。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保
険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数
料に関して、これらに限定せず、政府、州、領域やそれぞれの機関によって課
される場合も含めて、オーナーは地域の慣習や状況による全ての追加料金に関
する責任を負います。

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

88)) 譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基
づいて譲渡され、BRPまたは認定製品ディストリビューター/ディーラーが、元
の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡
先を受領することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。

99)) おお客客様様へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベルで
問題解決を試みてください。その問題について、認定ディーラーのサービスマ
ネージャーまたは店主とよく話し合ってください。

解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先
フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドのお客様窓口のセクション
に記載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

BRP限定保証（米国およびカナダ）：2024 CAN-AM® ATV
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米米国国EEPPAA排排出出ガガスス関関連連保保証証
Bombardier Recreational Products Inc.（以下「BRP」）は、最終購入者および
各二次購入者に対して、排気ガス制御システムおよび蒸発ガス制御システムの
すべての部品を含むこの新しい車両は、下記の2つの事項を満たしていること
を保証します。

1. 最終購入者への販売時に、40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件に準拠
するよう設計、組み立て、装備されています。

2. 40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件への準拠を妨げるような部材およ
び製造上の欠陥はありません。

保証の対象となるものがある場合は、BRPは表示された保障期間中、エンジン
からの規制汚染物質の排出量を増加させる部材または製造上の欠陥がある部品
やコンポーネントの修理または取り換えを、排出ガス関連部品の診断、修理ま
たは取り換の費用を含み、無償で行います。この保証に基づいて交換された欠
陥部品は、すべてBRPの所有となります。

すべての排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関連部品の診断と修理
を正規Can-Amディーラーに制限します。ただし、以下のリストの第2項目によ
り要求される緊急修理を除きます。

認証メーカーとして、BRPは下記事項を理由として排出ガス関連保証の請求を
拒否することはありません。

1. BRPまたはBRP認定工場が行ったメンテナンスまたはその他のサービス。
2. 運転者がなるべく早くエンジン/機器を適切な構成を復元するために行っ
た、BRPに起因する危険で緊急な状態を矯正するためのエンジン/設備の修
理。

3. 補償請求とは無関係な、運転者による処置の有無。
4. BRPが指定する回数よりも頻繁に行われたメンテナンス。
5. BRPの過失または責任であることのすべて。
6. 機器を稼動させる場所で一般に入手可能な燃料を使用すること（ただし、
BRPのメンテナンス注意事項にその燃料が機器の排出ガス制御システムを
損傷すると記載され、運転者が適切な燃料を簡単に入手できる場合を除
く）。メンテナンス情報のセクションおよび給油のセクションにある燃料に
関する要件を参照してください。

排排出出ガガスス関関連連のの保保証証期期間間
排出ガス関連保証は、以下の期間のうち最も短い期間となります。

運転時間 月 走行距離

排出ガス関連コンポーネント: 500 30 5000

蒸発ガス関連コンポーネント 該当なし 24 該当なし

保保証証がが適適用用さされれるるココンンポポーーネネンントト
排出ガス関連の保証は、以下に挙げるコンポーネントを含め、故障した場合に
エンジンからの規制汚染物質の排出量を増加させるコンポーネントのすべてを
対象とします。

1. 排出ガスについては、以下のシステムに関連するエンジン部品を含む排出ガ
ス関連のコンポーネント
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– 吸気システム
– 燃料システム
– イグニッションシステム
– 排気ガス再循環システム

2. 以下の部品も排出ガスの排出関連コンポーネントとみなされます。
– 後処理装置
– クランクケースベンチレーションバルブ
– センサー
– 電子制御ユニット

3. 以下の部品は蒸発ガスの排出関連コンポーネントとみなされます。
– 燃料タンク
– 燃料キャップ
– 燃料ライン
– 燃料管路フィッティング
– クランプ*
– プレッシャーリリーフバルブ*
– 制御バルブ*
– 制御ソレノイド*
– 電子制御*
– 真空制御ダイヤフラム*
– 制御ケーブル*
– コントロールリンケージ*
– パージバルブ
– 蒸気ホース
– 液体/蒸気セパレータ
– カーボンキャニスター
– キャニスターのマウンティングブラケット
– キャブレターパージポートコネクター

注注記記：： *蒸発ガス制御システム関連。

4. 排出ガス関連のコンポーネントには、排出ガスを減少させることだけが目的
の他の部品や、故障してもエンジン/機器の性能を大きく低下させずに排出
ガスを増加させる部品も含まれています。

適適用用範範囲囲制制限限
認証メーカーとして、BRPは所有者または運転者の不適切なメンテナンスや使
用、メーカーには一切責任がない事故、または天災や不可抗力によって生じた
故障の排出ガス関連の保証請求を拒否する場合があります。例えば、運転者に
よるエンジン/機器の酷使、または運転者による設計目的以外の使用方法が直接
の原因で発生し、メーカーは全く原因に関与していない故障に関しては、排出
ガス関連の保証請求は付与されません。

保証権利と責任に関する質問、または最寄りの認定BRPディーラーの名称と位
置に関する質問がある場合は、wwwwww..bbrrpp..ccoommにあるお問い合わせフォームに記
入するか、このガイドのお客様窓口のセクションに記載されているアドレスの
1つにメールを送付するか、1-888-272-9222に電話してBRPにご連絡くださ
い。

米米国国EEPPAA排排出出ガガスス関関連連保保証証
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カカリリフフォォルルニニアア州州蒸蒸発発ガガスス処処理理保保証証規規定定
保証期間は、新しいオフハイウェイレクリエーショナルビークル
（「OHRV」）が最終購入者に納入された日に始まります。

Bombardier Recreational Products Inc.（「BRP」）は、最終購入者および以降
の各購入者に対し、OHRVが以下の状態であることを保証します。

1. OHRVがすべての適用法、規則、および規制に準拠して設計、製造、および
装備が行われ、販売の時点でこれらに準拠していること。

2. 部材および製作作業に、保証部分の不具合を引き起こす可能性がある欠陥が
ないこと。すべての交換用部品が、あらゆる部材の観点から、BRPのエグ
ゼクティブ注文証明書に記載されている部品と同一であること。

排出ガス関連部品の保証は、次のように適用されるものとします。

1. 合理的な理由で保証部品または保証ステーションをOHRV所有者にご利用い
ただけない応急修理を除き、いずれの保証対象部品の修理または交換も、
OHRV所有者への費用負担なく、保証ステーションにて実施されるものとし
ます。応急修理が認められている場合は、利用できるいずれかのサービス施
設にて、または所有者が、交換部品を使用して修理を実施してよいものとし
ます。BRPは、上述の応急修理や交換に関する診断費などの費用を、BRP
が提示する交換された全保証部品の小売価格、保証修理に関するBRPの推
奨時間に基づいた労務費、および地理的に妥当とされる時間賃率を超えない
範囲で、所有者に払い戻すものとします。

2. OHRVが修理のために最初に保証ステーションに搬入されてから30日を超え
ない合理的な期間内に、保証された部品が入手できないまたは修理が不完全
なままとなる場合は、応急修理を要する状況として扱います。

3. 書面の説明書に記載されているメンテナンス部品として交換が予定されてい
ない保証部品については、以下に定められた期間、保証が継続するものとし
ます。保証期間中に当該部品が故障した場合、その部品はBRPによって修
理または交換されるものとします。修理または交換された保証対象の部品に
ついては、期間満了まで保証が継続するものとします。

4. 書面の説明書に記載されている定期メンテナンスのみが予定されている保証
部品については、以下に定められた期間、保証が継続するものとします。当
該説明書に示されている、「必要に応じて修理または交換」の影響に対する
声明によって、保証対象期間が短縮されることはありません。修理または交
換された保証対象の部品については、残りの保証期間が満了するまで、保証
が継続します。

5. 書面の説明書に記載されているメンテナンス部品として交換が予定されてい
る保証部品については、その部品の最初の定期交換までの期間、保証が継続
するものとします。最初の定期交換までに部品が故障した場合、その部品は
BRPによって修理または交換されるものとします。修理または交換された
保証対象の部品については、その部品の最初の定期交換までの残りの期間が
満了するまで、保証が継続します。

6. 保証サービスや修理は、メーカー系列のディーラー、または対象のOHRVの
サービスを実施するためにフランチャイズ契約されているディーラーのいず
れかで行われます。

7. 診断作業が保証ステーションで行われる場合、OHRVの所有者は、保証部品
に不具合があるという判断に結びつく当該診断の費用を負担しないものとし
ます。

8. BRPは、保証部品の保証の下で、故障箇所付近で生じた他の車両部品の損
傷について、責任を負うものとします。

9. BRP指定の交換用部品は、OHRV所有者に提供されている保証修理に無償で
使用可能なものです。この部品を使用することで、BRPの保証義務が減る
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ことはありません（BRPが保証対象外の交換用部品の修理や交換について
責任を負わない場合を除く）。

10.大気資源委員会によってカリフォルニア州車両条例のセクション27156の禁
止事項から免除されている追加部品または改造部品については、OHRVで使
用することが可能です。当該部品の使用や部品そのものは、保証請求を許可
しないことの理由にはならないものとします。BRPは、追加部品または改
造部品の使用によって生じた保証部品の故障を保証する責任を負いません
（当該部品が保証されている場合を除く）。

条件と免責事項
– BRPは酷使、不注意、不適切なメンテナンス、不適切な改変により生じた
OHRVまたは部品の故障については、一切の保証を拒否する場合がありま
す。

おお客客様様のの保保証証のの権権利利とと義義務務
カリフォルニア州大気資源委員会は、2024年式全地形対応車両に関する蒸発ガ
ス処理システムの保証について説明を行います。カリフォルニアでは、新しい
レクリエーショナルオフハイウェイビークルは、州のスモッグ防止基準を満た
すように設計、組み立て、装備されてなければなりません。BRPは、ご使用の
全地形対応車両について酷使、懈怠、不適切なメンテナンスがあった場合を除
き、下記の期間にわたり、全地形対応車両の蒸発ガス制御システムを保証しな
ければなりません。

排出ガス制御システムには、キャブレター、燃料噴射装置、燃料タンク、燃料
ホース、カーボンキャニスター、エンジンコンピューターなどの部品が含まれ
ている場合があります。また、ホース、ベルト、コネクターなどの蒸発ガス関
連のアッセンブリーが含まれている場合もあります。保証の対象となるものが
ある場合、Bombardier Recreational Products Inc.は、診断、部品および労働費
を含めて無料で、ご使用の全地形対応車両を修理します。

OOHHRRVV製製造造元元にによよるる保保証証範範囲囲
このOHRVの保証期間は、購入後60ヵ月、5,000マイルの走行距離、または500
運転時間に達するまでとします（いずれか早い方）。

対象部品

1. キャニスターのマウンティングブラケット
2. カーボンキャニスター
3. パージポートコネクター
4. クランプ*
5. 電子制御装置*
6. 燃料キャップ
7. フィラーネック
8. フィラーネックホース
9. 燃料ライン
10.燃料ラインフィッティング
11.燃料タンク
12.圧力リリーフバルブ*
13.パージバルブ
14.チェックバルブ*
15.蒸気ホース

カリフォルニア州蒸発ガス処理保証規定
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16.フローリデューサー
17.フィルター*
18.燃料ポンプ
19.蒸発ガス処理システムに影響を与える可能性がある、ここに記載されていな
いその他のすべての部品

注注記記：： *蒸発ガス制御システム関連。

ご使用の全地形対応車両の蒸発ガス関連部品に不具合がある場合は、
Bombardier Recreational Products Inc.が部品の修理または交換を行います。

オオーーナナーーのの保保証証責責任任
全地形対応車両の所有者として、お客様はオーナーズマニュアルに記載された
必要なメンテナンスを実施する責任を負っています。Bombardier Recreational
Products Inc.は、全地形対応車両の保証に関するすべての受領書を安全な場所
に保管しておくことを推奨しますが、Bombardier Recreational Products Inc.
は、お客様が受領書を紛失したり定期メンテナンスを行わなかったとしても、
保証の提供をいたします。

問題が発生した場合、お客様は所有者として、車両をBombardier Recreational
Products Inc.にできるだけ早く搬入する責任があります。保証修理期間は、30
日以下とする妥当な時間を要します。

ただし、酷使、懈怠、不適切なメンテナンス、または不適切な改造により全地
形対応車両またはその部品が故障した場合、Bombardier Recreational Products
Inc.は保証適用を拒否できることにご注意ください。

保証の権利や責任についてご質問がある場合は、下記の連絡先にお問い合わせ
ください。
– Bombardier Recreational Products Inc.（電話：1-888-272-9222）
– The California Air Resources Board at 4001 Iowa Avenue, Riverside, CA
92507.

カリフォルニア州蒸発ガス処理保証規定
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BBRRPP国国際際限限定定保保証証：：22002244 CCAANN--AAMM®® AATTVV
11)) 限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc.（以下「BRP」）は、米国、カナダ、欧
州経済領域（「EEA」）の国々（欧州連合にイギリス、ノルウェー、アイスラ
ンドおよびリヒテンシュタインを加えて構成される）、トルコ、および独立国
家共同体（ウクライナ、トルクメニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）以外
の地域に2024 Can-Am ATV（以下「製品」）を供給するためにBRPが認定した
ディーラーによって販売された製品について、指定された期間、下記の条件の
下で部材または製造上の欠陥がないことを保証します。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：

1. 製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合（以前の所有者に
よる行為である場合も含む）

2. 製品の操作、性能または耐久性に悪影響を及ぼす方法でトレーラーを改造し
たか、トレーラーの用途を変更するために改造した場合

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。

22)) 責責任任のの範範囲囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性また
は特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示
的または暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。そ
れらが否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内の
みに限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外され
ます。一部の州では、上記の免責事項、制限事項および免責事項を認めていま
せん。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場合があります。この保
証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的
権利を留保することができます。BRPで制御できない理由のために一部の国で
製品または保証部品が入手できない場合、BRPは責任を負わないものとしま
す。

オーストラリアで購入された製品については、以下の「オーストラリアで販売
された製品のみに適用」を参照してください。

ディストリビューター、BRP ディストリビューター／ディーラー、またはその
他の人物のいずれにおいても、この限定保証に含まれるもの以外に、製品に関
する確認、表示、保証を行う権限は与えられておらず、それが行われた場合に
も BRPに対する強制力はありません。

BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販
売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更しないこと
に同意します。

33)) 除除外外規規定定（（以以下下はは保保証証修修理理のの対対象象ととははななりりまませせんん））
以下は保証対象ではありません:
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
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– 『オペレーター'ズガイド』に示されている過失、または適正なメンテナン
ス／保管を怠ったために発生した損害。

– 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは
BRPによって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、あるいは整備を行うBRP認定ディストリビューター/ディーラー以外
の人によって行われた修理の結果として生じた損傷；

– 誤用、乱用、過失、または製品のオペレーターズガイドで説明されている推
奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害

– 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果
として生じた損傷;

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（オペレーター
ズガイドを参照）

– エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
– 水や雪が入ったことによる損傷
– 二次的もしくは間接的な損害、または輸送費、牽引、保管、電話、賃貸、タ
クシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の損失、収入の損失、もし
くは整備作業のための不稼働による時間の損失を含むがそれらに限定されな
い損害

44)) 保保証証対対象象期期間間
この限定的保証は、（1）最初に購入した消費者に納入された日、または（2）
その製品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次の該当する期間有効
です。
– 個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する6ヶ月間

オーストリアおよびニュージーランドのみ：この保証は、（1）最初の小売消
費者に納品された日、または（2）その製品が初めて使用された日のうちいず
れか早い方に発効し、パワートレインエンジンおよびトランスミッションシス
テムのみについては連続する12ヶ月間、個人使用または業務使用の場合は連続
する36ヶ月間効力を有します。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によって、
保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。

上記内容により特定される保証対象期間は、最小限の保障期間であり、場合に
よっては適用される保証プロモーションプログラムによる延長が可能です。

保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従
います。

オーストラリアで販売された製品のみに適用

弊社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られています。

重故障に対する交換または払い戻し、またはその他のいかなる合理的に予見可
能な損失または損害に対する補償が約束されます。

お客様には、製品が許容される品質を満たせず、その故障が重故障とならない
場合、その製品を修理または交換する権利があります。

これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその他の法律を
含む、Competition and Consumer Act 2010（Cth)（2010年競争・消費者法）に

BRP国際限定保証：2024 CAN-AM® ATV
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よって授与または黙示されるいかなる条件、保証、請け合い、権利または善後
策の適用を除外、制限または変更しないものとし、法律を違反しないものとし
ます。もし違反する利用規約がある場合、それは無効となります。この限定的
保証で得られるメリットは、オーストアリアの法律で守られている権利および
善後策に加えて与えられます。

55)) 保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証適用は、次の各各条件が満たされたときににののみみ適用されます。
– 製品は、その販売が行われた国において製品の販売を許可されているディス
トリビューター/ディーラー（「ディストリビューター/ディーラー」）か
ら、新品で未使用の製品として最初の所有者により購入される必要がありま
す。

– BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者がそれを署
名する必要があります。

– 製品は、認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく登録されな
ければなりません;

– 製品は、購入者が居住する国で購入される必要があります。
– 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』で概説されている
定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。BRP
は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を
求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用
する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の
安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。

66)) 保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常に気付いた場合は製品の使用を中止し、異常の発現から2ヶ月
以内に、整備を行うBRPディストリビューター/ディーラーにその旨を通知し、
ディストリビューター/ディーラーが製品を合理的に確認し、修理できる合理的
な機会を設けなければなりません。

通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うものとします。

また、お客様は製品の購入を証明するものをディストリビューター/ディーラー
に提示しなければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先
立って修理/作業注文書に署名しなければなりません。

この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有となります。

77)) BBRRPPがが行行ううこことと
法律によって認められる範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、保
証期間中に、通常の使用、メンテナンス、および整備が行われたにもかかわら
ず故障した部品を、部品代および工賃を請求することなく、いずれかのBRP認
定ディストリビューター/ディーラーにおいて、当社の判断により修理または交
換することに限定されます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻しや
販売の撤回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権利
を留保することができます。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保
険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数

BRP国際限定保証：2024 CAN-AM® ATV
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料に関して、これらに限定せず、政府、州、地域およびそれぞれの機関によっ
て課される場合も含めて、オーナーは地域の慣習や状況による全ての追加料金
に関する責任を負います

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

88)) 譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基
づいて譲渡され、BRPまたは認定製品ディストリビューター/ディーラーが、元
の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡
先を受領することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。

99)) おお客客様様へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベルで
問題解決を試みてください。その問題について BRP 認定ディストリビュー
ター／ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってくださ
い。

解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先
フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドのお客様窓口のセクション
に記載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

BRP国際限定保証：2024 CAN-AM® ATV
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欧欧州州経経済済地地域域、、独独立立国国家家共共同同体体のの加加盟盟国国おおよよびびトトルルココ
向向けけBBRRPP限限定定保保証証：：22002244 CCAANN--AAMM®® AATTVV
11)) 限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc.（以下「BRP」）は、欧州経済領域
（「EEA」）の加盟国（欧州連合にイギリス、ノルウェー、アイスランドおよ
びリヒテンシュタインを加えて構成される）、トルコ、および独立国家共同体
（ウクライナ、トルクメニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）に2024
Can-Am ATV（以下「製品」）を販売するためにBRPが認定したディストリ
ビューター/ディーラー（以下「ディストリビューター/ディーラー」）によっ
て販売された製品について、指定された期間、下記の条件の下で部材または製
造上の欠陥がないことを保証します。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：

1. 製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合（以前の所有者に
よる行為である場合も含む）

2. 製品の操作、性能または耐久性に悪影響を及ぼす方法でトレーラーを改造し
たか、トレーラーの用途を変更するために改造した場合

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。

22)) 責責任任のの範範囲囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性また
は特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示
的または暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。そ
れらが否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内の
みに限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外され
ます。一部の州では、上記の免責事項、制限事項および免責事項を認めていま
せん。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場合があります。この保
証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的
権利を留保することができます。BRPで制御できない理由のために一部の国で
製品または保証部品が入手できない場合、BRPは責任を負わないものとしま
す。

フランスで購入された製品については、以下の「フランスで販売された製品の
みに適用」を参照してください。

ディストリビューター、BRP ディストリビューター／ディーラー、またはその
他の人物のいずれにおいても、この限定保証に含まれるもの以外に、製品に関
する確認、表示、保証を行う権限は与えられておらず、それが行われた場合に
も BRPに対する強制力はありません。

BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販
売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更しないこと
に同意します。

33)) 除除外外規規定定（（以以下下はは保保証証修修理理のの対対象象ととははななりりまませせんん））
以下は保証対象ではありません:
– 通常の磨耗および消耗品;
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– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
– 『オペレーター'ズガイド』に示されている過失、または適正なメンテナン
ス／保管を怠ったために発生した損害。

– 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは
BRPによって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、あるいは整備を行うBRP認定ディストリビューター/ディーラー以外
の人によって行われた修理の結果として生じた損傷；

– 誤用、乱用、過失、または製品のオペレーターズガイドで説明されている推
奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害

– 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果
として生じた損傷;

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（オペレーター
ズガイドを参照）

– エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
– 水や雪が入ったことによる損傷
– 二次的もしくは間接的な損害、または輸送費、牽引、保管、電話、賃貸、タ
クシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の損失、収入の損失、もし
くは整備作業のための不稼働による時間の損失を含むがそれらに限定されな
い損害

44)) 保保証証対対象象期期間間
この限定的保証は、（1）最初に購入した消費者に納入された日、または（2）
その製品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次の該当する期間有効
です。

1. 個人使用の所有者の場合は、連続する24ヶ月間。
2. 業務用使用の所有者の場合は、連続する6ヶ月間。

保証期間中であっても、製品による収入の発生、または製品が何らかの業務ま
たは職業で用いられた場合、製品は商業的用途で使用されたものと見なされま
す。また、保証期間中に製品が商業用として登録されたり、商業用途の使用許
可を受けた場合も、製品は商業的用途で使用されたものと見なされます。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によって、
保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。

上記内容により特定される保証対象期間は、最小限の保障期間であり、場合に
よっては適用される保証プロモーションプログラムによる延長が可能です。

保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従
います。

55)) フフラランンススでで販販売売さされれたた製製品品ののみみにに適適用用
販売者は契約を遵守する製品を配送し、配送時に認められる欠陥の責任を負い
ます。販売者は、契約による自らの責任で、または自らの責任で行われたパッ
ケージング、組み立て指示または取り付けに起因する欠陥の責任を負います。
契約を成立させるには、製品は次の条件をクリアする必要があります。

1. 同等品の通常動作を行うことができ、該当する場合、次の条件もクリアする
必要があります。

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2024 CAN-AM® ATV
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– 製品の特性は販売者の説明と一致し、特性はサンプルまたは模型により
購入者に説明されていること。

– 製品は、広告やラベルを含めた販売者および製造業者の公共宣言により
合法的に購入者によって期待される特性を持っていること。

2. 製品は、当事者間で相互に合意された特性を持っている、または購入者が事
前に販売者に特定の使用目的を相談し、販売者が目的を満たせると承諾した
特性を持っていること。

仕様不遵守に対する処置は、配送から2年間有効です。販売者は、製品に購入
者の使用目的が満たせられなくなるほどの隠された欠陥がある場合、またはそ
の欠陥を事前に知っていたらより低い値段で買っていた場合、その隠れた欠陥
に対する保証の責任を負います。そのような隠れた欠陥に対する賠償要求は、
欠陥の発見から2年以内に購入者によって行われる必要があります。

66)) 保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証適用は、次の各各条件が満たされたときににののみみ適用されます。
– 製品は、その販売が行われた国（EEAの場合は連合国）において製品の販売
を許可されているディストリビューターまたはディーラー（「ディストリ
ビューター/ディーラー」）から、新品で未使用の製品として最初の所有者
により購入される必要があります。

– BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者がそれを署
名する必要があります。

– 製品は、認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく登録されな
ければなりません;

– 製品は、購入者が居住する国（EEAの場合は連合国）で購入されなければな
りません。

– 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』で概説されている
定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。BRP
は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を
求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用
する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の
安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。

77)) 保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常に気付いた場合は製品の使用を中止し、異常の発現から2ヶ月
以内に、整備を行うBRPディストリビューター/ディーラーにその旨を通知し、
ディストリビューター/ディーラーが製品を合理的に確認し、修理できる合理的
な機会を設けなければなりません。

通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うものとします。

また、お客様は製品の購入を証明するものをディストリビューター/ディーラー
に提示しなければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先
立って修理/作業注文書に署名しなければなりません。

この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有となります。

88)) BBRRPPがが行行ううこことと

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2024 CAN-AM® ATV
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法律によって認められる範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、保
証期間中に、通常の使用、メンテナンス、および整備が行われたにもかかわら
ず故障した部品を、部品代および工賃を請求することなく、いずれかのBRP認
定ディストリビューター/ディーラーにおいて、当社の判断により修理または交
換することに限定されます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻しや
販売の撤回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権利
を留保することができます。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、またはEEA居住者が
EEA外で、例えば輸送料金、保険、税金、ライセンス料、関税、および、いか
なるそして全ての他の金融手数料に関して、これらに限定せず、政府、州、領
域やそれぞれの機関によって課される場合も含めて、オーナーは地域の慣習や
状況による全ての追加料金に関する責任を負います。

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

99)) 譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基
づいて譲渡され、BRPまたは認定製品ディストリビューター/ディーラーが、元
の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡
先を受領することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。

1100)) おお客客様様へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベルで
問題解決を試みてください。その問題について BRP 認定ディストリビュー
ター／ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってくださ
い。

解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先
フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドのお客様窓口のセクション
に記載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトルコ向けBRP限定保証：2024 CAN-AM® ATV
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デデーータタププラライイババシシーーににつついいてて
Bombardier Recreational Products inc. お よ び そ の 関 連 会 社 と 子 会 社
（「BRP」）はプライバシーの保護に努めており、BRPとお客様との関係を管
理する際のお客様情報の収集、利用、および開示方法については、一般的な情
報開示方針に則っています。詳詳細細ににつついいててはは、、BBRRPPののププラライイババシシーーポポリリシシーー
（（
hhttttppss::////bbrrpp..ccoomm//eenn//pprriivvaaccyy--ppoolliiccyy..hhttmmll））ををごご覧覧いいたただだくくかか、、下下ののQQRRココーードド
ををススキキャャンンししててごご確確認認くくだだささいい。。

当社は十分なセキュリティ対策を講じて、お客様の個人情報を消失や不正アク
セスから保護しておりますのでご安心ください。

BRPがお客様から直接、または認定ディーラーもしくは認定された第三者から
収集するお客様の個人情報には次のものがあります。
– 連連絡絡先先、、人人口口統統計計おおよよびび登登録録情情報報（氏名、住所、電話番号、メールアドレ
ス、性別、所有履歴、連絡時の言語など）

– 車車両両情情報報（シリアル番号、購入日および納入日、製品の利用状況、車両の
位置および動作など）

– 第第三三者者情情報報（BRPパートナーから得た情報、合同マーケティング活動情
報、ソーシャルメディアなど）

– 技技術術的的情情報報（IPアドレス、デバイスの種類、オペレーティングシステム、
ブラウザのタイプ、閲覧したウェブページ、BRPまたはディーラーのウェ
ブサイトやモバイルアプリケーションを使用するときのクッキーや類似技術
など）

– BBRRPPととののややりり取取りりのの情情報報（BRPの社内営業担当者に連絡する際に収集され
る情報、BRPウェブサイトでの購入品目、BRPメールの登録、BRP主催の
コンテストや懸賞への参加、BRP主催のイベントへの出席など）

– 取取引引情情報報（返品処理に必要となる情報、ウェブサイトやモバイルアプリ
ケーションを通じて当社の製品やサービスを購入するときの支払い情報、
BRP製品の購入に関連するその他の情報など）

この情報は、次の目的のために使用および処理される場合があります。
– 安全性およびセキュリティ
– 販売時およびアフターセールスのカスタマーサポート（購入やメンテナンス
の完了やフォローアップなど）

– 登録および保証
– コミュニケーション（BRP満足度調査の送付など）
– オンライン行動広告、プロファイリング、位置に基づくサービス
（カスタマイズ体験の提供など）

– コンプライアンスおよび紛争解決
– マーケティングおよび広告
– アシスタンス（納入時の問題のサポート、返品処理、BRP製品の購入に関
連するその他の問題）

また、当社は、お客様個人を特定できない集計データや統計データを生成する
ために個人情報を使用する場合があります。

おお客客様様のの個個人人情情報報はは、、次次のの組組織織にに開開示示さされれるる場場合合ががあありりまますす：：BBRRPP、、BBRRPP
認認定定デディィーーララーー、、デディィスストトリリビビュューータターー、、ササーービビススププロロババイイダダーー、、広広告告おおよよ
びびママーーケケッットトリリササーーチチパパーートトナナーー、、おおよよびび認認定定さされれたたそそのの他他のの第第三三者者。。
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当社は、当社がサービスを提供しているまたは合同マーケティング活動におい
て関わりを持っているBRP認定ディーラーやパートナーなど、第三者を含め、
さまざまなソースからお客様に関する情報を取得する場合があります。また、
お客様がFacebookやTwitterなどのソーシャルメディアプラットフォームで当社
とやり取りする際に、それらのプラットフォームからお客様に関する情報を取
得する場合があります。

状況によっては、お客様の居住地域外でお客様の個人情報が伝達される場合が
あります。お客様の個人情報は、当社の保持ポリシーに従って、当社が個人情
報を取得した目的に必要な期間に限り保持されます。

お客様のデータプライバシー権（アクセスする権利や訂正する権利など）を行
使するには、または、マーケティング、満足度調査、および一般的なデータプ
ライバシーについての質問を目的としたアドレスリストから削除するために同
意を撤回するには、BRPのデータ保護担当者にメール（pprriivvaaccyyooffffiicceerr@@bbrrpp..
ccoomm）でご連絡いただくか、次の住所宛てに郵送でご連絡ください：
BRP Legal Service, 726 St-Joseph, Valcourt, Quebec, Canada, J0E 2L0

BBRRPPががおお客客様様のの個個人人情情報報をを処処理理すするる際際はは、、hhttttppss::////wwwwww.. bbrrpp.. ccoomm//eenn//
pprriivvaaccyy--ppoolliiccyy..hhttmmllにに記記載載さされれてていいるる、、ままたたはは下下記記
QQRRココーードドかからら確確認認ででききるる自自社社ののププラライイババシシーーポポリリシシーーにに従従っってて処処理理ししまま
すす。。

データプライバシーについて



246

おお問問いい合合わわせせ先先
wwwwww..bbrrpp..ccoomm

アアジジアア太太平平洋洋
オオーースストトララリリアア
Level 26
477 Pitt Street
Sydney, NSW 2020

中中国国
上海市徐汇区衡山路10号6号楼301
Rm 301, Building 6,
No.10 Heng Shan Rd,
Shanghai, China

日日本本
108–0075東京都港区港南2丁目16–1
品川イーストワンタワー21階

ニニュューージジーーラランンドド
Suite 1.6, 2–8 Osborne Street,
Newmarket, Auckland 2013

欧欧州州、、中中東東、、アアフフリリカカ
ベベルルギギーー
Oktrooiplein 1
9000 Gent

チチェェココ共共和和国国
Stefanikova 43a
Prague 5
150 00

ドドイイツツ
Itterpark 11
40724 Hilden

フフィィンンラランンドド
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi

フフラランンスス
Arteparc Bâtiment B
Route de la côte d'Azur,
13 590 Meyreuil

ノノルルウウェェーー
Ingvald Ystgaardsvei 15
N-7484 Trondheim
Salg, marketing, ettermarked

ススウウェェーーデデンン
Spinnvägen 15
903 61 Umeå

Sweden 90821

ススイイスス
Avenue d’Ouchy 4-6
1006 Lausanne

中中南南米米
ブブララジジルル
Av. James Clerck Maxwell, 230
Campinas, Sao Paulo
CEP 13069-380

メメキキシシココ
Av. Ferrocarril 202
Parque Industrial Querétaro
Santo Rosa Jauregui, Querétaro
C.P. 76220

北北米米
カカナナダダ
3200A, rue King Ouest,
Suite 300
Sherbrooke (Québec) J1L 1C9

米米国国
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177
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住住所所とと所所有有権権のの変変更更
お客様が住所を変更された場合または車両の新しい所有者になった場合は、以
下のいずれかの方法でBRPに通知してください。
– 認定Can-Amディーラーに連絡する。
– 北北米米ののみみ:: 1 888 272-9222までお電話ください。
– このガイドのお客様窓口のセクションに記載されているBRPの住所のいず
れかに、以降のページにある住所変更カードを郵送してください。

所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添付して
ください。

例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRPが必要に応じて車両の所
有者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後でも、BRPに通知する
ことが重要です。BRPに通知するのは、所有者の責任です。

盗盗難難にに遭遭っったた場場合合:: 車両が盗難にあった場合は、BRPまたは認定Can-Am
ディーラーにご連絡ください。お客様の氏名、ご住所、電話番号、車両識別番
号、そして盗難の日付をお知らせください。
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®、TMおよびBRPのロゴはBombardier Recreational Products Inc.またはその関連
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